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プロローグ








　日中の陽気の名残がある、静かな春の夜。

「俺と恋愛の練習をしてみない？」

　峰みね岸ぎしあずさは、自社の副社長である渋しぶ澤さわ武たけ尊るの言葉に瞠目した。

　人は本気で驚くと、声は出ず、呼吸も一瞬止まるのだ。

　頭の片隅で、そんなことを学習する。

　瞬きもできずにいたあずさを余所に、彼は長い脚をゆったりと組んだまま微笑んでいた。

　それは、緊張感が漂う会議でもトラブルが起きたときでも決して冷静さを失くさずに的確な指示を出す、武尊らしい態度でもあった。

　生まれながらにして会社を背負うことが決まっている、御曹司。

　全身に染み込んだような優雅さは、きっと庶民のあずさなんかがどう頑張ったって身につかないものだろう。

「峰岸さん、聞いてる？」

「……はい」

　一拍置いて戸惑いがちに頷き、震えそうな声で一言だけ返事をする。

　すると、左隣に座る彼があずさの心情を見透かすように、クスッと笑った。

　目尻を下げた笑みがなんとも色っぽくて、薄暗いバーの雰囲気とよく合う。

　余裕をたっぷりと纏っている武尊は、カウンターテーブルに乗せた左肘で頬杖を突き、あずさを真っ直ぐ見つめてくる。

「君ほど聡明で美しい人が誰とも恋愛しないなんて、もったいない。難しく考えなくてもいい。まずは、手近な男でリハビリしてみないか？」

　一流の彼と、ただの秘書でしかない自分。

　武尊はちっとも手近な存在なんかではないと思うのに、なぜかＮＯと言えない。

　視界ははっきりとしているし、そこまで酔ってもいないはず。

　けれど、あずさはまるで彼の瞳に酔わされたように、気づけば大きな手を取り、ホテルのベッドの上で組み敷かれていた。

　セックスが苦手な自分が甘い声を上げてひどく乱れるなんて、想像もせずに──。
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　ブラインドを上げた窓から差し込む、太陽の光。

　ぽかぽかと心地よい穏やかな陽気は、ランチ後の身体に睡魔を運んでくる。

　けれど、あずさは背筋をピンと伸ばしてパソコンに向かっていた。

　大手食品メーカー、『シブサワ堂どう』。

　都内にある本社は、二十階建てのビルを丸々一棟所有している。

　三階まではレストランなどの飲食関係の店舗が並び、四階からは傘下の関連会社、十二階以上はシブサワ堂のフロアになっており、ビル内のすべてが系列の企業である。

　その二十階のフロアの一角にある秘書課で、あずさは副社長付きの第二秘書を務めている。

　真面目なあずさにとって、会社は常に緊張感を持って過ごす場所である。今日も粛々と業務をこなしていると、不意に内線が鳴った。

「はい」

『すまないが、少し来てくれないか』

「承知しました」

　あずさは受話器を置いて席を立ち、秘書室長であり副社長の第一秘書でもある沢さわ木き俊しゅん平ぺいに武尊に呼ばれたことを報告する。

　そして、フロアを出てすぐ隣にある副社長室のドアをノックした。

「どうぞ」

「失礼いたします」

　中から聞こえてきた声を確認してからドアを開けると、武尊がパソコンに向けていた顔をあずさの方へと向けた。

　途端、ふたりの視線が交わる。

　切れ長の一重瞼に、意志が強そうな眉。

　高く通った鼻梁は、彫りの深い顔立ちをより美しく見せ、左の目尻にある小さなほくろがどこか色香を感じさせる。

　ビジネスショートの黒髪はストレートで、斜めに流された前髪から覗く目はあずさを真っ直ぐ見ていた。

　一八五センチの体躯は、スタイルがいい。程よくついた筋肉と長い手足が、彼の外見をいっそう際立たせている。

　武尊は、彼の祖父である元会長の引退を機に三年ほど前にこの会社にやってくると、海外で積んだ研鑽を活かして次々にアイデアを出しては収益に繋げていった。

　そして、一年も経たずして副社長に就任したのだ。

　容姿端麗、頭脳明晰。父親は、シブサワ堂の現会長である。

　突然現れた創業者の直系の存在をよく思わない者もいたのは確かだが、彼は着実に自身の力で周囲の信頼を得ていっている。

「手を止めさせて申し訳ないね」

「いいえ。どうなさいましたか？」

「今夜の社長との予定を変更してほしい」

　結論から告げた武尊が、取引先との会食が入ったことを話した。

「社長には、『来週の火曜か木曜に変更したい』と。会食相手も伝えて構わない」

「承知しました」

　会食相手は、シブサワ堂が懇意にしている会社の重役である。その件を伝えれば、社長も納得してリスケしてくれるはずだ。

「それから、新商品のパッケージのサンプルだが、やはり青色が濃い。沢木にもそう伝えて、あとでここに来るように言っておいてほしい」

　あずさはもう一度「承知しました」と頷き、副社長室を後にする。

　沢木に武尊の言葉を伝達し、自分は早々に社長へのリスケの連絡を入れた。

　社長との会食は来週の火曜日に決まり、すぐさまスケジュールを入れ直す。その日も朝から予定がびっしり入っていることを確認し、多忙な武尊の身体が心配になった。

　シブサワ堂は今年で創業七十二年を迎えるが、創業時からずっと業界内の第一線にいる。

　一時期は赤字だったらしい収益もここ十年ほどは安定しており、彼が副社長に就任してからはますます利益を伸ばしていた。

　そんな武尊の第二秘書にあずさが抜擢されたのは、彼が副社長に就任して間もない頃。

　当時のあずさは常務の第二秘書で、副社長には先輩や他の同僚がつくだろうと思っていたため、突然のことだった。

　けれど、辞令が下りれば従うのが社員というもの。

　あずさはいささか不安を抱えながらも、しっかりと職務を全うしようと決めた。

　最初こそ大変だったが、沢木のフォローもあり、業務に慣れるまでにはそう時間はかからなかった。

　武尊は指示が的確でわかりやすく、理解できなかったことに対しても丁寧に説明してくれる。一度でわからなくとも繰り返し教えてくれ、決して嫌な顔はしない。

　仕事では妥協せずに真摯に向き合い、それでいて社員の意見も大事にしている。

　そして、一線を引きつつもフランクに話しかけてくれる。

　彼は上司としてだけではなく、人間としても尊敬できる人だった。

　そう思っているのはあずさだけにとどまらず、社員たちも同様だろう。

　責任が重く大変なこともあるが、あずさは武尊の第二秘書になれたことを幸運だと思っていた。

　できることなら、この先も彼のもとで働きたいと考えている。

　武尊の秘書になってからやり甲斐が大きくなったことを思えば、あずさの綺麗な二重瞼の目が自然と弧を描いていた──。




　平日の五日間を終えた、三月最後の金曜日の夜。

　あずさは大学で同じ学部だった、中なか島じま愛あい花かとバーに足を運んだ。

　彼女とは、月に一、二度ほど食事を共にしている。だいたいが仕事帰りに落ち合って夕食に繰り出すが、ときには休日に買い物などに行くこともある。

　今夜はイタリアンバルで夕食を摂ったあと、もう少し飲もうということになったのだ。

「そういえば、最近はどう？」

「順調だと思う。副社長の指示はわかりやすいし、頭がキレる人だから勉強になるよ」

「そうじゃなくて、恋愛の話！　仕事の話なんてあんまり興味ないよ」

　愛花が大きな二重瞼の目で、不満を訴えてくる。

　言い方こそ冷たく聞こえるが、彼女はあずさの仕事に興味がないわけではない。

　悩んでいるときは親身に相談に乗ってくれるし、いいことがあれば一緒に喜んでくれる。

　つまり、〝仕事が順調な今の話はあんまり興味がない〟ということだ。

「なにもないってわかってるでしょ」

「そんなのわからないよ。恋なんて三秒後に出会った人と堕ちるかもしれないじゃない」

　日常生活の重心を恋愛に置いている、愛花らしい言葉だった。

　彼女は大学在学中に通信教育で医療事務の資格を取り、現在は美容クリニックに勤務している。本人いわく、『プライベートを大事にしたいから定時で帰れる仕事がいい』という理由で選んだ職場だった。

　基本的に、美容クリニックというのは飛び込みの患者はいない。

　きちんと予約をしてカウンセリングを受けなければ、施術ができないからである。

　たまにカウンセリングの時間が長引いても、長時間の残業になることはない。

　さらには、愛花の職場は土曜日の午後に加え、水曜日と日曜日と祝日は休診日だ。

『予定が相手に合わせやすいから、彼氏がいるときにはデートがたくさんできるでしょ？　フリーのときは合コンや恋活ができるし、そうじゃなくても自分磨きに時間を使えるし』

　なんて言っていた彼女は、その言葉通りにプライベートも充実させている。

　あずさが知っている限り、とにかく恋人との時間を大事にしているのだ。

　愛花がフリーでいる期間は短いが、その間だってエステやジム通いに余念がない。

　彼女とあずさは、恋愛に対する姿勢も考え方も正反対だった。

「まあ、三秒後は大袈裟かもしれないけど、ここで出会う可能性だってあるでしょ？」

　首を傾けた愛花の動きに合わせ、肩下まで伸びた髪が揺れた。ふわふわに巻かれた髪は、童顔の彼女によく似合っている。

「それってナンパってこと？」

　あずさが苦笑すると、愛花が「まだ引きずってるの？」と眉を下げる。

「そういうつもりはないよ。もう未練もないし。でも、微妙にトラウマになってるのかも」

「気持ちはわかるけど、ナンパしてきた人が全員浮気するわけじゃないよ？」

　諭すような彼女に、「それはわかってるんだけど」と返しながらも素直に受け取れない。

　あずさが以前付き合っていた男性とは、いわゆるナンパで知り合った。

　真面目で身持ちが硬いあずさにとって、ナンパから始まる恋愛なんて未知の世界。

　しかし、声をかけてきた元カレは緊張した様子で、ナンパに慣れていないようだった。

　それまで軽薄に話しかけてくるだけの男性は何人もいたが、ナンパしてきた人の中で誠実そうな雰囲気の男性は初めてで、そのせいかあまり警戒せずに連絡先を交換した。

　そして、数回会ううちに好感を持ち、五度目のデートで真っ直ぐに自分の気持ちを伝えてくれたときにはあずさの方もすでに惹かれており、自然と交際が始まった。

　けれど、その一年後。

　真面目で誠実だと思っていた元カレの浮気が発覚し、あずさは大きなショックを抱えながら別れを選んだのだった。

　以来、約三年半にわたり恋人はいない。

　浮気という形で別れたときには、男性不信に陥りそうになった。

　優しくて誠実だった恋人に三か月ほど裏切られていたという現実は、あずさの心を深く抉ったのだ。恋愛に慣れていなかったのも、大きな要因だったのかもしれない。

　それでも、どん底にまで落ちずに済んだのは、愛花のおかげである。

　彼女は、仕事以外では抜け殻のようだった当時のあずさを、なにかと理由をつけて連れ出してくれた。

　ときには、互いの自宅に泊まったこともある。

　そんな愛花の優しさと明るさに救われ、どうにか気力を取り戻せた。

　元カレに対しても、もうとっくに未練はない。

　ただ、別れ際に言われた『あずさは真面目すぎてつまらない』という言葉が棘となって、今もあずさの胸に突き刺さったままではあるのだけれど……。

「ナンパは避けるとしても、恋愛を避けるのはそろそろやめたら？」

「でも、恋愛対象としてつまらないって言われたんだよ？　次の人にもそんな風に言われたら、今度こそ立ち直れないかもしれないし……」

「あんな奴に言われたことなんて気にしなくていいの！　だいたい、その外見があって恋愛しないなんてもったいない！　あずさなら引く手数多なのに！」

　なぜか悔しそうにする彼女に、あずさはまた苦笑いを浮かべてしまう。

　綺麗な二重瞼に、くっきりとした目鼻立ち。

　両親のいいとこ取りをしたあずさの顔は、昔から美人だと褒められることが多かった。

　少しだけ色素が薄い髪は真っ黒ではないが艶があり、背中の下まであるストレートヘアもあいまってか、上品に見られる。

　仕事中はハーフアップやシニヨンで纏めているのだが、陰で『色っぽい』と言われていることも知っている。

　身長は一六〇センチと、決して高くはない。しかし、母親譲りの豊かな胸と細い腰がスタイルをより際立たせ、あずさの外見に魅力を増していた。

「合コンに参加したら、絶対にひとり勝ちなのに！」

「そんなわけないでしょ」

「わかってないな～。最近のハイスペ男子は、あずさみたいに自立した女性が好きって人も多いんだよ？　言い寄ってくる女が多い分、恋愛重視の女は遊び相手としてしか見てもらえなかったりするの。その点、あずさみたいなタイプは本命になれるのよ」

　それが本当かどうかはともかく、愛花がハイスペ男子の遊び相手に甘んじた経験があるのは知っている。

　彼女のすごいところは、そのときにめげることがなかったどころか、さっさと次の恋にエンジンをかけていたことだ。

　明るくて、前向き。恋愛に積極的で、失恋すらも自分磨きのバネにする。

　愛花のメンタルの強さは、あずさにはないものだった。

「会社にいい人はいないの？　シブサワ堂なら、いい男がいっぱいいそうじゃない」

　彼女の言う『いい男』なら、たくさんいるだろう。

　副社長の第一秘書の沢木は、銀縁フレームのメガネの奥にある双眸は鋭いながらに優しい雰囲気もあり、オールバックで固めた黒髪も似合っている。

　彼はインテリ風の見た目通りに真面目だが、三十九歳で秘書室長を務めるほど有能だ。

　企画部の部長である三み嶋しまも、穏やかな風貌ながら顔立ちが整っており、部下たちからは慕われ、女性社員のみならず男性社員にもファンが多い。

　愛妻家という噂も、彼の魅力を引き立てる要因なのかもしれない。

　そんな男性社員たちの中であずさの目を最も引くのは、副社長で直属の上司でもある武尊だ。

　その辺の女性よりも美しい容姿に、優雅な立ち居振る舞い。有能な彼には、経営手腕もある。

　創業者の直系にあたる出自や学歴、学生時代も含めて海外にいた期間が長いことなど、バックボーンすらも魅力的なものばかり。

　さらには、豊かな才能や秀でた外見に加え、内面も非の打ち所がない。

　あずさが出会ってきた中で、武尊は最上の男性と言っても過言ではないだろう。

　とはいえ、あずさにとって彼は雲の上の人でしかないのだけれど……。

「あずさ？　聞いてる？」

「聞いてるよ。愛花の言う通り素敵な男性ならたくさんいるだろうけど、私はやっぱり今はまだ恋愛はいいかな。それより、副社長秘書としてもっと精進しないと」

「もう……。そんなに仕事ばっかりの人生を歩んでどうするのよ？　私たち、二十八なんだよ？」

　あずさが曖昧に微笑み、ギムレットのグラスに口をつける。愛花は呆れたように肩を竦めたが、直後に鳴ったスマホを手に取るとパッと表情が華やいだ。

「彼？」

「うん。【出張先から思ったよりも早く帰れそうだから、泊まりにおいで】って」

　メッセージの内容を教えてくれる顔は、恋する乙女そのもの。

　幸せそうな笑顔が、少しだけ羨ましかった。

「そっか。よかったね」

「うん！　ごめん、先に帰ってもいい？　彼に晩ご飯を作ってあげたいし」

　彼女はソワソワしていて、今にもバーから飛び出していきそうだった。

「いいよ。私もこれを飲んだら帰るし」

「ありがとう。またご飯行こうね！」

　立ち上がった愛花が、バーテンダーに「チェックで」と伝えて会計を済ませると、あずさに手を振ってから店を後にした。

（愛花のああいうところ、すごく可愛いんだよね）

　毒舌な一面もあるが、裏表がなく素直で、恋人をとても大事にしている。

　一見すると、恋多き女だと誤解されがちではあるものの、彼女自身はいつもそのときどきの恋人との関係を真っ直ぐに育んでいるのだ。

　正直に言うと、そんな愛花が眩しく見えることがある。

　今日みたいに恋人のもとへ向かう彼女を送り出すのは初めてではないが、その姿はいつだって輝いているように思えるからなのかもしれない。

　あずさだって街で声をかけられることはあるし、社内でも食事に誘ってくれる男性社員がいる。

　彼らが望んでいるのは、あずさとの恋愛関係だというのも想像がつく。

　けれど、あずさはそういったものがとても苦手だった。

　秘書という仕事をしていながら、元来は引っ込み思案で人見知り。

　学生時代はクラスに馴染むのが苦手で、昔からずっと友人は少ない方だった。

　社会人になってからは狭いコミュニティだけで生きていくわけにもいかず、秘書課に配属されたこともあって人見知りを克服しようと努めた。

　結果、仕事上では円滑にコミュニケーションが取れるようになったと自負している。

　しかし、プライベートになると、受け入れるのも断るのも苦手で仕方がない。

　好意的な目を向けられると、それはいっそうあずさを困らせた。恋をしたいと思わないわけではないのに、どうにも前向きに受け取れないのだ。

「こんばんは」

　グラスを見つめて物思いに耽っていたとき、不意に左側から声をかけられた。

　見上げると、笑みを浮かべた男性が立っていた。

「お隣、いいですか？　さっきからずっと、綺麗な方だなって思ってたんです」

　軽快に言葉を紡ぐ彼は、あずさの返事も聞かずにスツールに腰を下ろす。

「お友達と一緒だったから声をかけづらかったんですけど、さっきの子が帰ったみたいなのでチャンスだと思って急いで来たんですよ」

　明るい口調で話しながら、あずさが座っているスツールの背もたれあたりに手を置いてくる。その強引さに、あずさは無意識のうちに身をわずかに引いていた。

「あの、私はもう帰りますので……」

「そんなこと言わないで少しくらい付き合ってよ」

　急に馴れ馴れしくなった男性は、あずさの声を遮った。

　さらには彼が身体をグッと近づけてきたため、思わず身構えてしまう。

「そういえば、名前は？　歳はいくつ？　あっ、俺はね──」

　次から次へと繰り出される言葉に、あずさの表情が困惑に侵されていく。

「待たせてすまない」

　そんな中、別の声が落ちてきた。

　直後、あずさと男性の間を割るようにして立った背中に、既視感を抱く。

　あとからやってきた男性があずさの方を振り返った瞬間、あずさは目を見開いた。

「っ……！　副──」

　あずさが口を開いたのとほぼ同時に、節くれだった人差し指を唇に押し当てられる。

　目の前に立っている男性は、武尊である。

　彼は涼しげな目元を緩めたあと、軽薄にあずさを口説いていた男性に向き直った。

「悪いが、彼女は俺が先約なんだ」

　声音は穏やかなのに、下から見える目は笑っていない。

　引け、と暗に告げているのがわかった。

　一瞬なにかを言いかけた男性は、武尊の存在に圧倒されるようにあずさに寄せていた身を起こす。気づけば、スツールからも手が離れていた。

　その後、武尊はなにも言わずにただ微笑んだだけ。

　けれど、男性はまるで肉食獣に睨まれた草食獣のごとく立ち去った。

　おもむろに振り返った武尊が、心配そうにあずさを見る。

「大丈夫？」

「あ、はい……。あの、申し訳ありません。助けていただき、ありがとうございます」

　返事と、謝罪と、お礼。驚きを隠し切れないあずさだったが、咄嗟にすべてを口にした。

「気にしなくていい。それより、彼にどこか触られたりしなかった？」

「はい。大丈夫です」

　あの男性の手は、まだ辛うじてあずさの身体には触れていなかった。

　時間の問題だったに違いないが、なんにせよ助かった……とホッとする。

　一方で、なぜ武尊がここにいるのか、どうして助けてくれたのか。それがわからずにいると、彼は「隣、いいかな？」と微笑んだ。

　あずさが頷くと、武尊がスツールに腰を下ろして「バーボンのダブル」とバーテンダーに注文を告げ、ゆったりとした仕草であずさの方を見た。

「会食の帰りに一杯飲みたくなって立ち寄ったら、困った顔をした君がいた。しばらく様子を見ようか悩んだけど、さっきの男性は今にも君に触りそうだったからね」

　つまり、彼は見兼ねて助け船を出してくれたということ。

　副社長にプライベートで面倒をかけてしまったという事実に、あずさは身の置き場がないような気持ちになった。

「申し訳ありません……。せっかくのプライベートなのにご迷惑を──」

「謝ることはないよ。大事な秘書が困っていたら、手を差し伸べたくなる」

　優しい笑みには、他意がないように見えた。

　そういえば、社内でも何度か似たようなことがあった。

　男性社員からプライベートの誘いがあると笑顔でかわすようにしているが、ときには上手く断れないこともある。

　そんなあずさを見かけた武尊が、『仕事の話があるんだ』などと称してその場から連れ出してくれたことは一度や二度ではない。

　優しく部下思いの彼は、そういったことにまで気を回してくれているのだ。

「副社長には助けていただいてばかりですね」

「そうかな？」

　武尊は首を傾げて笑ったが、あずさは大きく頷いた。

「はい。仕事でも、それ以外でも、いつも助けていただいてます。なにかお礼ができればいいんですが……」

「じゃあ、一杯付き合ってくれないかな。今夜は誰かと飲みたい気分なんだ」

　あずさの言った『お礼』に対し、断るわけでも恩着せがましくするわけでもなく、さらりと誘いを寄越す。

　場慣れしているのか、年上の余裕なのか、彼自身の性格なのか。

　そのどれもが正解な気がしつつ、あずさは笑顔で「はい。もちろんです」と答えた。

　なにを飲むかと尋ねられ、少し悩んで「軽いものをいただきたいです」と微笑む。

　武尊は、マスターに軽めのオリジナルカクテルを作るように言ってくれた。

　程なくして目の前に置かれたカクテルグラスには、透き通るような淡いコバルトブルーの液体に飾り切りされたオレンジが添えられていた。

　聞き慣れないリキュールの名前が告げられ、あずさがグラスを取る。

　彼と乾杯をしてから、一口飲んでみた。

　ほんのりと甘く、さっぱりとした味。アルコールは風味をわずかに感じる程度で、とても飲みやすかった。

「おいしいです」

　同じようにグラスに口をつけていた武尊が、目元をそっと緩める。

「そう、それはよかった。マスターの腕は一流だからね」

　聞けば、彼はこの店の常連で、五十代前半のマスターとの付き合いも長いのだとか。

「峰岸さんはよく来るの？」

「私は三回目です。友人が連れて来てくれたのがきっかけでした。今日も一緒だったんですけど、ついさっき急用で帰ってしまって」

「その友人とは学生時代からの付き合いとか？」

「はい。大学時代からです」

「そう。せっかくの友人との時間だったのに、急用だなんて残念だったね」

「いいえ。友人の幸せそうな顔が見られたのでいいんです」

　本心を零し、ふふっと笑う。愛花を羨ましいと思ったのも事実だが、彼女が幸せそうで嬉しいのも本音だった。

「幸せそうな顔？」

「最近付き合い始めた恋人が、予定よりも早く出張から帰ってこられたらしくて。すごく嬉しそうな顔をしてたので、幸せそうでよかったと思ったんです。彼女にはたくさん助けてもらったので、幸せになってほしいですし」

　あずさの答えを聞き、武尊が唇の端をそっと持ち上げる。

　どこか意味深な笑みに、あずさは小首を傾げそうになった。

「峰岸さんはそういう人はいないの？　って、こんなことを訊くのはセクハラかな」

　自嘲気味な微笑に、あずさはクスッと笑って首を横に振る。

　人によるのかもしれないが、少なくとも彼の質問にそういった感覚は抱かなかった。

「お恥ずかしながら、恋人はもうずっといません」

「君ならいくらでも出会いがあるだろ？」

「……私はあまり恋愛に向いてないみたいなので」

　曖昧な笑みを返し、カクテルを飲む。

　爽やかな飲み口のせいか、やけにお酒が進んだ。プライベートで副社長と飲むという行為に、無意識のうちに緊張していたのもあるのかもしれない。

「向いてない？　男性が苦手とか？」

　男性社員から声をかけられているあずさの姿を見れば、男性が苦手だと映る可能性もあるだろう。

　けれど、武尊の口調はそうでないことがわかっているような感じだった。

「いいえ、そういうわけではないんですが……」

　あずさは言い淀んだが、不思議と今夜はもう少しだけ話したくなった。

　アルコールのせいか、愛花に感化されたのか、はたまた隣にいるのが普段は仕事でしか関わらない武尊だからか……。

　理由はわからないままに、カクテルをクイッと呷ってから口を開いていた。

「以前お付き合いしてた人に、『真面目すぎてつまらない』と言われまして……。そのせいか、浮気をされてしまいまして……」

　一度切り出せば、言葉が待ちわびていたように溢れ出そうとする。

「とても優しい人だったんです。そんな人にそこまで言わせてしまったのだから、私は本当につまらない人間なんだと思います」

　話しながら、自己肯定感が下がっていく。

「もし私に好意を持ってくださる男性がいたとしても、きっと付き合ったら同じように感じるに違いありません。だから、恋愛はもういいかと思ってしまったんです」

　うっかり泣きたくなったが、口角を上げてなんとかごまかした。

「それに、今は仕事を頑張りたいと思ってます。失恋がきっかけでしたが、仕事に生きるのもいいかなと思ったんです。私、この仕事はとても好きなので」

　最後に本心を紡げば、心がわずかに救われた気がする。

　仕事が好きなのは本当だし、失恋する前から努力もしてきたつもりだ。

　今は、仕事に集中しようというだけのこと。

　黙って話を聞いていた武尊が、カウンターテーブルにグラスを置く。

　そのまま、あずさを真っ直ぐ見つめた。

「俺は君と一緒にいてつまらないと思ったことはないよ」

　優しく穏やかな声音は、恐らく本音なのだろう。口が上手い人ではあるが、中途半端なお世辞を言わないことくらい知っている。

「ありがとうございます。ですが、それはきっと仕事だからで……」

　ただ、お礼を言いつつも苦笑いを浮かべてしまったのは、彼とあずさの付き合いは仕事上のものだから。

　互いのプライベートなんて、露ほども知らない仲だ。

　あずさをよく思ってくれているのは、そういった部分も関係しているだろう。

「じゃあ、年上の男として少し言わせてもらってもいいかな？」

　首を傾けた武尊に、あずさが「はい」と頷く。

「まず、本当に優しい人間は大事な人が傷つくような言葉は選ばない。仮に、その元カレの言葉が真実であっても、愛する人に向ける言葉じゃないよ」

　不快感を滲ませた顔であずさを見つめたまま、彼は静かに続ける。

「浮気だって、する方が悪い。その上、浮気をした言い訳が恋人のせいだなんて、責任転嫁もいいところだ。それで君の心を傷つけたのも許されることじゃない」

　声音は落ち着いているのに、怒りが滲んでいる気がする。

　まるで、あずさのために怒ってくれているように思えて、素直に嬉しかった。

「峰岸さんはなにも悪くないし、自分を『つまらない』なんて思う必要もない。公私ともにそれなりの出会いを経験してきた俺が言うんだから、間違いないよ」

　どこか冗談っぽい言い方なのに、真摯な双眸を向けられている。

　だからなのか、あずさは思わず頬を綻ばせてしまっていた。

「もう一度言うよ。俺は君と一緒にいてつまらないと思ったことは、一度もない」

　柔和な笑みを浮かべた武尊の言葉が、あずさの心を温めていく。

「こんな話をしてるときに不適切な表現だが、今だって峰岸さんのことを知れて嬉しい。君と話せるのも嬉しくて、今夜は浮かれてるくらいだ」

　さらには茶目っ気たっぷりな笑顔を見せられ、あずさから明るい笑みが零れ落ちた。

　あずさの心を解してくれたのは、年上の男性の余裕か、彼ならではのものか。

　考えたのは一瞬のことで、すぐに後者だと気づく。

「だから、なにも気に病む必要はないよ」

　慰めてくれているだけだと、わかっている。

　それなのに、喜びが芽生え、武尊の笑顔と優しさにドキドキしてしまう。

　彼は、自分とは住む世界が違う手の届かないような存在だと思いながらも、心は浮き足立ちそうだった。

　もともと、武尊に対して敬意の念を持っていた。

　仕事ができ、細やかな気配りもさらりとしてくれ、自身の生い立ちや立場を鼻にかけるようなこともない。

　嫌味な部分がまったくないどころか、上司としても人としても尊敬できる。

　いつしかそこに憧れも加わり、好意に近い気持ちがあるのも確かだった。

「ありがとうございます」

　けれど、その感情は恋のそれとは違う。

　そう思っているあずさは、冷静に頭を仕事モードに切り替え、自分自身を落ち着かせることができた。

「勇気が出ましたし、なんだか前向きになれる気がします」

　本音と建て前を織り交ぜれば、武尊がわずかに眉を下げた。

　気を使わせてしまっていることに気づき、慌てて明るく振る舞う。

「本当ですよ。向いてないなんて思わずに、少し頑張ってみようかなと思えました」

　彼は悩むような顔をしたあと、微笑んだあずさに向き直るようにして脚を組んだ。

「だったら……」

　ジャズが流れる店内に、真剣な声音が落ちる。

「俺と恋愛の練習をしてみない？」

　その言葉に、あずさは大きな目を丸くする。

　驚きのあまり一瞬呼吸が止まり、声すら出なかった。

　反して、武尊は長い脚を優雅に組んだまま、美しい笑みを浮かべていた。

　どんなときでも冷静さを損なわずにいる彼らしい、落ち着いた振る舞い。

　男性から声をかけられるたびに今のように戸惑ってばかりいるあずさとは対照的な、余裕のある態度に見えた。

「峰岸さん、聞いてる？」

「……はい」

　困惑と緊張で、声が震えてしまいそうだった。

　脳内ではまだ情報を処理し切れていない。

　すると、左側にいる武尊がクスッと笑った。

　その笑みには男性とは思えないほどの色香が漂い、薄暗いバーの雰囲気とよく合う。

　余裕をたっぷりと纏っている彼は、カウンターテーブルに乗せた左肘で頬杖を突き、あずさを真っ直ぐ見つめてくる。

「君ほど聡明で美しい人が誰とも恋愛しないなんて、もったいない」

　武尊の双眸には、人を惹きつける力がある。

　優しく穏やかな性格に反し、彼の目にはいつだって揺るぎのない意志がある。

　それは、今も変わらなかった。

「難しく考えなくてもいい。まずは、手近な男でリハビリしてみないか？」

　誰がどう見ても、武尊とあずさではあまりにも身分が違いすぎる。

　手近どころか、雲の上の存在だと言っても過言ではないだろう。

　頭ではそう思っているあずさだったが、なぜか拒絶の言葉が出てこない。

「プライベートでの峰岸さんは、仕事のときと違ってとても自信がなさそうに見えるが、俺は君の素敵なところを知っているつもりだ」

　飲んだばかりのカクテルが、思考を鈍らせていく。

　視界ははっきりとしているし、そこまで酔ってもいないはずなのに……。

「君はもっと自信を持っていい、とても魅力的な女性だよ」

　けれど、彼がそっと指先に触れてくると、全身の血液が沸騰するように身体が熱くなった。

　大きく跳ねた鼓動がドキドキと脈打って、繋ぎ止めていた平静を失ってしまう。

（副社長と恋人になるってこと？　でも、『練習』って言われたんだから、かりそめの関係ってことだよね？　そんなの……）

「深く考えなくていい。ただ、肩肘を張らずに大人の恋愛をしようというだけだ」

　困惑しているあずさの鼓膜に、蠱惑的な声音が届いた。

　悠然と微笑む武尊に、どうしたって抗えない予感がする。

（でも……副社長なら……）

　頭の中ではもうひとりの自分がＮＯと突きつけろ、と訴えているのに……。まるで彼の瞳に酔わされたように、あずさは気がつけば大きな手を取っていた──。




　都内にある、ラグジュアリーホテルの一室。

　足を踏み入れたばかりの室内で、あずさは身の置き場もなく立ち尽くしていた。

　キングサイズの大きなベッドがひとつと、優に四人が座れそうなソファ。最上階ではないが、窓から見える夜景は美しい。

　スイートルームでもないのに、贅沢な造り。あずさが普段泊まることがないレベルのものであることは、一見すれば充分理解できた。

　戸惑いを浮かべることしかできないあずさのもとに、武尊がやってきた。

「すぐにお風呂が沸くから、入っておいで」

「あっ……！　申し訳ございません！」

　上司にお風呂の用意をさせてしまったことに、慌てふためく。

　本来なら自分がしなくてはいけないことだと気づいた直後、彼が小さく噴き出した。

「まるで仕事中みたいだね。でも、今はプライベートで、俺たちは恋人になったんだ。そう固くなることはないよ」

　突如、現実に引き戻される。

　バーを出たのは、三十分ほど前のこと。

　そこからタクシーに乗せられてホテルに着き、慣れた様子で部屋を取った武尊に誘われてここまで来てしまったが、まだどこか現実味がない。

「あの、そのお話なんですが……」

「今さら、『やめる』なんて言わないよね？」

　笑顔なのに、有無を言わせない。そんな双眸でじっと見つめられて、あずさはたじろいだ。

　それが図星だったわけではないが、もう一度話し合おうとしていたのは否めない。

　タクシーの中では、ろくに会話もしなかった。

　運転手にホテルの名前を告げた彼の隣でどんな顔をしていたのかも、よく思い出せない。

　車内で終電を逃したことに気づいたときには、すでに武尊に言われるがままだった。

「でも、そうだな。ひとつ約束しておくよ」

　戸惑いを隠せないあずさに、彼がにっこりと微笑む。

　その表情は、仕事中にも見る優しいものと同じだった。

「君が嫌がることはなにもしない。俺に触れられたくないなら、俺はソファで寝るよ」

「え？　い、いえ……そんなこと、副社長にさせられません。私がソファで……」

「俺だって君にそんなことはさせられないよ」

「ですが……」

「酔ってても真面目だね」

　武尊はクスクスと笑ったあとで、わずかに真剣さを滲ませる。

　それは、あずさを怖がらせないギリギリのところを攻めているような、本気と冗談が混じったものに見えた。

「でも、今は恋人としてここに来てるんだ。悪いけど、俺は恋人をソファで眠らせる気はないよ」

　どう言っても、受け入れてもらえない予感がする。

　あずさがベッドを使うことになるのは、彼の顔を見れば明白だった。

　自然と眉が下がり、戸惑いを隠せない。

　必死に代替案を考えながら視線を泳がせていると、武尊が息を小さくついた。

　あずさはハッとして顔を上げたが、呆れられたに違いないという予想に反して彼は微笑んだままだった。

「なら、選択肢を作ろうか」

「選択肢、ですか？」

「ひとつ目は、君がベッドで、俺はソファで眠る。ふたつ目は、ふたりで一緒にベッドを使う」

　あずさが目を剥けば、武尊がまた小さく笑った。

　常識的に考えれば、恋人が同じベッドで眠るのは普通のことである。

　けれど、恋愛にしばらく縁がなかったあずさには、すんなりと頷けるものではなかった。

　いきなり一緒のベッドに入るなんて、大胆なことはできそうにない。

　ただ、あずさがソファを使うことは認められないだろう。

　だからといって、上司であり副社長である彼を、ソファで寝かせるわけにはいかない。

　生真面目な秘書であるあずさは、グラつく天秤を抑え込むように意を決した。

「わかりました。い、一緒に寝ましょう……！」

　清水の舞台から飛び下りるような、そんな気持ちだった。

　武尊は意表を突かれたような表情になったが、すぐに普段通りの笑みを浮かべた。

「君がそう言うなら、そうしよう。じゃあ、お風呂に入っておいで」

「いいえ、それはさすがに……。副社長が先に入ってください」

「選択肢はさっきとほとんど同じだよ？　君が先に入るか、ふたりで一緒に入るか。俺としては、後者なら大歓迎だけどね」

「っ……！」

　色気のある目を向けられて、思わず息を呑んでいた。

　からかわれていることはわかるのに、なにか言っても彼のペースになるのは目に見えている。

　あずさは気が引ける中、「お先に使わせていただきます」と頭を下げた。

　バスルームに急ぐあずさの背後で、クスリと楽しげな笑い声が聞こえた。
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（どうしよう……。もうすぐ副社長が出てきちゃう……）

　お風呂から出たあと、あずさは部屋中をグルグルと歩き回っていた。

　せっかくの広いバスルームだったというのに、湯船にゆっくり浸かることも満喫することもできなかった。

　メイクは諦めて落とし、髪も乾かしたが、それが正しかったのかもわからない。

　着替えはどうしたものかと悩んでひとまずバスローブを羽織ったものの、下着を着けていないことが不安で仕方がなく、武尊の前になかなか出られなかった。

　二着のルームウェアがベッドの上にあったことに気づいたのは、バスルームから出てきた直後のことだった。

（いっそのこと、先に寝た方が……）

　ベッドを見たあとで、自分自身に言い聞かせるように首を小さく振る。

　副社長を差し置いて先に眠るなど、真面目なあずさにはできない。

　仕方なく、ソファに腰を下ろした。

（今日……する、のかな？）

　息を吐いたところで、また別の不安が湧き上がってくる。

　恋愛が苦手なあずさにとって、セックスはもっとハードルが高いものだった。

　元カレとのそれは、いつも苦痛だった。

　前戯はたいして気持ちよくはなく、なにをどうすればいいのかわからない。当然、そんな状態で挿入しても快感を得られず、それどころか痛みを感じるばかり。

　そのうち気持ちよくなるかと思っていたが、身体が快楽を覚えることはないどころか始終苦痛のまま。

　次第に、セックスが始まると不安に苛まれるようになり、情事の前に抱く緊張感は日を追うごとに大きくなっていった。

　いつからか、どうにかスキンシップを取らずに済む方法はないか……と考えていたくらいだ。

　そんなあずさに、元カレは別れ際に例の言葉とともに『お前とのセックスもつまらなかった。下手すぎてうんざりだった』と言い放った。

　これでトラウマにならないはずがないだろう。

（仮の恋人だとしても、そういうことも当然するんだよね……。でも、副社長とも上手くできなかったら、今度こそ本気で立ち直れないかも……）

　トラウマが余計にひどくなるのではないか、と不安が膨らむ。

　そもそも、〝練習〟という名目とはいえ、付き合うことにだってまだ実感が湧いていないのに……。肉体関係についてまで考えられるほど、あずさに恋愛スキルはない。

　不安と緊張のせいで全身がガチガチに強張っていると、バスルームから武尊が出てきた。

「待っててくれたんだ」

　嬉しいよ、と微笑まれ、あずさはますます緊張でいっぱいになってしまう。彼はクスッと笑うと、「可愛い」とさらりと口にした。

「おいで。今夜は少し冷えるから早くベッドに入ろう」

　差し出された手を取っていいのか悩んで、武尊と大きな手を交互に見る。

　すると、彼があずさの手をそっと取った。

　鼓動が大きく跳ね、無意識のうちに息を呑んでしまう。緊張はさらに増し、呼吸が上手くできなくなりそうだった。

　それなのに、嫌悪感のようなものはなく、武尊の手から伝わってくる温もりに不安が和らいだ気がした。

　すぐ目の前のベッドに腰を下ろし、ふたりでゆっくりと横たわる。

　手を離した彼が、上掛けをかけてくれた。

　程よい硬さのマットレスは、とても寝心地がよかった。

　普段だったら、きっとすぐに夢の中へと誘われていただろう。けれど、今は緊張感が大きくて眠れそうにない。

　どぎまぎしながらも反対側を向くのは失礼な気がして、視線のやり場がないままに武尊と向かい合うような体勢でいた。

　ドキドキドキドキとうるさく脈打つ拍動が、聞こえていないだろうか。

　色々な感情に羞恥まで混ざって、脳内がパンクしてしまいそうだった。

「あずさ、って呼んでもいい？」

「っ……。は、はい……」

　突然名前を呼ばれたことに驚きつつも、咄嗟に首を縦に振る。彼は嬉しそうに目を細めると、左手を差し出してきた。

「あずさ、今夜は手を繋いで眠ろう」

　呼び捨てにされたことにも、その提案にも、鼓動が跳ね上がってしまう。

　ただ、やっぱり嫌という感情はなく、あずさはおずおずと右手を出した。

　まるで労わるように、その手に優しく指が搦められていく。

　握られた手は温かくて、他人の体温に触れたのが久しぶりだったせいか妙に心地よかった。

「あずさは兄弟はいるの？」

「えっと、妹がひとりいます。副社長もですよね」

「ああ。よく知ってるね」

「第二秘書ですから」

　プライベートなことはあまり話さなくとも、上司の家族構成くらいは頭に入っている。

　武尊には四歳下に妹がいて、噂によると彼とよく似ているのだとか。

　すでに結婚して子どもがおり、現在は夫の仕事の関係でカナダに住んでいるはずだ。

「じゃあ、なにかスポーツをしてた経験は？」

「中学と高校ではバドミントン部でした。大学は映画サークルに入っていたんですけど、ただ映画を観るだけで特に活発なサークルではなかったです」

「バドミントンか。そういえば、やったことがないな。テニスならあるんだけど、それもただの付き合いだし」

　武尊が、過去の記憶を手繰り寄せるように眉をわずかに寄せる。

「バドミントンって、子どもの頃とかにやりませんでしたか？」

　あずさが目をぱちくりとさせると、彼は微笑を浮かべつつ首を軽く横に振った。

「いや、うちではそういうのはなかったな。テニスやゴルフなんかは家族や友人とすることがあったけど」

「おしゃれですね」

「そう？」

　武尊は不思議そうな顔をしたが、あずさから見ればテニスやゴルフはあまり子どもには馴染みがないイメージだ。

　球技を習うなら野球やサッカー、友人と遊ぶならそれに加えてバドミントンという感じだろう。中学で部活が始まるとテニスをする子もいたが、小学生以下では少数だった。

　こういう些細なことでも、彼とは住む世界が全然違うのだと思った。

「はい。子どもがゴルフをする機会なんてそうそうないと思います。じゃあ、学生時代はテニスやゴルフをされてたんですか？」

「中高ではずっとバスケをしてたよ。父親は、俺が小学生になる頃には野球をさせたかったって言ってたけど、俺が『坊主は嫌だ』って拒否したらしい。野球少年って坊主のイメージがあったみたいだ」

（副社長なら坊主でも似合いそうだけど）

　あずさは、そんな風に思いつつもクスッと笑ってしまう。

　武尊も、優しい笑みを浮かべていた。

　最初はドキドキしていたはずなのに、少しずつ肩の力が抜けてきた。

　繋いだ手から伝わってくる彼の温もりに安心感を覚え始めているのも、たぶん気のせいではない。

　少年時代の武尊の姿を想像しながら頬を綻ばせていると、彼がおもむろに軽く半身を起こした。

　自然とその姿を追うと、端正な顔が近づいてきて……。あずさの額に、柔らかなものが落ちてきた。

　チュッと音が鳴り、肌に触れた感触がすぐさま離れていく。

「え……？」

　目を見開き、思わず与えられた温もりを確かめるように左手で額に触れてしまう。

　あずさを見つめている武尊の双眸は真剣で、微かに熱を孕んでいるようだった。

「ごめん」

　零された謝罪に身構えたが、彼の意図は別にあったらしい。

「嫌がることはしないって約束したのに、あずさが可愛くて我慢できなくなった」

　恥ずかしげもなく囁き、半身を起こしたまま右手であずさの頬に触れてくる。

　武尊のような素敵な男性にこんな風に言われて、ときめかないわけがない。

　あずさでなくても、きっと拍動は速まっただろう。

　頬が熱いのは、自分のせいか彼の体温か……。あずさにはわからなかった。

「いえ……」

　消え入りそうな声で返し、首を小さく振るだけで精一杯だった。けれど、ふたりきりの静かな部屋で伝えるには充分だ。

「嫌じゃない？」

「はい……。副社長のことは信頼してるからか、ちっとも……」

　自分でも驚くほど簡単に、答えが落ちていた。

　迷いもなくこんなことを言えてしまう理由はわからないのに、これが本心だということだけはわかる。

「じゃあ、唇にもキスをしてもいい？」

　それでも、さすがにその問いにはためらいが生まれた。

　あずさの戸惑いを見透かすように、武尊の指先が唇に触れる。

　その瞬間、理性が崩れていく音が頭の片隅で鳴った気がした。

　声にはできなかったが、小さく頷いた。たったそれだけで、彼にはあずさの気持ちが届いたようだ。

　瞼を閉じた端正な顔が、そっと近づいてくる。

　緊張と恥ずかしさで胸の奥がきゅうっと苦しくなったとき、唇がそっと重なった。

　ただ触れ合っただけなのに、言葉にできないような甘やかな感覚が込み上げてくる。

　ドキドキするのに嬉しくて、嬉しいのに緊張して……。あずさの中にある感情はグルグルと混ざり合い、喜びだけが色濃く残った。

　顔が離れた直後にぶつかり合った視線が、暗にそれを語っていたのかもしれない。

　再びキスが与えられるまでに、数秒もなかった。

　触れては離れて、また触れる。

　繰り返し重なる唇は、まるで互いの体温を分け合うように熱くなっていく。

　深くもない触れ合うだけのくちづけなのに、鼓動はどんどん高鳴っていった。

　あずさは武尊のキスを受け入れながら、うっとりとしていく。

　気づけば、縋るように彼のバスローブを掴んでいた。

　程なくして唇が離れたときには、寂しさを感じたくらいである。

「あまり無防備になられると、理性が保てなくなる……」

　眉を寄せた武尊の目に宿っている情欲を前に、恐怖よりも喜びが勝った。

「……私、こういうことにも自信がなくて……」

　だからといって、不安がまったくないわけではない。

「元カレから、その……『つまらなかった』『下手すぎる』って言われて……。だから、副社長のこともがっかりさせてしまうかと……」

　こういうとき、過去の恋人の話題を持ち出すのは褒められたことではないだろう。

　さすがにそれはわかっているが、このまますんなりと彼と身体の関係を持つ勇気はなかった。

　正直に打ち明けることに対して、あずさの中に迷いがなかったわけではない。ただ、なぜか武尊なら寄り添って受け止めてくれると思えたのだ。

「……なるほど。あずさのトラウマの原因は、元カレの別れ際の言葉だけじゃないのか」

　忌々しそうに呟いた彼が、あずさを見てふっと眉を下げる。

「気にしなくていい」

「え？」

「下手だったのは、あずさじゃなくて男の方だと思うよ。メンタルや体調的なことを除けば、セックスで女性が気持ちよくなれないのはよほど相性が悪いか男が下手だからだ」

「でも……」

「大丈夫、あずさはなにも悪くない。だから、そんな言葉はもう気にしなくていい」

　元カレをたしなめるように言ったのと同じ唇で、優しい声が向けられる。それだけで、なんだか大丈夫な気がした。

「でも、わかってるのか？」

　ところが次の瞬間、武尊の双眸にわずかな厳しさが宿る。

「ああいう言い方をするってことは、『抱かれてもいい』と言ってるようなものだ、と。その気がないなら、この状況であんな風に言うものじゃない」

　彼の言動があずさのためであることは、すぐにわかった。

　あずさは戸惑い、少しの間押し黙ってしまう。

　ここで頷けばどうなるのか……。それが理解できないほど、鈍いわけではない。

「副社長なら、嫌じゃないです……」

　それでも、あずさの中には拒否感はなかった。

　武尊が目を小さく見開き、一拍置いて眉を下げて微笑む。困り顔に浮かべられた笑みは、なんとも艶麗だった。

「そうか。だったら……」

　骨ばった手があずさの手から離れ、頬にそっと置かれる。

　優しく撫でられた手つきとは裏腹に、視線には熱がこもっていた。

「精一杯優しくするから、君のすべてに触れさせてくれ」

　低い声音があずさの鼓膜をくすぐり、鼓動が高鳴る。

　あずさが知る中で、最も極上の男性。

　そんな武尊に真っ直ぐ求められていることに、胸の奥が震えた。

　まだ少しだけ怖い。不安は大きなままで、自信だってない。

　けれど、彼のことは信頼できる。

　これまでに培ってきた関係性がそうさせるのか、それともグッと距離が縮まった今夜の空気感のせいか。

　答えはわからなかったが、戸惑いながらも小さく頷いてみせた。

　緊張の面持ちでいるあずさに、武尊が柔らかな笑みを浮かべる。

「俺は君を傷つけたくないから、君が嫌だと思ったら絶対にやめる。だから、怖がらずに俺のことを見ていて」

　その言葉には、説得力があった。日頃の彼の態度を見ていれば、誠実な人だというのはよくわかるから。

「はい……」

　不安が小さくなったあずさの表情が、自然と和らぐ。

　緊張感は消えなかったが、さきほどまでとは気持ちが全然違っていた。

　武尊が相槌を打つように頷き、頬に置いていた手がそっと頭に移動する。

　ふわりと撫でられて、気恥ずかしくなった。

　視線が絡んだままなのも、やっぱり恥ずかしい。

　しかし、あずさは彼の言葉を守るように、目を逸らさないでいようと意識していた。

　ふっと、武尊が瞳を緩める。

　仕事中に見せる優しい表情とはどこか違うそれは、まるで愛おしいと言われているように思えて……。あずさはドキドキと高鳴る拍動を諫めるように、勘違いしてはいけないと自分自身に言い聞かせる。

　直後、彼の顔が近づいてきて、唇がそっと重なった。

　触れるだけの、キス。

　紳士的で優しい武尊らしく、こんなことにまで気遣いが感じられる。

　きっと、あずさに不安を抱かせないためだろう。なんて考えていたせいで、瞼を閉じるのを忘れてしまっていた。

「次は目を閉じようか」

　彼にクスッと笑われて、頬がかあっと熱くなる。恋愛初心者のような振る舞いをしてしまったことに、羞恥心が大きくなった。

「っ、すみません……」

「謝らなくていいよ。別に悪いことをしてるわけじゃないんだ。ただ、目を開けたままでいられると、さすがにちょっと恥ずかしいからね」

　冗談めかしたような言い方に、あずさから小さな笑みが漏れる。

　武尊の眼差しは優しくて、それもまた心を解してくれる。

　再び唇が重なったのは、数秒後のこと。

　触れるだけのくちづけが数回繰り返され、次いでやんわりと食まれる。

　上唇を啄み、下唇も同じようにされて、甘いリップ音が響いていた。

　子犬が戯れるようなキスなのに、身体に小さな熱が灯っていく。下腹部もじんわりと熱くなって、疼きのような感覚が芽生えた。

　彼とキスをするのは初めてなのに、まるでなにかがぴったりと重なるような心地よさがある。

　うっとりとした気持ちでいると、不意に唇の隙間から舌が差し込まれた。

「んっ……」

　触れ合った舌先をそっと撫でた熱い塊が、あずさの口内をゆっくりと巡っていく。

　上顎や頬の裏を優しくたどり、また戻ってきては舌を擦られる。

　ちゅく、クチュッ……と艶めかしい水音が鳴って、口内とともに鼓膜まで侵されていった。

　顔を離した武尊が、ふわりと瞳を緩める。真っ直ぐな双眸には確かな劣情もあるのに、あずさを怖がらせまいとしているのが伝わってくる。

　その思いやりに、改めて彼は信頼の置ける人だと感じた。

「んっ……」

　武尊の顔が、今度は首筋に埋められる。白い肌にチュッとくちづけられて、微かな吐息が漏れた。

　首に何度かキスが落とされたあと、唇が徐々に下りていく。

　肌をたどられるのはくすぐったさもあるのに、背筋がわずかに粟立つような感覚にも包まれた。

　程なくして、バスローブの紐が解かれる。合間に鎖骨にくちづけられ、そのまま舌が這わされた。

　ひとつひとつの行為は丁寧なのに、室内を包む空気はすでに淫靡なものになっている。

　バスローブを左右にはだけられて剥がれると、男性にしては綺麗な指先があずさの華奢な肩をツツッ……とたどった。

「っ……」

「あずさは敏感だね」

「え？」

　眉を下げた彼が、困ったような面持ちのままクスッと笑う。その目は、どこか喜々としていた。

「アッ……」

　どぎまぎしていると、大きな手に豊満な双丘をやんわりと揉まれた。いきなり直接触れられたからなのか、あずさの身体は敏感に跳ねた。

「こんなところにほくろがある。すごくセクシーだね」

　あずさの左胸の谷間の傍には、小さなほくろがある。

　あずさはあまり好きではなかったが、武尊が褒め言葉として言ったのだと察すると、悪いものではない気がしてきた。

　なんて考えていると、骨ばった手が再びボリュームのある胸を揉みしだき始める。

　下から持ち上げ、手を回すようにゆったりと撫でて。白く柔らかな乳房の感触を楽しむがごとく、その形を変えて弄ぶ。

　そうして彼が手を動かすたび、あずさの唇からは甘くなった声が漏れる。

「あんっ！」

　人差し指で小さな粒をカリッと擦られた瞬間、ひときわ甲高い声が飛び出した。

「ここ、もう硬くなってる」

　目を細めた武尊が、あずさの肩からバスローブを抜き取ってしまった。

　一糸纏わぬ姿になったことに、羞恥が一気に増幅する。

「君は、スーツの下に随分と綺麗な身体を隠してたんだな」

「っ……あの、あんまり見ないでください……」

　思わず胸を両手で隠せば、彼の目が緩やかな弧を描く。

「どうして？　こんなに色っぽいのに」

「そんなこと……」

　目を伏せたあずさの頬が、真っ赤になる。

「綺麗だよ。だから、もっと見せて」

　けれど、甘い声音で囁かれてしまうと、あずさの手首を掴んだ武尊の手に抵抗を見せることなく上半身をさらした。

　彼が目を細め、うっとりとしたように微笑む。

　程なくして骨ばった手が伸ばされ、再び胸への愛撫が繰り出された。

「あっ、ぁ……んっ」

　無防備な双丘をやんわりと揉まれ、手のひらが突起をかすめる。

　それを繰り返されるうちに、主張し始めていた先端がさらに硬くなっていった。

　慎ましい桜色だったそこは、まるで紅梅のように色づいている。ツンと尖った姿は、いじらしさを感じさせた。

　淡い快感に包まれていく中、ふたつの小さな果実がキュッと摘ままれる。

　そのまま指の腹ですり潰すように擦られ、クリクリといじくられて。かと思えば、軽く引っ張られたり、爪の先で優しく引っかかれたりと、様々な刺激が送り込まれた。

　じんじんと身体に響くような痺れが芽生え、快楽が大きくなる。

　直後、武尊の顔が胸元に埋められ、右側の花粒が口内に呑み込まれた。

「ふぁっ、あぁっ……」

　チュッと音を立てて吸いつかれ、チュパッと吸い上げられる。何度も繰り返しながらも舌先で突起全体をねぶられ、背筋がゾクゾクと粟立った。

　もう片方は丹念に指で愛でられ、ふたつの先端が熱くなっていく。

　これ以上ないほどに硬く勃ち上がったそこは、さらに赤く色づいていた。

　喜悦に翻弄されていたあずさは、不意に武尊の右手が肌を下り始めたことに気づく。

　大きな手がくびれたウエストラインを撫で、ゆったりとした仕草で下腹部をたどって、太ももに行きついた。

　そのまま内ももに触れられ、思わず脚を閉じてしまう。

　ところが、彼はあずさの両脚をグイッと広げると、秘部に指を置いた。

「ぁっ……」

　ツーッと下から上に動かされた指先に合わせ、クチュッ……と小さな音が鳴る。

　淫靡な水音を、ふたりとも聞き逃さなかった。

「濡れてるね。ちゃんと欲情してくれて嬉しいよ」

　目を細める武尊の言葉で、あずさは自身を包んでいるすべての感覚が〝欲情〟だと知る。

　身体がゾクゾクと粟立つのも、どこかに小さな恐怖心があるのに心の片隅ではまだ先を求めてしまうのも。

　彼に触れられる場所を気持ちいいと感じていたのも、そして子宮のあたりがじんじんと疼くような感覚に包まれているのも……。

　あずさ自身が欲情しているからだ、と気づかされる。

（でも、こんなの初めてで……）

　あずさにとって、セックスは苦痛なものだった。

　相手に合わせて始まり、されるがまま進んでいき、気持ちいいのかわからないうちに挿入される。

　そんな身勝手な行為しか知らなかったからこそ、武尊の丁寧で労わるような触れ方に戸惑いもあった。

　けれど、彼の手によって、あずさは初めて快感らしい快感を覚えたのだ。

　必死にこの状況を理解したあずさは、それでも羞恥には抗えずに両脚を閉じるようにして身体ごと横を向く。

　わずかばかりのあずさの抵抗に、武尊がふっと笑った。

「すごく綺麗だ。こんなに綺麗な身体なのに、そうやって初心な反応を見せるなんてずるいな」

　溺れそうだ、と聞こえた気がする。

「やっ……んっ」

　ところが、一拍早く秘所を撫でた指先によって甲高い声が飛び出し、彼の言葉は上手く聞き取れなかった。

　長い指が蜜口の雫を掬い、襞に塗りつけるようにしていく。

　節くれだった指は狭い範囲で上下していたが、やがて柔毛の中に隠れた小さな花芽を探り当てた。

「ああっ……！」

　これまでの刺激の中で、最も鋭利で苛烈。

　反射的に大きく反った背中がベッドに戻ると、すぐさま指の腹でそこを擦られた。

　艶めかしい音とともに、蜜が垂れていく。

　コロコロと転がすように撫で、ときに下から持ち上げるようにして。全体を回すようにしながら捏ね、丹念に愛撫されている。

　赤い真珠のような姫粒をじっくりいじられるうちに、丸みを帯びたお尻の下まで雫で濡れていた。

「ふっ……。あっ、あぁっ」

「こっちもすごく硬くなったよ」

　じんじんと痛いほどに痺れている花芽から、今にもなにかが弾けそうだった。

「やっ……！　ダメです……ッ、怖い……！」

「大丈夫だよ。ただイくだけだから、なにも怖くない」

　右手は蜜粒を可愛がったまま、左手があずさの手を掴む。

　優しい感覚に縋るようにぎゅうっと握り返せば、彼がふっと唇の端を持ち上げた。

　同時に、ツンと尖り切った粒を押し潰される。

「ひっ……？　ああぁぁぁっ──！」

　パンパンに腫れていたそこから痺れと愉悦が駆け抜け、まるで脳天まで突き抜けるような感覚に包まれた。

　喉が仰け反り、息を詰める。

　全身がビクビクと震えたあとで、徐々に強張りが解けていった。

　肩で息をするあずさに、武尊が満足げな笑みを浮かべている。

「上手にイけたね。色っぽくて素敵だった」

　歯の浮くようなセリフなのに、甘やかすように囁かれて胸の奥が高鳴る。

　髪を撫でながらチュッと唇にキスが落とされると、まだ落ち着かない鼓動がさらにドキドキと速まった。

（今のがイくって感覚なんだ……）

　初めて味わった絶頂は、まるで自分の身体ではないような感覚だった。

　全身が痺れ、脳の奥まで白くなって、身体が勝手に震える。怖いのにとても気持ちよくて、今もまだ下腹部の奥がじくじくと疼いていた。

「これまでイったことがないなんて信じられないな。むしろ、身体は敏感だし、もっと気持ちよくなれると思うよ」

「え……？」

　その言葉に、あずさは戸惑った。

　元カレとの行為では、絶頂感を知るどころか痛みばかり。快感すらも、よくわからなかった。

　しかし、今はどうだろう。

　呆気ないほど簡単に昇りつめ、秘所は見なくてもわかるほどグズグズに濡れている感覚がある。

　それはそれで、はしたないと思われないだろうか。

　唐突にそんな不安が芽生え、あずさは武尊から視線を逸らした。

「すごく可愛かったから、もっと見たい」

　ところが、彼の口調は喜々としていて、あずさの膝裏を掬うようにして抱えた。

「きゃあっ！」

　驚きと動揺で思わず声を上げた直後、あろうことか武尊の顔が下肢に埋められた。

「やぁっ！　ダメです……！」

　信じられない場所に、美麗な顔がある。

　その光景を目の当たりにして咄嗟に止めようと手を伸ばしたが、一瞬早く彼が舌を伸ばした。

「あぁっ……あっ、んぁっ」

　ねっとりと舐め上げられ、指とは比べ物にならないほどの快感が走り抜ける。強すぎる刺激に、あずさの身体は無意識に逃げるように身を捩った。

「そんなとこ、汚っ……」

「大丈夫。ちっとも汚くないし、ボディソープのいい匂いがするよ」

　低い声音が、あらぬところから聞こえてくる。

　武尊が話すときに触れた吐息にすら、あずさは唇を震わせた。

　逃げたいのに、彼の腕がそれを許してはくれない。

　太ももを押さえるように両脚を広げられ、熱い舌で丁寧に秘部が舐められていく。

　蜜口から蜜粒へ、そして指で広げて包皮を剥きながら舌先で押し潰すようにされる。強烈な快楽が波紋のように広がって、細い腰が大きく浮いた。

「あんっ、あぁっ……もっ、また……」

　さきほど知ったばかりの愉悦の果てが見えてくる。

　それはあっという間に近づいてくると、あずさの意思を置き去りにして身体を押し上げた。

「ぅぁっ……あああぁっ！」

　ビクンッ、ビクンッ……と、全身が跳ねる。

　喜悦にのたうつ身体は、まるで躍っているようでもあった。

　そのさなか、秘孔になにかが触れる。まさかと思ったときには、隘路に節くれだった二本の指が侵入してきた。

「あっ、ぅ……」

　久しぶりの圧迫感。

　トラウマを思い出させる苦しさに、反射的に息を詰めてしまう。

　けれど、溢れ出てくる蜜のおかげで痛みはない。

　武尊はあずさの反応を観察しながら、ゆっくりと指を動かし始めた。

　狭い蜜路を解すように、襞を撫でる。最初は軽く前後に動かし、少しずつ奥へと進んでいった。

「……ナカがこれだけ狭いってことは、そもそもあまり経験がない？」

　問いかけられて視線を下げると、真っ直ぐな双眸とぶつかる。

　あけすけな質問に答えあぐねたあずさに、彼がクスリと笑った。

「言ってくれないなら、言いたくなるまでここを舐めようか」

「えっ？　……ッ！　ふあっ、あぁんっ！」

　蜜壁を擦られながら、再び伸ばされた舌で花芯まで舐め上げられる。

　剥き出しのそこに鋭い電流のような刺激が走り、あずさは首を横に振りながら背中を反らせた。

「やぁっ！　一緒は、ダメ……ッ」

　無意識に伸ばした手が、武尊の髪に触れる。

　頭を押し返すようにしたつもりだったが、あずさの手は彼の頭を掴んだだけだった。

「どうして？　ここ、気持ちいいだろ？　真っ赤に腫れて、もっと舐めてほしそうだよ」

　そんなはずはないと言わんばかりに、かぶりを振る。

　しかし、あずさの唇から零れるのは嬌声ばかりで、さきほどからひとつも質問に答えられていなかった。

　武尊は、襞を伸ばすように擦ったまま、また蜜芯を舌でねぶる。

　曲げた指に下腹部の裏側を引っかかれた瞬間、あまりにも熾烈な刺激に息が一瞬止まった。

　あずさは咄嗟に口を開き、仰け反った喉から声を絞り出す。

「やめっ……！　ない、ですっ……！　全然、シてなっ……」

「そう。じゃあ、もっとイかせてあげないといけないね。俺のものを挿れたときに痛みを感じさせたくない」

　その返答に、あずさが瞠目する。

　彼は微笑むと、有言実行するがごとく淫芽にくちづけた。

　次の瞬間には舌先でくすぐり、そっと押し上げられて。くるりとかたどるように舐めては、やんわりと食まれる。

　極めつきにちゅうぅっ……と吸いつかれると、あずさの身体はガクガクと震えた。

「ああぁぁぁっ！」

　二本の指をきつく食い締めながら果てた身体が、ベッドの上で跳ねる。

　固定されていた両脚でもがくように宙を蹴り、程なくして全身が弛緩した。

　甘苦しい感覚に絶えず襲われて、白い肌には汗が浮いている。呼吸は乱れたままで、しばらくは整いそうにない。

　瞼を閉じていると、そこに温もりが触れた。

　それが武尊の唇だと気づいたのはすぐのことで、顔中に優しいキスの雨が降ってくる。

　心地よい感覚にうっとりとした気持ちでいると、あずさの身体から重みと体温が遠のいた。

　目を開けたあずさに、彼が微笑みかけてくる。

「これ以上はやめておこう」

「え……？」

「ああ、勘違いしないで。俺の愛撫で感じてるあずさはとても魅力的だったし、イくときだって可愛くて綺麗だった」

　あけすけな言葉に、頬がかあっと熱くなる。

　ただ、羞恥に包まれていく中でも、武尊に幻滅されていないことは伝わってきて安堵もしていた。

　もし彼にまで『つまらない女』だと思われてしまったら、あずさは今度こそもう立ち直れなかったかもしれない。

「でも、そのせいで少し無茶をさせてしまったからね。今夜はこのまま眠ろう。その代わり、今度は俺を受け入れてくれると嬉しい」

　武尊の行動が、気遣いから来るものだとわかる。

　だからこそ、あずさはすぐに口を開いていた。

「でも……男性は途中でやめるのはつらいって聞いたことがあります。あの……私なら大丈夫ですから……最後までしてください」

　彼が瞠目し、沈黙が降りる。

　あずさにとって、武尊は副社長で、直属の上司である。自分は秘書という立場であり、仕事中は常に彼の業務が滞らないことを考えて動いている。

　そういった理由が関係していないとは言えないだろう。

　けれど、今、あずさの気持ちを突き動かしたのは、今夜の武尊の言動だった。

　立て続けに達するほどの激しい愛撫とは裏腹に、彼は一度もあずさを不安にさせなかった。

　そういった安心感があるから、優しい武尊となら最後までしてもいいと思えたのだ。

「君は誘惑上手だね」

　面食らっていたようだった彼が、ふっと瞳を緩める。

「いいの？　そんなことを言われたら、本当にやめてあげられないよ？」

　熱と劣情がこもった眼差しを受け止め、あずさが緊張した面持ちで小さく頷く。

「はい……。副社長なら、私……」

　あずさが答えると、武尊は即座にバスローブを脱ぎ捨てた。

　軽く隆起した胸筋に、美しく割れた腹筋。腹斜筋や臍の形まで綺麗で、その辺のイケメン俳優なんて目ではないと思わされる。

　そんな身体の中心では、欲をあらわにした男性の象徴がそそり勃っていた。

「っ……」

　あずさが思わず目を逸らせば、クスッと笑われてしまう。楽しげな声に聞こえたが、彼の顔を見る勇気はなかった。

　その間にも、武尊は準備を進めている。

　小さな物音から、避妊具をつけているらしいことがなんとなくわかった。

「あずさ」

「は、はい……」

　ようやく視線を戻せば、彼が身体を倒してくる。

「少しでも痛みを感じたら、ちゃんと教えて。俺に気を使って無理はしないでほしい」

　あずさにしてみれば、少しくらいの痛みは受け入れるつもりだった。

　ただ、それが武尊の本意ではないことだと気づき、ひとまずこくりと頷いた。

　大きな手が、あずさの両脚を優しく広げる。彼はあずさと視線を合わせたまま柔らかい笑みを浮かべると、秘所に雄幹の先端を押し当てた。

　軽く腰を揺らされ、クチュッと水音が響く。重なるふたりの身体の間で、蜜がとろとろと零れていった。

「んっ、ぁっ……アッ」

　硬く逞しい欲望で秘部全体を撫でられ、そのたびに秘芯も擦られる。

　そこで達することを覚えたあずさの身体は、再び与えられた快感に打ち震えていた。

「挿れるよ」

　熱を帯びた瞳の中に、肉食獣の鋭さが混じる。いつもは優しい双眸を向けられてばかりだったあずさの胸が、トクンと大きく高鳴った。

　蜜口をグッと押し広げるようにして、熱杭が侵入してくる。

　見た目以上の質量を感じ、あずさは思わず唇を噛みしめた。

「クッ……！　あずさ、息は止めないでくれ」

　頬に手が添えられ、唇に優しいくちづけが落ちてくる。そのまま舌が口内に入ってきて、あずさの舌が捕らえられた。

「ふぁっ……んっ、あんっ」

　ゆるゆると腰を揺らされ、唇の隙間から艶めかしい声が漏れる。

　狭い淫洞は無意識に怒張を押し返そうとするが、武尊がグッと腰を突き出すようにした。

「ああっ……！」

　ズンッ……と重い衝撃を与えられ、全身にじんじんとした感覚が走り抜ける。

　縋る場所が欲しくて咄嗟に両手を伸ばし、男性らしい首元にしがみついた。

　指先まで痺れが届いたあずさの身体は、小さく震えている。

「全部挿入ったけど……きついな」

　誰に言うでもなく、武尊が熱っぽい声音で呟く。彼は気持ちいいのか、眉根を寄せて息を細く吐き出した。

　反して、あずさはもういっぱいいっぱいだった。

　痛みも、不快感も、まったくない。

　不安だって、もうほとんど残っていない。

　ただ、想像以上の圧迫感のせいで、心にも身体にも余裕がなかった。

「副社長……」

「武尊だ」

「え……？」

「名前で呼んで」

　不思議そうに小首を傾げたあずさに、甘い囁きが落とされる。

（でも……この人は副社長で……）

　迷ったのは、わずかな時間。

　真っ直ぐ向けられている眼差しに見える優しさと熱が、生真面目なあずさの思考を溶かしてしまった。

「武尊さん……」

　名前を呼んだ瞬間、武尊が甘やかな笑みを零した。

「ああ」

　きゅうぅっ……と、胸の奥が戦慄く。

　少しだけ切なく、それでいて甘く、翻弄されてばかりのあずさの鼓動がより大きくなった。

　しばらくの間、彼は動かずにいてくれた。あずさの長い髪を撫で、顔中に優しくくちづけ、唇を食むようなキスを繰り返していた。

「そろそろ動くよ」

　淫靡な行為に似合わない穏やかな時間だったが、不意にさきほどよりも眉根を寄せていた武尊が腰を引いた。

「んぁっ」

　楔が抜けそうになった直後、再び奥まで挿入される。

　決して激しくはなく、むしろ労られていると感じるのに、襞を引っかかれる感覚の鋭さに息を呑んだ。

　彼はゆっくりと律動を繰り出し、蜜壁を捏ねていく。

　前後だけではなく腰を回して、かと思えば体重を乗せるように奥を優しく突いて。充溢した剛直で、隘路を余すことなく隅々まで擦り上げた。

「あっ、ァッ……あぁっ、あんっ、ぁ……」

　緩やかでありながら、あずさの蜜窟を暴こうとする。丹念に穿たれているうちに、姫襞は次第に武尊を受け入れていった。

　これが愉悦かと問われれば、まだ少しなにかが足りない……と思う。

　それでも、今までは痛みと苦痛しかなかったあずさにとって、そういったものを感じない現状に信じられない気持ちもあった。

「あぁっ……副、社長っ……！」

「武尊、だ」

　わずかに苦しそうな声が耳元で響き、耳朶を舐められる。

「ふぁっ！　あぁっ……たけるさっ……！」

　あずさの背筋がゾクゾクと粟立ち、視界が滲んだ。

　もどかしさに包まれているあずさが、助けを求めるように両手に力を込める。甘え縋るような仕草に、彼が息を短く吐き捨てた。

「あずさ……ナカでイった経験は？」

　甘苦しい感覚をどこにも逃がせず、あずさがイヤイヤをするように首を横に振る。

　恐らく、武尊はあずさの答えをわかっていた。

「じゃあ、あずさはこっちで……ね？」

「あんっ！」

　突然伸ばされた手が、蜜に濡れた柔毛の中から突起を探り当てる。ずっとパンパンに膨らんだままの姫粒から、瞬く間に喜悦が広がった。

「あぁっ、ダメ……ダメです……ッ！　やあぁっ」

「ん、気持ちいいね？　ほら、すぐにイかせてあげるから、俺に身体を委ねて」

　身体と一緒に揺らめく視界は、ぼやけたまま。そのせいか、彼の声がやけに遠くから聞こえてくる。

　さらには唇を奪われて、ますます快感を逃せる場所がなくなった。

　結合部とともに汗に塗れた肌が擦れ合い、どちらのものかわからない体液が互いの肌を濡らしては伝う。

　あずさが感じていたもどかしさはすべて愉悦に代わり、身体は一目散に高みへと駆け上がっていった。

「ああ……可愛い……。君は本当に、可愛すぎる……っ」

　意識が遠のいていく中で囁かれた言葉が、あずさの鼓膜に響く。

「あぁっ、ッ……ああぁぁぁぁっ──！」

　けれど、それを理解するよりも先に花芯を押し潰され、最奥を抉るように穿たれた直後、強烈な法悦があずさの体内で弾けた。

「ふっ……ぁんっ」

　姫筒がぎゅうぅっ……とすぼまり、熱杭を食い締める。

「ッ……クッ──」

　刹那、歯噛みした武尊が大きく胴震いした。

　ビュッ、ビュッ……と勢いよく迸った精が、薄膜を叩く。

　最後の一滴まで搾り取られると、彼は息を深くついた。

「こんなに相性がいいと怖いな」

　もう瞼を開ける気力すらなかったあずさの耳に、困ったような声音が届く。

　あずさはその意味を噛み砕くことはないままに、ゆっくりと意識を手放した。







三








　温もりと心地よさに包まれているような、穏やかな朝。

　まだ眠気を感じながらも瞼を開けたあずさは、直後に視界に映った光景に瞠目した。

「おはよう、あずさ」

　自社の副社長で、直属の上司。

　自分の部屋にいるはずのない武尊がいることに、まだ覚醒し切っていなかった思考が停止する。

「え……？　どう、して……」

「寝惚けてる？　可愛い」

　そう言うなり、彼の唇が額に触れる。当たり前のように唇にもキスをされたところで、あずさはようやく昨夜のことを思い出した。

「っ……！」

　声にならない声を上げれば、武尊がクスッと笑う。

「思い出した？」

「は、はい……。あの……申し訳ございません」

「どうして謝るの？」

「それは、えっと……副社長と、その……」

「あずさが謝る必要はない。でも、きちんと話しておくべきことはたくさんあるね」

　彼は微笑みながら身体を起こし、あずさの髪を耳にかけた。

「まずはシャワーを浴びておいで。その間にルームサービスでなにか頼んでおくから、朝食を済ませてからゆっくり話そう」

「え？　で、でも……」

「人間、お腹が空いてたり疲れたりしてるときは、だいたいろくなことを考えない。それに、俺は朝方にシャワーを浴びたけど、あずさの身体は軽く拭いただけだからね。すっきりしてくるといいよ」

　武尊の言葉で、あずさの顔がかあっと赤くなる。

　そういえば、昨夜の最後の記憶がない。

　ベッドに置かれてあったルームウェアを着ているが、自分で着た覚えはなく、必然的に彼が着せてくれた……ということになるだろう。

　そして、武尊の話から察するに、昨夜はあずさが気を失ったあとで彼が世話をしてくれたに違いない。

（待って……！　じゃあ、副社長に身体を拭いてもらって、ルームウェアまで着せてもらったの？　ということは、隅々まで見られて……いや、それよりも副社長になんてことをさせてしまったの……！）

「もっ……申し訳──」

　言い終わる前に、キスで唇が塞がれる。そのまま武尊の舌が侵入してきて、まるでたしなめるようにあずさの舌を軽く吸い上げた。

「ッ、んんっ……！」

　くぐもった声が漏れ、背筋が粟立つ。

　あずさの身体が昨夜の余韻を思い出しかけたところで、唇がゆっくりと解放された。

「さっきも言ったけど、あずさが謝ることはないよ。君としては早く話がしたいかもしれないけど、少し落ち着く時間があった方がいいだろ？　ほら、入っておいで」

　あずさは、優しい笑みを浮かべた彼に手を引かれてバスルームに連れて行かれる。

　「またあとで」と言い置いてあずさの頬にくちづけた武尊がサニタリーから出たあと、戸惑いを残したままバスローブを脱いだ。

　シャワーと言われていたが、広い浴槽には湯が張られていた。

　彼を待たせるわけにはいかないと思う反面、バラの香りが漂う乳白色の湯船の誘惑には抗えずに肩まで浸かった。

　適温の湯に包まれた身体から、ほんの少しばかり力が抜ける。

　どうやら、自分で思っていたよりもずっと緊張していたようだ。

　大きな窓の向こうには、昨夜はゆっくり堪能する暇がなかった夜景の代わりに、朝日を浴びた都内の景色が広がっていた。

「綺麗……」

　清々しい色の青空、ゆったりと流れる白い雲、優しい陽光。

　あんなにも激しい夜を過ごしたあとだは思えないほどの穏やかな朝の光景に、思わず頬を綻ばせてしまう。

（でも、どうしよう……）

　お風呂に入ったことで、ようやく思考がまともに働き始めた。

　相手は、副社長。さらには、職場で毎日必ず顔を合わせる直属の上司。

　そんな人と身体の関係を持ってしまったなんて、真面目なあずさにとっては一大事である。

　愛花に話せば『いい大人がなに言ってるの』と笑われそうだが、あずさの人生において初めての出来事に困惑せざるを得なかった。

（まずは、やっぱりもう一度謝って……月曜にはちゃんと今まで通りにできるようにしなきゃ。きっと、副社長ならこういうときの対応もさりげないだろうし……）

　頭の中を整理していく中、あずさの胸の奥がチクリと痛む。

　武尊のことは心から尊敬し、憧れていた。

　その感情は、副社長や上司、人として……というよりも、ひとりの男性に対するものでもあったことも否定はできない。

　あずさの真面目すぎる性格ゆえに今まではきちんと自覚できずにいたが、身体を重ねてしまったことによって自分の中にあった感情の真意に気づかされてしまった。

　しかし、それに気づいたところで、あずさにはどうしようもない。彼の立場を考えれば、いずれ相応の女性と結婚するだろう……と思っているからである。

　現に、あずさが知る限りでも、見合い話は少なくはなかった。

　武尊自身にその気がないのか、彼が受けたことはないが、きっとタイミングや相手次第で状況は変わるだろう。

　優しい武尊のことだ。

　あずさの気持ちを知ってしまえば、間違いなく昨夜の件で罪悪感を抱くに違いない。

　けれど、あずさは彼のせいにする気はなかった。

　かりそめの恋人……と言えばいいのか、正式に付き合っていない相手と寝たのは初めてだったが、決して無理強いされたわけでもただ流されたわけでもないからである。

　つまり、武尊の前ではこの感情を隠し通さなければいけない。

（できるかな。……ううん、やらなきゃ。私は、これからも副社長のもとで働きたいんだもの）

　あずさは自分自身に言い聞かせるように大きく頷き、湯船から出て頭から熱いシャワーを浴びた。

　身体を伝っていく湯のように彼への感情も流れてくれればいいのに……なんて思いながら。

　もちろん、そんなに簡単なことではないとわかっているのだけれど。




　あずさが新しいバスローブを羽織って部屋に戻ると、テーブルの上にはご馳走が並んでいた。

　香ばしい匂いのクロワッサン、卵液が染み込んだフレンチトースト。サラダとフルーツはどちらも彩り豊かで、コーンポタージュまである。

　その傍らには、コーヒーと紅茶が用意されていた。

「なにがいいかわからなかったら適当に頼んだけど、食べられそうなものはある？」

「はい。全部大好きです」

「それならよかった。他に欲しいものがあれば、遠慮なく言って」

「もう充分です。ありがとうございます」

　武尊が安堵交じりに微笑み、椅子を引いてくれる。

　以前からこういうことは何度もあったが、こうした紳士然たる態度に今日はやけにドキドキした。

「コーヒーと紅茶、どっちがいい？」

「あっ、私が……」

「いいから。今はプライベートだし、あずさは座ってて」

　お礼を言い、コーヒーを選ぶ。

　彼はミルクと砂糖の量まで確認し、コーヒーカップに淹れてくれた。

　副社長と朝を迎え、向かい合って朝食を摂っていること。

　昨夜からずっと、名前を呼ばれていること。

　まるで、恋人のように扱われていること。

　どれもあずさの心を戸惑わせるのに、その奥には喜色もある。

　油断すれば武尊にもっと惹かれてしまいそうで、あずさは必死に仕事モードになれるように思考を切り替えようとしていた。

　一方、彼は他愛のない話を振ってくれる。

　あずさの好物や休日の過ごし方、今日の予定。

　質問に答えていくあずさは、平静を装っているつもりだが、武尊に微笑みかけられるだけで胸を高鳴らせてしまう。

　心はずっと落ち着かず、おいしいはずの朝食の味もよくわからなかった。

「ここは紅茶もおすすめなんだ」

　食後、そんなことを口にした彼は、ティーポットから紅茶を注いでくれた。アールグレイの香りが鼻先をくすぐり、一口飲んでみると風味も味もこれまで飲んだものとは別格だと感じる。

「おいしい……。こんなにおいしい紅茶、初めていただきました」

「じゃあ、あとで茶葉を包んでもらおう」

「え？　い、いえ……そんなつもりで言ったわけでは……」

「わかってるよ。俺があずさに喜んでもらいたいだけなんだ」

　弧を描く瞳の甘さに、また鼓動が速まる。冷静でいたいのに、彼と一緒にいると普段通りではいられなかった。

「そろそろ本題に入ろうか」

　武尊も紅茶を一口飲んだところで、そんな風に切り出された。

　笑顔ではあるが、どこか神妙さも孕んでいる。そのことに気づくと、今度はさきほどとは違う意味で心臓が跳ねた。

「俺はね、自分のことを有言実行の人間だと思ってたんだ」

　ところが、続いて紡がれた言葉を噛み砕けず、あずさは小首を傾げてしまう。

　そんなあずさを見て、彼がどこか自嘲交じりの笑みを零した。

「でも、どうやら好きな女性の前ではただの男でしかなかったらしい。嫌がることはなにもしないと約束したのに」

「え……？」

　昨夜からずっと上手く働いていない思考でも、それがどういう意味かくらいはわかる。

　ただ、にわかには信じられなくて、あずさの目が真ん丸になった。

「えっと……」

「うん、はっきり言うよ」

　武尊が立ち上がり、あずさの傍にやってくる。

　あずさも思わず席を立つと、彼に手をそっと握られた。

「俺は、ずっと君のことが好きだった」

「嘘……」

　武尊が嘘をつくような人間ではないことは、あずさもよく知っている。

　上司としても人としても信頼しているし、誠実な男性なのだ。

　仕事上の駆け引きはしても、いたずらに嘘をついたり人を傷つけたりするような人ではない。

　だからこそ、冗談や気まぐれな言葉とは思えなかった。

「正直、この気持ちを自分から言うつもりはなかった」

　けれど、彼のような素敵な人が自分を想ってくれていたなんて、どうしても信じられなかった。

「上司である俺があずさに告白すれば、君にその気がなくても断れないかもしれないし、断れたとしても肩身が狭い思いをさせるはずだ。君は真面目だからこそ、きっとどうしたって悩ませてしまうだろう」

　少し緊張しているようでいて覚悟を決めた眼差しは、仕事中によく見る顔とは違う。

　あずさが知る限り、副社長としての武尊はいつも怜悧で、不安などの心の乱れは表情に出さない。淡々と静かで、どんなときでも冷静なイメージだ。

　しかし、今は瞳や表情から彼の感情が伝わってくる。

「だから、自分の気持ちは言わずに、あずさが俺を好きになってくれれば……なんて思ってた」

「っ……」

　反して、まだどこか現実味がなく、信じ切れなかった。

「でも、こうなってしまった以上、変な誤解を生みたくはない」

　武尊自身のことは信頼している。

　それなのに、あずさはこの状況を素直に受け止めることができずにいた。

「昨日はあずさが悩んでるところに付け込むような真似をしてしまったが、ただの気まぐれやその場のノリで君を抱いたつもりはない」

　彼はあずさを真っ直ぐ見つめ、真摯に話してくれているというのに……。

「結局、あずさを困らせてしまうかもしれないが、あずさが不安にならないように最大限の努力をするし、絶対に大切にする。だから、きちんと付き合ってほしい」

　意志の強さを秘めた双眸と、想いが伝わる言葉たち。

　信じられないと思っていたのに、武尊が本気であることを少しずつ理解していく。

（私はもう、恋をするつもりはなかったのに……）

　過去の恋愛の苦みと傷に囚われて、仕事に生きようと決めた。

　不器用で上手く恋ができないのなら、自分が好きな仕事に邁進しよう……と。

　ところが、今は高鳴り続ける鼓動を隠し切れる気がせず、握られている手も離せなかった。

　彼は上司である以上に、雲の上の人である。

　生まれてこの方、庶民として生きてきたあずさとは、歩んできた環境も積み重ねてきた時間もまったく違う。

　頭ではそう思っていても、包まれたままの手を振り解くことはできなくて……。むしろ、自らの手を絡めるように骨ばった手に指をかけていた。

「私……つまらなくなかったですか？」

「君自身のこと？　それとも、セックスの話？」

　あけすけに訊かれて、たじろいでしまう。

「っ……！　どちらも、です……」

　それでも素直に答えれば、武尊がふっと瞳を緩めた。

「あずさ自身のことなら、出会ったときからずっと見てきた。仕事上の付き合いしかなかったが、真面目で真っ直ぐで、さりげない気遣いができる。自分に厳しいのに他人には優しく、笑顔がとても可愛い」

　まさかここまで言ってくれるとは思っていなかったせいで、頬が熱くなっていく。

「昨夜だって、とても素敵だった。俺の手で乱れるあずさは可愛くて綺麗だったし、君が気を失わなければ最低でもあと一回は抱きたかったよ」

　さらに続けられた言葉を聞き終わったときには、耳まで真っ赤になっているのが鏡を見なくてもわかるほどだった。

「他に不安は？」

　彼は、あずさの不安をひとつ残らず解決するつもりのようだ。

「お互いの立場を考えると、どうしても……」

　その思いやりに気づき、あずさは自分の中にある最後の懸念事項を打ち明けることができた。

「そうだね」

　武尊がしみじみとしたように頷き、真剣な眼差しを向けてくる。

「反対しない人間がいないとは言えない。きっと、そのせいであずさに苦労をかけることもあるだろう」

　少し前までの柔らかさが消えた面持ちには、彼なりの覚悟が見えた。

「でも、俺はあずさが好きだし、この気持ちは俺だけのもので、誰にも文句を言われる筋合いはないと思ってる」

　真っ直ぐな瞳と答えに、あずさの胸が甘く締めつけられる。

　ただの憧れだ、と言い聞かせたばかりだった。

　ついさきほど、バスルームでとっくに恋心になっていたことに気づいたときには、この気持ちを抑え込んでしまうしかないと思っていた。

　けれど、そうしなくてもいいのだろうか。

　本音を言えば、武尊が他の女性と付き合うのは嫌だし、彼の気持ちが嬉しくてたまらない。

　できれば、今すぐに告白を受け入れたい。

「……本当に私でいいんですか？」

　あずさは不安の残滓を掻き消したくて、武尊の手を握り返して彼を見上げる。

　すると、武尊は花が綻ぶような美しい笑みを湛えた。

「あずさがいい。もう二年近く片想いしてたんだ。むしろ、あずさこそ部下に手を出すような上司でも受け入れてくれるか？」

　冗談めかしたような言い方に、あずさは思わずクスリと笑ってしまう。

「はい。私でよければ……」

　あずさも笑みを浮かべると、彼はあずさの手を引いて抱きしめた。ぎゅうっと力が込められ、拍動がさらに速くなる。

「強引に抱いてしまったから、あずさに嫌われたらどうしようかと思ってた」

　しかも、耳元で不安げに囁かれた言葉が可愛くて、胸がキュンキュンと震えた。

　甘い感覚に苦しさも感じるのに、甘えるようにあずさを抱きすくめる武尊をとても好きだと思う。

「あの……でも……昨日のことは、私には嫌なことではなかったですし……」

　だからこそ、今度は自分が彼の不安を取り除いてあげたくなった。

「合意の上というか、私も望んだことだったので……。それに、その……」

　気持ちよかった、と言おうとしたが、それ以上の言葉は出てこなかった。

　しかし、武尊はあずさの本音を察したらしく、苦笑を零す。

「まいったな。そんな顔を見せられたら、このまま帰せそうにない」

　少し離れた彼が、恥じらうあずさを見つめる。

　絡んだ視線から熱が生まれて、なにを求められているのかはすぐにわかった。

「あずさ」

　甘い声音に心が震えた刹那、唇がそっと重なる。

　部屋の中にいるのがもったいないほどの晴天だというのに、ふたりはそのままベッドに戻ってしまった──。
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　初夏の香りが漂うような気候が続く、五月下旬。

　武尊とあずさが付き合い始めてから、早くも二か月ほどが過ぎた。

　プライベートでは恋人同士とはいえ、会社では上司と部下。それも、副社長と第二秘書という関係である。

　あずさは公私混同しないように努め、相変わらず真面目に仕事をこなしていた。

　一方の彼は、隙あらば甘い空気を醸し出してくる。

　エレベーターや移動の車中でこっそり手を繋いできたり、昼休憩にふたりきりになった副社長室や秘書室でキスをしてきたり……といった具合だ。

　あずさの性格を鑑みてか、就業時間中はなにもしてこないが、昼休憩や終業後には待っていましたと言わんばかりに顔中にくちづけられる。

　あずさが動揺や困惑の表情で『ダメです……』なんて抵抗しても、武尊にとってはそれがまたそそるようで、『今すぐに抱きたい』と囁かれる始末。

　そのくせ、彼はいつだって余裕そうで、仕事も普段通りにこなしている。

　人目を忍んで手を繋いでいても、キスをした直後であっても、そこに誰かが来れば武尊の表情はいつもと変わらない涼しげなものになるのだ。

　こんなことでは周囲にバレるのではないか……と、あずさは気が気ではなかった。

「別に悪いことをしてるわけじゃないんだし、お互いに独身なんだから、バレても問題ないだろ？　むしろ、俺は周囲に言い触らしたいくらいなんだけど」

　ディナーのさなかにあずさが苦言を呈すと、彼が不服そうに眉を下げて肩を竦めた。

「私は困ります……。周囲にどんな風に思われることか……」

　武尊がなんと言おうと、副社長と秘書が付き合っていることが知られればあらぬ噂を立てる者もいるだろう。

　特に、色恋の話題というのは広まるのも速い。シブサワ堂の御曹司でもある彼のことなら、きっとなおさらである。

　もちろん、いつまでも隠し通せるとは思っていないが、せめて付き合いたての今は社内の人間には知られたくなかった。

「それに、武尊さんの相手が私だなんて、きっとよく思わない人もいます。武尊さんに釣り合うように頑張りますから、もう少し時間をください」

「周囲から見れば、それなりにお似合いだと思われてるだろうけどね」

　正直に言えば、その言葉に頷けないわけではなかった。

　武尊と一緒に社内を歩いていると、ときおり『やっぱりお似合いだよね』なんていう声が聞こえてくることがある。

　本人たちは小声で話しているつもりでも、意外と聞こえているものだ。

　だからこそ、社員の大半は〝いい意味で〟噂を流してくれるに違いないという気持ちもある。

　それでも、やっぱり心配事は消えなかった。

「そうだとしても、もう少しだけ時間をください。武尊さんの隣にいても胸を張れるように、女性としても人としても成長できるように頑張りますから」

「あずさは本当に真面目だね」

　彼が困り顔で頷き、そのあとで甘やかな笑みを寄越してきた。

「でも、そういうところも好きだよ」

「っ……！　ここはレストランですよ……」

　頬を染めるあずさに、武尊がクスクスと笑う。

　楽しそうな表情はどこか少年っぽくもあり、あずさはそんな彼にますます惹かれていく気がしながら、切り分けた鯛のポワレを口に運んだ。




　レストランを出たあと、すぐ傍にあるパーキングに停めた武尊の車に向かった。

「どうぞ」

「ありがとうございます」

　助手席のドアを開けてくれた彼が、あずさに微笑みかける。もう何度もされていることなのに、未だに慣れないあずさはぎこちなくシートに腰かけた。

　直後、武尊が油断していたあずさの唇を奪う。

「っ……！　ここ、外です……！」

「誰もいないし、外からは見えないように身体で隠したよ」

　飄々と答える彼は、焦るあずさとは対照的に余裕そうに笑っている。

　あずさは思わず唇を尖らせたくなったが、もう一度キスをされてしまうと、抗議のセリフも出なかった。

　パーキングにはライトがあるが、車内はそれなりに暗い。

　あずさの顔が赤くなっているのは見えないはずだ。

「照れるあずさも可愛いよ」

　しかし、武尊はあずさが頬を染めていることを知っているかのようにクスリと笑い、運転席に回った。

　あずさの家に向かって車を走らせている間も、彼は事あるごとにあずさに触れてきた。

　信号待ちではキスをされ、ちょっとした渋滞に巻き込まれると手や髪を愛おしげに撫でてくる。

　プライベートでの武尊の甘さは、昼休憩などに見せられるものとは比べ物にならないほどである。少しの時間も惜しむような彼に、ときどき戸惑わずにはいられない。

「あの……キス、好きなんですか？」

　そのせいか、うっかり変なことを口走ってしまった。

「好きだよ。ただし、あずさとするのがね？」

　一瞬焦ったあずさに反し、ハンドルを握る武尊は前を向いたまま微笑んでいる。

　表情ひとつ変えない彼は、あずさが思う以上に余裕があるらしい。

　ドキドキしているうちにあずさのマンションの前に着き、武尊が助手席のドアを開けてくれる。車から降りるだけなのに手を差し出され、おずおずとその手を取れば、さらりとエスコートされた。

　大人で、かっこよくて、きっと欠点なんてない。

　恋人になって二か月が経つが、あずさは彼のダメなところをまだ見たことがないのだ。

　しいて言うのなら、会社や外でもイチャイチャしようとするところには困っているが、それが欠点かと言われればあずさ自身はそうは感じていなかった。

「今日が金曜ならよかったのに……」

　不意に呟いた武尊が、ため息交じりにあずさを抱きしめる。

「そしたら、あずさをこのまま連れて帰れたんだけどね」

　今日は水曜日。

　これまでに何度か彼の家に泊まらせてもらっているが、あずさは翌日が休みではない日には必ず家に帰るようにしている。

　公私混同をしてしまいそうというのもあったが、武尊と夜を明かすことになると必ずと言ってもいいほど寝不足になるからである。

　付き合い始めた日に言われた通り、彼は一度の情交では足りないようで、朝方まで抱かれることや早朝から求められることもあった。

　武尊との行為は気持ちよく、何度も快感を得られる。

　それは幸せなことでもあり、あずさの中にあったコンプレックスはすっかり消えていた。

　とはいえ、求められるままに受け入れると、仕事に支障が出る。

　けれど、彼の甘い顔や言葉に弱いあずさは、誘惑されれば抗えない。

　そういった理由から、『お泊まりは休みの日の前日だけにしてください』と切実に訴え、武尊は渋々ながらも受け入れてくれたのだった。

「離したくないな……」

　はぁ……と大きなため息が耳元で零され、あずさの胸の奥が高鳴る。

　普段は大人でかっこいい彼が、こうして甘えるように気持ちを伝えてくれることがたまらなく嬉しかった。

　きっと、こういう感情を愛おしいと呼ぶのだろう……と思う。

（元カレのときにはこんな風に感じたことはなかったな）

　嫌われないように、機嫌を損ねないように。そんなことばかり考えて、本音で話せたことは一度もなかった気がする。

　心が通い合っていなかったのだから、身体だって上手くいくはずがなかったのだ。

「武尊さん。週末、また泊まりに行ってもいいですか？」

　あずさを抱きしめたままだった武尊が、ゆっくりと離れる。その表情には喜色が浮かび、瞳は穏やかな弧を描いていた。

「俺はそのつもりでいたよ。あずさが嫌がるなら、攫うつもりだった」

「ふふっ……もう」

　冗談だとわかっているが、彼のお茶目な発言に笑みが零れる。

　ふたりはどちらからともなく顔を近づけ、別れを惜しむようなキスをした。







四








　七月も上旬になると、猛暑日が続くようになった。

　武尊とあずさが付き合って早くも三か月が経ち、あずさは相変わらず会社での彼の言動に戸惑うことはあるものの、順調に仲を深めている。

　平日はだいたい週に一回ディナーを共にし、月に二、三回は武尊の家に泊まる。

　休日には美術館や水族館に行ったり、映画を観に行ったり。中でも、ドライブデートに繰り出すことが多い。

　武尊は土日の出張もあるが、そういうときは基本的に沢木が同行するため、あずさは彼の家で帰りを出迎えることもあった。

　付き合う前には運転手付きの社用車で家の前まで送ることはあったが、家の中に入るようになったのは交際後のこと。

　最初はもちろん緊張し、身の置き場がなかった。けれど、何度か繰り返していると少しずつ慣れてきて、今ではリラックスして過ごせるようになっている。

「あっ、お醤油が切れてる」

　今夜も武尊の家のキッチンで夕食の支度をしていたあずさだが、手に取った醬油のボトルが空になっており、ストックも切らしていたことを思い出した。

「俺が買ってくるよ。同じものでいい？」

　すると、ソファでタブレットを見ていた彼が、すぐに立ち上がった。

「大丈夫です。私が行ってくるので、武尊さんはそのまま仕事をしててください」

「いや、ちょうどキリがいいし、そろそろ切り上げようと思ってたんだ。ずっとじっとしてたから、散歩がてら行ってくる。って言っても、すぐ下だけど」

　この二十五階建てのマンションの下には、スーパーがある。住人は一階のロビーから行き来でき、外に出なくても店に入れる造りになっていた。

　最上階とはいえ、スーパーを往復するだけでは散歩にはならないだろうが、ちょっとした気分転換にはなるだろう。

「ふふっ、そうですね。じゃあ、お願いしてもいいですか？　あと、バターも少ないので、一緒に買ってきてもらえると助かります」

「ああ」

　頷いた武尊は、「行ってくる」とあずさの唇にキスをしてから出掛けていった。

　あずさは笑顔で見送ったあと、再び夕食の支度に取りかかった。

　これまでに何度もこの家のキッチンを使っているため、もう慣れたものだ。

　最初は少なかった調理器具も、あずさの希望に応じて彼が買い足していった。

　武尊は会食が多いことから料理をする機会は少なく、キッチンには最低限のものしかなかったが、今では彼ひとりのときにも愛用しているようだ。

　最近は、武尊も手料理を振る舞ってくれるようになった。

　彼の料理はおしゃれな上においしく、ササッと作ってくれるわりには凝っている。

　あずさは、密かに料理教室に通おうかと考え始めていた。

　人並程度のものは作れるが、なんとなく武尊よりも料理上手でいたいという乙女心が捨て切れないのである。

　もっとも、彼はいつも笑顔で『おいしい』と褒めてくれるのだけれど。

　ちなみに、今日は午前中に映画に行き、ランチをしてから買い物に繰り出した。

　もともとはフライパンを買い足す予定だったのだが、途中で立ち寄った食品専門のセレクトショップで一時間近く過ごしてしまった。

　職業柄、ふたりして目に留めるのは食品関連のものが多い。今日だって、いつの間にか互いに仕事モードになってしまい、あずさなんて自然とメモを取っていた。

　結局、夢中になりすぎてフライパンは買い損ねてしまったが、ふたりで気になったものを色々と購入し、今夜はその中のパスタソースを使う予定だ。

「ただいま」

「おかえりなさい。ありがとうございます」

　ちょうど武尊が帰宅した頃、夕食がほとんど出来上がった。あとは、彼が買ってきてくれた醤油でドレッシングを作るだけ。

「いい匂いだね。これ、もうテーブルに運んでいい？」

「お願いします」

　武尊が料理を運ぶ間、あずさは手早くドレッシングを準備し、ガラス製のプレートに盛り付けていたサラダにかけた。

「おいしそうだ」

　微笑んだ彼に、あずさは笑顔で「スープはまだたくさんありますよ」と返す。

　メインは、『明太子と和えるとおいしい』という謳い文句で並べられていた和風パスタソースで作った明太子パスタ。

　それと、きのこと彩り豊かな野菜がたっぷりのサラダに、残り物の根菜を使った和風スープというラインナップである。

　パスタからは出汁の香りが漂い、空腹中枢を刺激した。

　ふたり仲良く手を合わせ、夕食を食べ始める。互いに最初に手をつけたのは、やっぱりパスタだった。

　いりこと昆布で取られた出汁が香るソースは、まろやかでいてしっかりと風味が感じられる。たっぷりと入った明太子の味にも負けないが、しつこさや雑味は一切ない。

　たらこで作れば小さな子どもでも食べられそうで、アレンジも効くだろう。

　商品説明のポップに『パスタソース人気ナンバーワン』とか書かれていたことにも、大きく頷けた。

「おいしいですね。普通にカフェとかで出てきそう」

「ああ。レトルトだとは思えないし、本当に風味がいい。パスタソース以外でもアレンジができそうだ」

「炊き込みご飯とかにもいいんじゃないでしょうか？」

「なるほど。確かに、この味ならぴったりかもしれない」

　シブサワ堂は、一年ほど前に今日の店のようなセレクトショップの展開も始めた。

　商品開発に力を入れているのと同時に、自社製品以外も取り扱っており、収益は決して悪くはない。

　ただ、こういった店はライバル店も多く、武尊はもっと同業他社との差別化を図りたいと思っているようだ。

　あずさもそのことを知っているため、食事中だというのに感想や意見が飛び交った。




　夕食後は交代でお風呂に入り、武尊がワインを開けてくれた。

　ソファで彼と肩を並べ、グラスを交わす。

「あ、これは飲みやすいです」

「よかった。あずさが好きそうだなと思ったんだ」

　あずさは、普段はあまりワインを飲まない。

　けれど、武尊と付き合うようになってから、彼の影響で少しずつ好きになってきた。

　武尊がレストランでは飲みやすいものを勧めたり家ではあずさのためのものを用意したりと、ワインのおいしさを教えてくれたおかげである。

「このワインだと、甘いものにも合いそうですね」

「スイーツとか？」

「はい。スフレチーズケーキやマカロンなんてよさそうな気がします」

「じゃあ、今度試してみようか」

　あずさが頷くと、彼も微笑んでくれたが、そのあとすぐに苦笑が零された。

「どうかされましたか？」

「いや……。またやってしまったな、と思って」

　小首を傾げるあずさに、武尊が自嘲気味に眉を寄せた。

「恋人らしいデートをしようと思うのに、つい仕事のことを考えてしまう。昼間も、フライパンを買ったあとに、あずさの服や靴を見に行きたいと思ってたんだけど」

　あずさは、特に服や靴が欲しかったわけではないし、そういったことも口にしていない。きっと、彼がプレゼントするつもりでいてくれたのだろう。

　武尊はあずさに贈り物をするのが好きらしい。

　今着ている『Ｈｏｎｅｙハニー　Ｄｒｏｐドロップ』のルームウェアも、付き合って初めてのお泊まりデートの日にプレゼントしてもらったものだ。

　彼の気持ちは嬉しいが、たった三か月でもらったものは両手では収まらず、少しばかり戸惑っている。

　それに、あずさにとってなによりも嬉しいのは、武尊と過ごせること。

　彼と一緒にいられるだけで幸せであり、今日だってずっと楽しかった。

　その気持ちのままに、あずさから明るい笑みが零れる。

「私も同じですよ。でも、私は今日みたいに意見を交わし合うのも楽しかったです。それに、私は仕事モードの武尊さんも好きですから、そんな武尊さんを傍で見ていられることも嬉しいんです。なによりも、一緒にいられるだけで幸せですから」

　ワインのおかげか、リラックスできているせいか。普段のあずさなら照れてしまうような言葉が、自分でも驚くほどすらすらと零れていった。

　直後、あずさの視界に影がかかり、武尊にくちづけられた。

　触れるだけのキスなのに、あずさの胸の奥が高鳴る。鼓動がドキドキと騒ぎ出し、つい視線を泳がせてしまった。

「あずさはそうやって可愛い顔を見せるけど、他の男にはもっと冷たくしてくれ」

「え？」

　いったいなんの話をしているのか。

　ためらいと疑問を抱えたあずさに、彼がどこか悩ましげな笑みを浮かべる。

「今日の昼間、ランチをした店でもセレクトショップでも、男性店員があずさに笑顔を向けられて頬を赤らめてた」

　あずさは、目をぱちくりとさせる。思い返してみても、まったく心当たりがなかったからである。

「会社でもそうだ。多くの男性社員があずさを狙ってるし、たとえ既婚者であっても肩を並べて歩かれるのも嫌なんだ」

　武尊がこんな風に言うのは珍しい。普段から甘い言葉をたくさんくれる人だが、嫉妬や独占欲のようなものはあまり見せられたことはない。

「一昨日に三嶋くんと並んで歩いてたときも、先週末に楢なら崎さきくんと社食で話してたときも、本当は嫌だった」

　ただ、彼の口から出た名前に、あずさは困惑した。

「えっと……」

　三嶋の妻は、シブサワ堂の専務である増ます岡おかの一人娘である。しかも、彼は女性社員の間では有名な愛妻家で、スマホの待ち受け画面は妻子だという噂があるくらいだ。

　楢崎も社内に妻がおり、子どもだっている。

「あの、おふたりとも既婚者ですし、ただ業務のことで話してただけですが……」

「わかってるよ。それでも、俺以外の男があずさの隣に立ってるのは見たくないんだ」

　そんな無茶な……と、あずさは言いそうになった。

　女子高でもあるまいし、社会人であれば男性と接しないなんて不可能だ。どうしたって会話が必要になり、もちろん社交辞令や笑顔だって交わす。

「でも……」

「ああ。こんなもの、ただの子どもじみた嫉妬だ」

　ため息をついた武尊は、ワインを一口飲んでから微笑んだ。

　いつも通りの表情に見えるが、その瞳の奥にある甘い嫉妬心にあずさの胸が締めつけられる。

「今まではこんな風に思うことなんてなかったんだけどね」

　なにげなく呟かれた言葉に、あずさはきょとんとした。

　あまり想像したくはないが、彼なら数々の恋愛経験があるだろう。過去に嫉妬しても仕方がないとはいえ、もやもやしたことは一度や二度ではない。

　だからこそ、武尊なら嫉妬くらい何度も経験してきていると思っていた。

「本当だよ」

　半信半疑のあずさの内心を察するように、彼が苦笑を零す。

「これまでは仕事が最優先だったし、正直に言えばそれ以外はどうでもよかった。恋人ですらね。でも、あずさと付き合うようになってからは、たまに仕事を投げ出してでも君と一緒にいたくなることがある」

　骨ばった手が伸びてきて、あずさの頬に触れる。そこから伝わる少し高い体温が、あずさの拍動をますます速めた。

「いつか自制心が働かなくなるんじゃないかと思ってるくらいには、俺はあずさに夢中なんだ」

　もう一度キスをされて、うっとりとした気持ちになった。

　心が大きな喜びに包まれる反面、それならあずさにだって言いたいことがあった。

「武尊さんだって、いつも女性に優しいじゃないですか……。この間も、転びそうになった女性社員を支えてあげてましたよね？」

　嫉妬なら、あずさもたくさんしている。

　武尊がその場にいるだけで色めき立つ女性たちにも、そんな彼女たちに優しい笑みを向ける彼自身の態度にも……。

「あくまですべて仕事だし、あずさ以外の女性に見せるのは仕事用の笑顔だよ」

　思わず頬を膨らませたくなったあずさの耳元に、武尊が顔を寄せる。

「俺が愛してるのはあずさだけだ」

　低い声音で甘やかに囁かれて、胸の奥がキュンと戦慄いた。

「わ、私だって……」

　ときめく心に押されるように、あずさの唇が動く。

　いい大人がなにを言い合っているのかと思ったが、彼の幸せそうな笑顔を見た瞬間にそんなことはどうでもよくなった。

　再び武尊からキスが与えられ、そのまま何度か唇が重なる。

　チュッ、チュッ……と戯れのようなリップ音が鳴るさなか、彼の手があずさの肩を抱き、そのままゆっくりと下りていって腰のあたりを撫でた。

　あずさの身体がピクリと跳ねる。さらには、羞恥とこのあとのことを察して、頬に熱が帯びていった。

「可愛い嫉妬を見せられて欲情した。今すぐあずさを抱きたい」

　言い終わるや否や、武尊がルームウェアを捲ろうとする。

　あずさは咄嗟に手を伸ばし、彼の手を掴んだ。

「あの……！」

　いつもはベッドに行くし、ライトも少し暗くしてくれる。けれど、ここはリビングのソファの上で、煌々と照らされた室内はとても明るい。

「ここじゃ……その、恥ずかしいので……」

　恥じらいを浮かべるあずさに、武尊がクスリと笑った。

「残念だけど、君が本気で嫌がってるかどうかくらいはもう見抜けるよ」

　楽しげな声音が聞こえた直後、ソファに押し倒されていた。

　制止の言葉を紡ぐために開いた唇はキスで塞がれ、舌が侵入してくる。いきなり舌を捕らえられ、ねっとりとねぶるように絡んできた。

　カップ付きのキャミソールの裾から入ってきた手が、無防備な胸に触れる。節くれだった指で突起を擦られ、あずさはそれだけで身を震わせた。

　そのままキャミソールが捲り上げられ、豊満な双丘があらわになる。

　明るい室内で視線を感じることに、恥ずかしさでいっぱいになった。

　反して、彼の双眸はずっと愉しげである。劣情交じりの熱っぽい目は、あずさの白く柔らかな膨らみに注がれていた。

「あずさの胸は、大きくて形もいいね。ここは敏感ですぐに硬くなるし、ずっと触っていたくなる」

「あんっ！」

　『ここ』という言葉と同時に、先端が摘ままれる。

　キュッと引っ張るようにされて、疼きと痺れが混じったような感覚が走った。

　ショートパンツのウエスト部分にも手をかけられ、脱がされていく。

　いつもより少しばかり性急なやり方は武尊らしくないが、彼に求められていることが嬉しい。そんな気持ちばかりが強くなり、あずさの思考はすぐに陥落した。

　弱い場所は、きっともうほとんど知られている。

　首筋にうなじ、舌と上顎。桜色の小さなふたつの果実、ウエストライン、内ももに至るまで、丁寧にくまなく愛でられていく。

　その場所によって触れ方も絶妙で、確かな快感が与えられる。

　双丘の頂は軽く摘まみ上げ、二本の指で挟みながらクリクリと捏ねられる。もう片方は舌でくすぐられ、根元から先っぽまでじっくりと舐められていった。

「んっ、あぁっ、あんっ」

　この三か月間で快楽を教え込まれた身体は素直な反応を見せ、うっとりとした気持ちにもさせられる。

　あずさは、すでに蜜口が潤み始めていることにも気づいていた。

　武尊が黒いレースが施されたショーツにも手を伸ばし、あっという間に剥いでしまう。

　上半身はキャミソールを捲られただけなのに、下半身は一糸纏わぬ姿なのが恥ずかしい。それでも、長い指が秘所に触れれば、細い腰が戦慄いた。

「やっ……！　恥ずかしい……」

　室内を煌々と照らすライトが、あずさの羞恥心を大きく煽る。

「今さらだろ？」

　クスッと笑った彼が、右側の胸の先に歯を立てる。ついでとばかりに吸いつかれ、チュパッと音が鳴った。

「んっ……！」

「これまでにあずさの身体は隅々まで見てきた。いくら薄暗くしたってここまで近づけばよく見えてたし、ほくろの位置だって把握してる」

　そう言うと、左胸の谷間の傍にある小さなほくろにも舌が這わされる。

「やだ……」

　本当に恥ずかしくてたまらないのに、喜悦に抗うこともできない。

「すっかり濡れやすくなったね。ちょっと胸を触っただけでも、もう入口が柔らかくなってる。仕事と同じで、身体も呑み込みが早いみたいだ」

　たぶん褒められているのだろう。

　けれど、淫乱だと言われている気もして、頬がかあっと熱くなる。

「大丈夫。すごく可愛いし、綺麗だよ」

　羞恥に悶えるあずさの耳元で、武尊が優しく囁いた。

「ふぁっ」

　直後に耳朶にくちづけられ、耳孔に舌が入ってくる。くちゅっ、チュプッ……と淫靡な水音が響き、頭の中がじんじんと痺れるようだった。

　その間にも秘部を撫でる手は止まらず、指先があわいを行き来する。秘孔から零れる蜜を掬っては襞を撫で上げ、また下に戻っていく。

　微かな快感はあるが、それだけではちっとも足りない。

　あずさは、思わず膝をすり合わせていた。

「どこを触ってほしいか言えたら、もっと気持ちよくしてあげるよ？」

　すると、意地悪な言葉が落とされた。

　少し前から、彼はこんな風に言うことが増えた。まるで、あずさをもっと恥ずかしがらせるがごとく、淫蕩なことを答えさせようとしてくるのだ。

「意地悪です……」

「そうだね。俺、本気で好きになった子はいじめたくなるみたいだ」

　抗議の目を向けても、甘やかすようなキスと答えにたじろがされてしまう。

　それどころか、あずさの胸の奥は高鳴り、ますますじれったくなった。

　武尊は、あずさが言うまで触ってくれない。

　ここ最近のセックスで、そう教えられた。

　彼の左手は胸を軽く揉みながら先端をやんわりと擦り、もう片方の手の指は秘裂をゆるゆるとくすぐるばかり。

　すぐに耐え切れなくなったあずさは、涙を浮かべながらも口を開いた。

「もっと弱いところ……私が一番感じるところを、ちゃんと触ってほしいです……」

「及第点、かな」

　眉を下げた武尊が、ふっと微笑む。

　刹那、柔毛の中に隠れていた秘芽をクリッと押し上げられた。

「ああっ……！」

　今日一番の愉悦が、あずさの身体に襲いかかる。

　彼は気をよくしたように唇の端を持ち上げると、再び胸の突起をそれぞれ舌と指でいじり、右手は秘所を嬲った。

　いつの間にか赤く熟れたようになっていたふたつの果実が、微かな電流のような痺れに包まれている。一緒に花芽まで擦られると、もうたまらなかった。

「アッ、あぁっ、やぁっ……ダメッ……！」

　勢いよく押し寄せてくる喜悦が、あずさの身体を高みへと導こうとする。

　鋭い感覚は絶えずあずさを翻弄し、あっという間にギリギリのところまで追い立てた。

「イッ、ちゃっ……ああぁっ……あんっ！　ああぁぁぁっ！」

　とどめとばかりに蜜粒を押し潰され、あずさの全身がビクビクと跳ねる。

　しかし、武尊が手を止めないせいで、昇ったまま下りてこられなかった。

「んっ、ぁっ、あっ……アッ……もう、イったの……」

「ああ、気持ちいいね？」

　羽のようにふんわりと萌芽を擦られているだけなのに、甘苦しい快感が終わらない。

　思わず彼の手を掴むと、キスで唇を塞がれた。

「ふっ……うぅんっ……！」

　同時に硬くなった秘核を摘まみ上げられ、二度目の絶頂に襲われる。あずさの身体は再び大きく跳ね、ソファを蹴った爪先がピンと伸びた。

　ようやく手を止めた武尊が、うっとりとしたように目を細める。

　吐息交じりに「ああ、可愛い」と呟いた声音は、熱と蜜欲に塗れていた。

「挿れたいな」

　彼はひとりごち、どこから出したのか避妊具のパッケージを破いた。

　スウェットを下ろすと、ボクサーパンツを持ち上げるようにしていた雄刀を出し、器用に薄膜を被せていく。

「あずさって、意外とえっちだよね」

「っ……！」

　一連の流れにうっかり見入っていたあずさだったが、目を眇めた武尊にクスッと笑われて咄嗟に顔を逸らした。

「恥ずかしがらなくていいよ。俺も同じだから」

　耳元で囁かれたかと思うと、身体が翻される。

　ソファにうつ伏せにされたあずさの腰が、骨ばった手に持ち上げられた。

「今日はまだナカを解してないけど、挿入るかな」

「あんっ」

　言い終わるよりも早く、熱芯で蜜核が擦られる。すでに硬く太くなっている滾りに撫でられるだけでも、愉悦の余韻が膨らんだ。

　あずさの腰を掴んだままの彼は、ゆるゆると腰を動かしている。気持ちいいのにじれったくて、あずさもついお尻を揺らめかせてしまった。

　直後、蜜口に狙いを定めた剛直が触れ、グッと押し込まれた。

　まだ指すら受け入れていなかった隘路は、いつも以上に狭くて抵抗するようにすぼまる。それなのに、怒張は強引に押し入るようにして半分ほど埋め込まれた。

「あっ！　んんっ」

　苦しいが、痛みはない。

　苦痛を感じない身体は、むしろ雄杭の訪問を歓待するように戦慄く。襞はきゅうきゅうと轟き、まるで雄の象徴を抱きしめているようだった。

　武尊は無理に進まず、その場で何度も腰を揺らす。

　すると、優しく擦られた蜜壁が、準備を整えるがごとく少しずつ解れていった。

　秘孔からは雫が零れ、あずさの太ももを伝って落ちる。

　頭の片隅ではソファを汚すことが気になったが、さらに奥に進む屹立の感覚に思考が奪われた。

　浅い場所で繰り返される律動が、準備が整っていなかった蜜筒を解していく。そう時間をかけず、さらには痛みも苦痛もなく、そこは柔らかくなった。

「ふぁっ……！　あんっ」

　あずさの反応が変わった直後、彼がグッと腰を押しつけるようにした。

　手前の方だけでとどまっていた楔が、一気に奥まで届く。

「はあぅっ……」

　丸みを帯びた先端が蜜源を突き、あずさの腰が大きく反った。

「解さなくても奥まで挿入ったね」

　喜々とした声音にも答えられないほど、あずさの身体は快楽に震えている。

　後ろから挿入されるのは初めてではないが、いきなり熱芯に満たされた姫洞がぎゅうぎゅうと轟くせいで、呼吸をするだけで精一杯だった。

「動くよ？」

　あずさに言うでもなく呟いた武尊が、腰を大きく引く。

　逞しい昂ぶりがずるりと抜けていく感覚に喉を仰け反らせた瞬間、再びズンッ……と勢いをつけて戻ってきた。

「あんっ！」

　抽挿を始めた彼は、さきほどよりも激しく突き上げてくる。

　硬く太い欲望で、襞を伸ばすように撫でていき、全体を優しく擦って。切っ先で奥をトントンと突いては、収縮を繰り返す蜜路を嬲った。

「あっ、ァッ、ああっ……ふぁっ、んっ」

　武尊とのセックスは、いつも言いようのない法悦が与えられる。

　じっくり丁寧に愛してくれるおかげで、痛みや苦痛を感じたことはない。

　けれど、今日は違う。普段以上の質量を感じ、それが甘苦しさを増幅させていた。

「あぅっ……アッ、武尊、さんのっ……おっき……！」

「クッ……！　俺のは、いつも通りだよ。きっと……ナカを、ッ、解してないからだ」

　息を噛み殺した彼が、乱れた呼吸の合間に快感交じりの声で答える。クスッと笑われた気もしたが、あずさ自身の嬌声にかき消されてしまった。

「あっ！　ちがっ……！　だって、っ……くるし……」

「それは、あずさが俺のを締めつけるせいだよ」

　武尊が動きを止めて、身体を倒す。彼はあずさのうなじにくちづけたあとで、耳元に唇を寄せた。

「でも、そろそろナカだけでもイけるはずだから、ちょっと試してみようか」

　どこか楽しげな声が聞こえたかと思うと、武尊の体温が離れていき、次いで下腹部の裏側ばかりを重点的に擦り上げてきた。

「あんっ！　あっ、ああっ、あぅ、ッ……はぁんっ！」

　さきほどよりも大きく深く突かれ、身体が揺さぶられる。

　あずさが前に逃げようとしても、腰を掴む手の力が強くて上手く動けなかった。

「ひぅっ！　あっ、あんっ……」

　結合部がぶつかるたびにパンパンと鳴り、グチュ、クチュッ……と淫蕩な水音も奏でる。そこにあずさの甘い声が交じり、夜の帳が下りたリビングに響き渡った。

　いつもは花芽をいじられないと、昇りつめることはできないのに……。甘く痺れる身体が、確かに追いつめられていく。

　苛烈な快楽が膨れ上がり、秘核を捏ねられているときよりももっと深く鋭い感覚が下腹部から広がっていった。

「ああっ……ダメッ！」

　首をぶんぶんと振るが、律動は止まらない。それどころか、彼はさらにあずさの脆弱な部分を抉った。

　内襞がこれ以上ないほどに蠢動する。

　波打つような締めつけに、武尊が悦楽をこらえるように息を吐き捨てた。

　狭く熱い蜜壁は、それでいて潤みを増していくからよく滑る。きつい締めつけと相反する感覚が剛直を包み、彼は激しく腰を動かし続けた。

「くっ、ぅ……ハッ！　あずさ、ほら……ここ、気持ちいい？」

「あっ、あぁっ……いい、っ！」

　いつの間にか、あずさも腰を躍らせていた。

　白く丸い臀部が揺らめく様は、普段の真面目な雰囲気からは想像できず、それがまた淫靡さを増している。

「やっ……こわ、っ」

「大丈夫、怖くない。俺のもので乱れるあずさは、他の女性なんて目じゃないほど綺麗だ」

　涙を零すあずさに、武尊は甘やかすように告げる。

　そして、最奥を突き上げるようにガツンッ……と穿った。

「やああぁぁぁっ……！」

　濁流のように襲いくる法悦が、あずさの身体を押し上げる。

　これまでで一番深く達した身体はビクビクと痙攣し、脳の中まで痺れたような感覚に包まれる。

　辛うじて身を支えていたあずさの手から力が抜けた直後、ソファに頬をついたあずさの肢体が数回突き上げられた。

「うっ……ッ！　クッ、はぁ……」

　鍛え上げられた彼の腹筋がビクッと震え、薄膜越しに勢いよく吐精した。

　程なくして覆い被さってきた武尊が、あずさの髪やこめかみにくちづける。

「上手にイけたね。ちゃんと気持ちよくなれただろ？」

「ん……。でも、まだ……苦しいです……」

　呼吸が整わないあずさに、彼は優しい笑みを返しながら後ろから抱きすくめる。おもむろにあずさの頬に手を添えて顔を振り向かせ、唇を重ねられた。

　チュッ、チュッと、甘くて優しいキスが何度も繰り返される。

　愉悦の余韻が残る身体はまだつらいのに、あずさはその心地よい感覚にうっとりと瞼を閉じていた。

　しばらくすると、武尊がゆっくりと離れていった。あずさの全身には痺れが残っていたせいで、彼の分身が引き抜かれるだけでもふるっ……と震えてしまう。

　それでも、ようやく息が整うようになり、あずさは気怠さを抱えながらもソファに身を預けた。

　ところが、そのすぐあとに身体を起こされてしまう。ベッドかバスルームに行くのかと思ったが、あずさは武尊に向き合う形で彼の上に座らされた。

「え……？」

　下を見れば、避妊具が付け替えられている。

　いつの間にそうしていたのかまったく気づかなかったあずさは、あまりの手際のよさに感心しそうになった。

「まだ足りない。もう一回、あずさをちょうだい」

　甘えるような言い方をされると、あずさは断れない。

　それを知っている武尊らしい口調で、彼はあずさが答える前にあずさの腰を持って秘部に怒張を当てた。

「っ……」

　その感覚で、まだ武尊の欲望がちっとも収まっていないことを察する。

　こうなるともうあずさが逃げられないことは、これまでの経験でわかっていた。

「あぁ、んっ……」

　彼もそれを悟っているかのように唇の端を持ち上げ、雄芯を押し込んでくる。

　ぐちゅっ……といやらしい音が鳴り、入口が広げられていく。内側だけで達したばかりの蜜路はグズグズにとろけたままで、硬い刀身を難なく呑み込んでしまった。

「んっ……ぁ、さっきより、苦しい……」

「でも、この体勢だと深いところまで挿れられるから、あずさを近くに感じられる」

　嬉しそうに微笑む武尊は、どこか無邪気さもある。淫靡な行為に似合わない屈託のない表情を見せられて、ときめかないはずがなかった。

「クッ……！　今、すごく締まったね」

「知らなっ……ああっ！」

　否定しかけたあずさの身体が、大きく揺らされる。彼が腰を動かし、逞しい熱杭で奥を突き上げたのだ。

　ゆるゆると突かれるだけでも、喜悦が込み上げてくる。

　隘路はきゅうきゅうと収縮し、あずさは悶えるように身を捩った。

「ほら、逃げようとしないで。もっと乱れて」

　低い声音で囁かれて、脳がぼんやりとしてくる。

　もう眠ってしまいたいとも思う。

　それなのに、唇を啄むようなキスをされれば胸の奥が高鳴って、武尊の望みを叶えたくなった。

「あずさ。俺の肩に手を置いて、気持ちよくなれるように動いてごらん？」

　甘やかな命令が、とろけた思考に届く。

　もう上手く働かない頭でも、彼の声はなぜか鮮明に聞こえた。

　あずさはおずおずと手を伸ばし、武尊の肩に置く。ソファに膝をついて腰を浮かし、緩い抽挿を続けていた彼に合わせるように上下に動いた。

「あっ……！」

　最初は、恐る恐る。

　それを何度か繰り返し、数回目に腰を持ち上げたあたりから少しずつ速いリズムに変わり始めた。

「んっ、あんっ、あぁっ」

　すぐに自らも快楽を貪り始めたあずさの嬌声が、ますます甘ったるくなっていく。動きに合わせて大きく揺れる豊満な胸が、その激しさを物語っていた。

「ああ、いいな……。俺だけが知ってるあずさだ」

　うっとりとしたような独り言が零されても、あずさは懸命に腰を振る。

　ただの上下運動だったものが、いつの間にか前後左右へと回すような淫靡な腰つきに変化していた。

　艶めかしいあずさの姿に、武尊は満足げに目を細める。

「っ……。あずさがこんなに淫らになるなんて、誰も知らないんだろうな……ッ。俺だけしか知らない君を、このまま腕の中に閉じ込めておきたいくらいだ」

　吐息交じりに幸せそうに微笑んだ彼も、蜜窟の最奥を抉るように腰を大きく突き上げた。

「ああぁっ！」

　くびれたウエストを掴み、ガンガンと奥処を穿つ。

「ぅ、っ……。すごいな……。いつもよりきつくて、たまらない……」

　蜜壁の蠢動に陶酔するがごとく、武尊の律動が激しさを増す。苛烈な抽挿はあずさを瞬く間に追いつめ、柔襞がぎゅううぅっ……とすぼまった。

「あっ……？　ッ！　アッ、あっ……あああぁぁっ！」

　一瞬遅れて、あずさが高みへと昇りつめたことに気づく。けれど、彼の動きはより激しくなった。

「ダメッ……やぁぁっ……！　イった、からぁ……」

　あずさは子どものように髪を振り乱し、イヤイヤと首を振る。

「あと少し、だから……ハッ、っ！」

　しかし、武尊は最奥を何度も何度も嬲るように抉り上げ、あずさを見つめた。

　涙で濡れた視界に、劣情塗れの熱い視線が絡む。

　あずさは息を呑み、彼にしがみついた。

「クッ……！　いい子だ」

　直後、武尊が子宮口をグリグリと捏ね繰り回す。あずさの瞼の裏が明滅し、過ぎた愉悦に喉を仰け反らせた。

「ああぁぁぁっ──！」

　立て続けに達した身体が、ガクガクと痙攣する。

　あずさが全身にぎゅうっと力を込めた瞬間、彼がぶるぶるっ……と胴震いした。

「ぅ、ッ……ああっ……！」

　数瞬して、劣情の雫が放たれる。

　欲で満ちた飛沫は、薄膜を超えようとするかのごとく力強く内壁を叩いた。

「ぁ、あんっ、ぁ……」

　あずさは、その刺激にも悩ましい反応を見せる。唇から漏れた吐息は、快感に塗れていた。

　甘ったるい情交のあとの、気怠すぎる余韻。

　ふたりを包む淫靡な空気と法悦の名残が、あずさを夢の中に誘おうとする。

　ゆっくりと弛緩していった身体から力が抜け切る頃には、あずさの思考は深い水底に落ちるように閉じてしまった。
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　暑さもようやく収まりそうな、九月下旬。

　あずさは武尊との関係を順調に育みながら、相変わらず仕事にも精を出していた。

　付き合ってから、早半年。

　仕事自体には大きな変化はないが、あずさの生活にはすっかり彼がいる。

　予定が合えば、平日はディナーに繰り出し、週末はほぼ毎週のように武尊の家で過ごす。彼は土日には泊まるのが当然という感じで、最近は一緒にいないことの方が少ない。

　こんな風にプライベートが充実しているからなのか、以前よりもさらに仕事にやりがいを感じていた。

「峰岸さん、ちょっといいかな」

「はい」

　不意に沢木に声をかけられたあずさが答えると、目配せをされた。ここでは話しづらい内容なのだと察し、彼についていく。

「副社長のことなんだが」

　会議室に入って早々切り出されたことに、「はい」と頷く。無意識のうちに神妙な顔になってしまったのは、真剣な表情をしている沢木につられたせいかもしれない。

「僕もついさっき社長から聞いたことなんだけど、副社長に見合いの話が出てる」

「え……？」

　予期しなかった内容に、あずさは目を見開く。けれど、武尊との関係は公にしていないため、沢木に怪訝に思われないようにすぐに平静を装った。

「まあ、まだ正式なものではないけどね。ただ、社長は今までとは違ってかなり本気みたいで、できるだけ早くこの話を纏めたい様子だった」

「副社長はもうご存知なんですか？」

「ああ、この話をされたときに副社長も一緒だったからね。副社長は『その気はありません』と答えてたけど、今夜は社長との会食があるだろう？　詳細は、改めてそのときに話すんじゃないかな」

　社長は、武尊の叔父にあたる。彼の縁談を社長が持ってきたところで、なんらおかしなことはない。

　武尊の年齢を考えても、適齢期と言える。むしろ、彼の立場ならもう少し早くに結婚していてもいいくらいだろう。

　沢木の話では武尊は断ったようだが、この件があずさに共有されたということは〝話は終わっていない〟という意味である。

「それで、今夜の会食に僕と峰岸さんも同席するように、と社長からのお達しだ」

「承知しました」

「あと、この話はまだ内密にね。秘書課の人間はもちろん、重役たちにも」

「はい」

　どこの会社でも珍しくない話だろうが、重役には派閥のようなものがある。

　表立った対立はないものの、水面下で色々とあるのはあずさも把握していた。武尊はどの派閥でもないとはいえ、彼の結婚の話となれば良くも悪くも利用されることもあるに違いない。

「突然で悪いね」

「いいえ。それは沢木室長も同じですから」

「社長の急な要求にも困ったものだよね。これじゃあ、おちおち恋人も作れないよ」

　冗談めかした口調だったが、沢木に恋人がいないという噂は本当のようだ。彼を慕う女性社員は多いというのに、これまでに浮いた話は聞いたことがない。

「じゃあ、そういうことだからよろしくね。残業になって申し訳ないけど、おいしい料理が食べられると思って頑張ろう」

「はい」

　あずさは動揺を悟られないように笑みを繕い、沢木とともに秘書室に戻った。




　今夜の会食は、あずさにとって気が重いものだった。

　仕事だから避けられないとはいえ、恋人の見合い話について聞かされるかもしれない場に行きたくはない。

　反面、すでに武尊の見合いの件を知ってしまった以上、会食に同席できなければ気になって仕方がなかっただろう。

　どちらにせよ気が重いのなら、きちんと内情を知っておける方がいい。あずさは自分にそう言い聞かせ、武尊と沢木とともに社用車で永田町にある料亭に向かった。

「失礼いたします。お待たせして申し訳ございません」

　案内された部屋に入ると、上座に座っていた社長はすでに日本酒を嗜んでいた。

「ああ、構わないよ。私が早く着きすぎたんだ」

　武尊の謝罪に上機嫌で返し、「まあ座りなさい」とあずさたちにも視線を遣る。

　後ろに撫でつけた白髪混じりの髪も、あまり似合わない丸縁のメガネも、皺が刻まれた四角い輪郭も、普段と変わらない。ただ、いつも以上に笑顔だった。

　武尊が腰を下ろしたあとで、沢木とあずさも席に着いた。

「とりあえず始めよう。女将には君たちが来たら食事を運ぶように言ってある」

　沢木が社長に、あずさは武尊にお酌をし、女将が料理を運んでくるのを待った。

「昼間の続きだがな」

　しかし、社長は待ち切れなかったのか、料理も来ないうちから話を切り出す。

　いきなり核心を突いてきたということは、やはり社長としては早々に進めたいのだろう。

「そのお話はお受けしかねます」

　武尊もそれを察しているようで、社長が本題に入る前にきっぱりと言い切った。

　沢木から武尊が縁談を拒否していたことは聞いていたが、あずさは武尊が迷うことなく断ってくれたことにわずかにホッとする。

　一方で、そう簡単に社長が納得するとも思っていない。そのため、安心し切ることはできなかった。

「まあそう言うな。相手は『ＨＪエイチジェーホテル』のご令嬢、本ほん条じょう英え里り子こさんだ。決して悪い話じゃない」

　ＨＪホテルとは、『本条グループ』が経営するホテルである。関東に四軒、他県と合わせれば十軒ほどのホテルを経営し、歴史は浅いが収益は右肩上がりだったはず。

「ＨＪホテルとの関係が深まればシブサワ堂の利益にも繋がるのは、武尊にだってわかるだろう？　それに、お前もいい歳なんだから、そろそろ身を固めることも必要だ」

「昼間にも申し上げましたが、私の結婚相手は自分で決めます。それと、そういったお話でしたら、今夜は失礼させていただきます」

「ああ、待ちなさい。もうすぐ英里子さんも来られるんだ」

「え？」

　武尊が目を見開いたのと同時に、沢木とあずさも同じような表情をしてしまう。

　そこへタイミングを見計らったように「失礼いたします。お連れ様がお見えになられました」と女将の声が聞こえ、障子が開けられた。

「お待たせして申し訳ございません」

　女将とともに部屋に入ってきたのは、目鼻立ちがくっきりとした女性である。

　猫目っぽい勝気な二重瞼の目に、高い鼻。肩上のボブヘアは、艶のある濡れ羽色だった。

「こんばんは、武尊さん。一年前のパーティー以来でしょうか」

「ええ、お久しぶりです」

　武尊は平静を装っているが、目は笑っていない。それに気づいたあずさは、不安の中で少しだけ安堵した。

「悪いが、沢木くんと峰岸さんは下がってくれ。別室を取ってあるから、そこでふたりで食事をしていくといい」

「社長」

　武尊が眉をひそめたが、社長の指示とあれば沢木とあずさに他の選択肢などない。

　社長は有無を言わせぬ笑顔で、暗に邪魔だと言われているようだった。

「承知いたしました。では、私たちはこれで失礼いたします」

　あずさは武尊を気にしつつも、そう言って先に席を立った沢木とともに頭を下げ、女将に案内された別室に移動した。

「やられたね」

　沢木の言葉に、あずさは曖昧に微笑むことしかできない。ため息をついた彼は、疲労感を滲ませるように眉を下げた。

「社長は脇を固めてでも、副社長の見合いを進めるつもりだ。僕たちは英里子さんが来られるまでの繋ぎで、副社長が断れない雰囲気を作るために利用されたってことか。峰岸さんも僕も、とんだ残業になったね」

「ええ……」

　沢木の予想は、ほぼ合っているに違いない。

　ただ、あずさは相槌を打ちながらも、心ここにあらず……という感じだった。

　さきほどの部屋では、いったいどんな話がされているのか。

　武尊は断る姿勢でいたが、果たして本当にそんなことができるのか。

　シブサワ堂の御曹司で、世間で言う結婚適齢期を少し過ぎたくらいである。そこにビジネスが絡めば、断れるとは思えなくなり始めた。

「まあ、無駄足だった感じは否めないけど、ご馳走が食べられると思えばまだ救いもあるか。せっかくだし、ゆっくり味わわせてもらおう」

「そうですね」

　彩り豊かな料理は、目にも鮮やかである。きっと、味も申し分はないだろう。

　しかし、不安ばかり募っていたあずさは、空腹のはずなのに食欲が湧いてこない。

　沢木に不審に思われないように箸を進めていたが、せっかくの料理の味もさっぱりわからなかった。




　食後は、沢木と早々に料亭を後にした。

　武尊たちがどうしていたのかはわからないが、あずさたちが店を出たときにはまだあの場にいたのだろう。もしかしたら、彼と英里子だけ残っていた可能性もある。

　不安は徐々に膨らみ、あずさの口からはため息ばかりが漏れた。

　帰宅して一時間が経っても落ち着けずにいたところ、あずさのスマホが鳴り始めた。

　ディスプレイに表示された【武尊さん】という文字を見て、プライベート用のスマホからかけてきているのだと察し、慌てて通話ボタンをタップする。

「もしもし？」

『あずさ？　こんな時間にごめん』

「いえ……まだ起きてましたから」

『よかった。さっきようやく食事が終わったんだけど、どうしても今日中にきちんと話しておきたかったから』

　武尊の声音から察するに、なかなか帰らせてもらえなかったのだろう。

　彼は人当たりがよく、会話を適当に切り上げるのも上手い。それでも、二時間以上もあの席にいたということは、社長はこちらの想像以上に本気なのかもしれない。

『今日は嫌な思いをさせてごめん。不安な気持ちにもさせてしまったと思うけど、俺はこの話を受ける気はないし、社長にもきっぱりそう伝えたから』

「はい……」

　きっと、あずさが不安になっていることを察し、少しでも早く話をしようと考えてくれていたに違いない。

　誠実で優しい武尊らしい。

　彼の思いやりが嬉しかったが、残念ながらあずさの中にある不安は消えなかった。

　このまま社長が引き下がるとは思えないからだ。

「大丈夫です。武尊さんの立場なら縁談の話くらいあっても普通でしょうし、私は気にしていません」

『あずさ……』

「それに、こうして電話をかけてきてくれましたから、それでもう充分です」

　伝えた言葉に嘘はないが、心がずしんと重いままで上手く笑えない。武尊の顔が見たくなった反面、電話でよかった……とも思ってしまった。

「もう遅いですし、早く休んでくださいね」

『ああ、ありがとう』

「じゃあ──」

『あずさ』

　電話を切ろうとしたあずさを、彼が優しく呼び止める。

『もし不安があれば、いつでも話してほしい。俺はあずさしか見ないと約束するけど、きっとそれでも俺の立場のせいで不安を感じさせてしまうことはあるだろうから……』

「大丈夫ですよ。でも、ありがとうございます」

　あずさが明るく返すと、武尊は『いや。おやすみ』と言い、あずさの返事を聞いてから電話を切った。

　彼の気配が消えたスマホをベッドに放り投げ、自身の身も投げるように横たわる。

　武尊に愛されている実感はある。

　彼のことも信じている。

　ただ、それだけではどうにもならないことがあるのもわかっていた。

　武尊と付き合ってきた日々の中で、ときおりこういう不安を感じることはあったが、今までは彼にここまで強引に見合いが持ちかけられたことはない。

　それゆえに、今日ほど深刻に捉えたことはなかった。

　けれど、今のあずさは初めて直面する出来事に心が淀み、武尊の声を聞いても安心し切ることはできなかった──。




　翌日、あずさは普段通りに業務をこなしていた。

　というよりも、一心不乱だった。油断すれば昨日のことを考えてしまうため、とにかく仕事に集中するように努めていたのだ。

　そんな中、秘書室の内線が鳴り、対応した沢木から社長室に行くように言われた。

　すぐに足を向けたあずさだが、どうにも不思議だった。

　普段、社長が直接あずさに業務を頼む機会はほとんどない。

　社長には専属の秘書がおり、臨時であれば沢木が対応する。彼とともに呼ばれたのならともかく、あずさだけが呼び出されたというのが腑に落ちなかった。

　社長室のドアをノックすれば、すぐに「どうぞ」という社長の返事が聞こえた。あずさは深呼吸をし、「失礼いたします」と断ってから足を踏み入れた。

「昨日はすまなかったね。君と沢木くんを追い払うような真似をしてしまったが、悪く思わないでくれ」

　笑みを浮かべた社長が、すぐさま話を始める。

「いえ、そんな風には思っておりません。私までおいしいお料理をいただき、ありがとうございました」

　本題に関しては見当がつかないあずさだが、ひとまず普段通りに対応した。

「いや、構わないよ。あれは残業手当のおまけだ」

　椅子に座ったままの社長に、あずさは思わず小首を傾げたくなる。

　わざわざこれだけの話で呼び出されたとは思わないが、なにを言わんとしているのか掴めないからである。

「ところで、昨日の話はいい縁談だとも思わないか？」

「え？」

「英里子さんは、公私ともに武尊にふさわしい女性だと思ってるんだ」

　あずさに向けられた目は、まるですべてを見透かしているようだった。

　武尊との関係は、誰にも話していない。

　愛花にだけは打ち明けたが、彼女は社内の人間とは関わりがないはずだ。そうでなくても、不用意にどこかで漏らすとは思えない。

「そのようなことは、私からは……」

　曖昧に濁したあずさだったが、社長はふっと鼻で笑い飛ばすような嘲笑を零した。

「武尊は、これからシブサワ堂を背負って立つ人間だ」

　低く静かに切り出された声は、ふたりきりの社長室によく響く。

「つまり、それなりの家柄の女性と結婚した上で、優秀な跡継ぎを作ってもらわなければいけない。武尊が独身でいることをよく思わない重役や株主もいるが、この結婚さえ上手くいけば武尊はもっと周囲に認められるはずだ」

　社長は笑顔でいるが、目が笑っていない。

　あずさは、そんな社長から視線を逸らすことも、話すことも、それどころか相槌を打つことすらできなかった。

「私は峰岸さんにも期待してるんだ」

「え……？」

「今後も秘書として武尊を支えてやってほしい」

　妙に優しい声音に、表情が固まってしまう。笑顔を繕おうとしたのに、ちっとも笑えなかった。

　程なくして「戻って構わないよ」と告げられ、ハッとして頭を下げる。

　しかし、社長室を後にしたあずさの足は鉛をつけているように重く、息苦しさすら感じた。

（あれって、そういうこと……だよね？）

　社長が言った〝秘書として〟という言葉は、特に強調されていた。

　つまり、暗に『身を引け』と言われたのだろう。

　武尊とのことは誰にも知られていないと思っていたが、少なくとも社長のあの態度からはあずさたちの関係を把握しているようだった。

　恐らく、社長の方で彼の身辺調査をしたに違いない。

　毎週のように武尊と一緒にいて、週末には彼の家で過ごしているのだから、あずさの存在を突き止めることくらい簡単なはずだ。

　武尊もあずさも、会社から離れればそこまで警戒していたわけでもないため、いつ調べられていたのかはわからないけれど。

（どうしよう……。武尊さんに相談した方がいいのはわかってるけど……）

　こういうとき、ドラマや漫画ではヒロインがヒーローに秘密にしたことで仲がこじれるのがセオリーだ。

　そうならないためにも、頭では彼に相談するべきだとはわかっている。

　けれど、それ以上に武尊の足枷にはなりたくないと思ってしまった。

　彼のことは好きで、今ではもうなによりも大切な存在である。

　恋愛なんてできないと思っていたのが嘘のように、半年間ずっと幸せな日々をもらっていた。

　しかし、もともとはこうなる予定ではなかった。

　一度は仕事に生きると決め、それでいいと思っていたのは嘘ではない。

　武尊と自分の身分が違うことも、分不相応すぎることも理解している。

　だったら、これまでの彼との夢のような時間だけでも充分ではないか。

　武尊の傍で、秘書として彼を支えられるだけでも、きっと幸せなことなのだ。

　心の底ではちっともそんな風に思えないのに、あずさは自分自身に言い聞かせるように頭の中で何度も繰り返していた。




　数日後の金曜日の朝。

　普段通りに一日のスケジュールを確認したあとで、武尊が柔和な笑みを浮かべた。

「今夜も泊まりにおいで」

「……仕事中ですよ」

「まだ始業時間までは三分ある。それに、あずさと今夜一緒に過ごせるかどうかで、俺の今日一日のモチベーションも変わってくるんだ」

　冗談めかしたようでいて、きっと本気である。楽しげな口調なのに、あずさを見る目は優しく穏やかで、愛情も感じた。

「副社長……いえ、武尊さん」

　あずさは痛む胸を隠すようにグッと顔を上げ、彼を真っ直ぐ見つめる。そして、数日かけて固めた決意を抱え、間髪を容れずに続きを紡いだ。

「私と別れてください」

「え……？」

「色々と考えましたが、やはり副社長と私では釣り合いません。それに、私も副社長の〝練習〟のおかげで身の丈に合った恋愛ができそうです。ですから、副社長も本条英里子さんのような方と幸せな家庭を築いてください」

　目を見開いた武尊には構わず、淡々と一気に告げた。こうしなければ、決心が鈍ってしまいそうだったから。

　そのおかげか、思ってもいない言葉なのにすらすらと紡げた。

「今までありがとうございました。副社長には感謝しかありません」

　最後に本心も口にして、精一杯の笑みを繕う。

「ちょっと待ってくれ。いきなり、どういう──」

　納得できずにいる武尊を遮るように、ノック音が聞こえてくる。

　彼は苛立ったように眉をひそめながらも、普段通りの声音で「はい」と返事をした。

「失礼いたします。副社長、至急ご確認していただきたいことが」

　副社長室に顔を覗かせたのは、沢木だった。

　彼は急いでいるようで、あずさはこれ幸いと言わんばかりに「失礼いたしました」と頭を下げる。

　そのまま沢木と入れ替わるようにして、副社長室を出た。

　ドアを閉める前に見た武尊はまだなにか言いたげだったが、沢木の手前、言葉を呑み込んだようだった。

　奇しくも、今日の武尊は朝から夜までスケジュールが詰まっている。

　会議や来客で午前中を終えた武尊には、ずっと沢木がついていた。

　その間、あずさは沢木に頼まれた業務を粛々とこなしていた。

　あっという間に昼休みがやってくると、早々に武尊から呼び出された。あずさが副社長室に行けば、彼はこれまでに見たことがないほど顔をしかめていた。

「今朝の話はどういうこと？」

「……副社長室でするようなお話ではありませんから」

「先にここで別れ話を切り出したのはあずさの方だ」

　自分でもわかっていたが、改めて武尊から指摘されてぐうの音も出ない。あずさは息を小さく吐くと、彼を真っ直ぐ見つめた。

「今朝の話は本気じゃないだろ？」

　直後、武尊に先手を打たれてしまった。

　図星を突かれたあずさは、反射的にそれを顔に出してしまう。彼もあずさの本音をわかっていたのか、深いため息をついた。

「どうしてあんなことを言い出したのか、聞かせてほしい。そうじゃなければ、今すぐに君との関係を社内で周知させる」

　どこまで本気なのかはわからなかったが、怒りとも焦りともつかない色を覗かせた目をした武尊がこのまま引き下がらないことはわかる。

　それでも、本当のことは言わないつもりだったのに……。

「あずさ」

　彼に優しく名前を呼ばれただけで、決心が鈍ってしまった。

「私は──」

「武尊さん！」

　そんなあずさの言葉を、明るい声が遮る。

　突然、副社長室のドアが開いたかと思うと、英里子が入ってきたのだ。

「本条さん……どうして？」

　驚いた様子の武尊と同じく、あずさも瞠目してしまう。

「社長が通してくださったんです。これからお昼でしょう？　よければご一緒しませんか？」

「申し訳ございませんが、午後も予定が詰まっておりまして。それに、会社に来られるのは困ります」

「まあ、つれないのね。もうすぐ夫婦になるんですから、そんなことおっしゃらないで」

　ふふっと笑った彼女が、くるりと振り返る。武尊しか見ていなかった双眸があずさを射抜いた瞬間、あずさはその目に温度がないことに気づいた。

　動揺したあずさに構わず、英里子が「秘書さんには少し席を外していただけるとありがたいのだけれど」と冷たく微笑む。

「彼女は私の秘書です。今は彼女と大事な話がありますので」

　その瞳は笑っていない上に、彼女は武尊の言葉を気にも留めていない様子である。

「あら、でも社長の許可はいただいているんですよ？　それとも、このまま社長のところに戻れとおっしゃるの？」

「申し訳ございませんが、私はなにも聞いておりません。社長には私から話を通しておきますので、今日のところはお引き取りください」

　彼はわずかに困惑しているようだったが、あくまで淡々と返している。

「副社長。私はこれで失礼いたします。さきほどの件につきましては、今朝申し上げた通りにお願いいたします」

　あずさは、ふたりのやり取りを静かに遮り、頭を下げる。

　武尊は口を開きかけたが、すぐになにかをこらえるように息を吐いた。

　目が合った英里子は、あずさを牽制するように満足そうにしていた。




　副社長室を出たあと、あずさは気乗りしないままコンビニで昼食を調達した。

　食欲はなくても、なにも食べないわけにはいかない。自席に戻って栄養補助食品のクラッカーと野菜ジュースを口にしたが、なかなか喉を通らなかった。

　時間が合うときは、ランチミーティングと称して武尊とランチを摂ったことがある。

　周囲に恋人だと悟られないかとヒヤヒヤするあずさを余所に、彼はいつも飄々としていた。

　社員食堂はもちろん、おしゃれなイタリアンやフレンチ、ときにはコンビニで買って公園で食べたこともあるが、どんなときでも楽しくて幸せだった。

　コンビニのサンドイッチやおにぎりであっても、武尊と食べるものはどれもおいしく思えた。

　けれど、そんな時間ももう終わってしまったのだ。そう思うと、胸の奥から熱が込み上げそうになり、あずさは必死に涙をこらえた。

「あれ？　峰岸さんだけ？」

　そこへ戻ってきた沢木が、周囲を見回してからあずさを見る。あずさは慌てて笑みを繕い、「はい」と頷いた。

「食欲が湧かないの？」

「いえ……そういうわけでは……」

　曖昧に答えると、彼が呆れたように微笑んだ。

「副社長なんてやめておけばよかったんだよ」

「え……？」

「峰岸さんには手に負えない男だったでしょう？」

　数秒で、その言葉の意味を噛み砕く。

　あずさは、社長だけではなく沢木にまで武尊との関係がバレていたことに気づかされ、動揺を隠せなかった。

「ああ、勘違いしないでね。僕は副社長のことは上司としては心から尊敬してるよ。でも、少なくとも君が手に負えるような人じゃない。そこそこ大手企業の御曹司だよ？　有能な秘書とは言え、分不相応だろう」

　向けられる言葉が痛くて、否定どころかなにも言えない。

　眉を下げて微笑む沢木の視線に、なんだか責められている気がしてしまう。彼にそういう意図はないのだろうが、今は真っ直ぐ見られるのも息苦しかった。

「君ほどの女性が、自分の立場がわからないわけじゃないよね？　自分のためにさっさと諦める方がいい。副社長なら女性に困ったことはないだろうし、君のことだってすぐに忘れてしまうと思うよ」

　無言でいたあずさの傍に来た沢木が、不意にあずさの背中に手を置いた。

「それに、僕だって君の心も身体も満足させる自信くらいはある」

「っ……」

　反射的に肩を強張らせたあずさに対し、彼はさらに腕や肩にまで触ってくる。一気に湧き上がった嫌悪感に包まれた身体が、まるできつく縛られたように硬直した。

「一度試してみない？」

「あ、の……」

　沢木は、尊敬できる上司だった。あずさに仕事を教えてくれたのは彼で、これまでも様々な場面で助けてくれた。

　普段の真面目で穏やかな沢木の姿からは想像もつかない態度に、あずさは思考が停止しそうになる。

　それでも、どうにか身じろいだが、彼の手はあずさの髪を撫でた。

　ぞわっ……と、嫌悪感が膨らむ。

　じっとりとしたような目を向けられていることに気づき、息が上手くできなくなる。

　身体がますます硬直し、けれど上司を相手にどうすればいいのかわからず、ただ全身を固まらせることしかできない。

　その直後、秘書室のドアが開き、武尊が入ってきた。

「なにをしてるんだ」

　沢木は反射的に離れたが、武尊は彼があずさに触っていたところを見たようだ。

「いえ、特になにも」

「なにも？　部下とはいえ、女性の身体に安易に触れる意味は？」

「あ、それは……その……」

「言い訳はいらない。それと、俺の秘書に信用できない人間もいらない」

「あの……！　私は大丈夫ですから！」

　焦る沢木と眉をひそめて怒りを表す武尊を見て、あずさは咄嗟に口を挟む。

　今の沢木の態度は、セクハラと言えるだろう。

　しかし、場合によっては大袈裟だと思われる程度のものだったのではないだろうか。

　大ごとにしたくなかったあすさが、再度「この件はもうこれで……」と言うと、武尊は眉間の皺をますます深くしてあずさの手を取った。

「副社長……!?」

　勢いのまま立ち上がったあずさは、呆然としている様子だった沢木を残し、武尊によって副社長室に連れ込まれてしまう。

　秘書室から副社長室を移動する間に誰かに見られるのではないかと脳裏に不安が過ったが、幸いにも誰とも会わなかった。

　英里子も帰ったようで、どこにも姿はない。

　振り向いた武尊が、ドアのすぐ傍の壁を背にしたあずさを見つめて眉を下げる。彼の表情には、心配の色が色濃く浮かんでいた。

「大丈夫か？　沢木の態度はセクハラだと言われてもおかしくはない。沢木に遠慮せずに、人事やコンプライアンス部に報告してもいいんだ」

　武尊にはほんの数時間前に別れ話を切り出したのに、変わらない優しさや気遣いを向けられて切なくなる。彼への想いを再確認させられて、胸の奥が苦しくなった。

「平気です。沢木室長は尊敬できる方ですし、きっと血迷ったのか虫の居所でも悪かっただけかと……。それに、私が上手く対応できていればこんなことには──っ」

　言い終わる前に肩を押され、壁際に追いやられる。

　壁にぶつかった背中は痛くはなかったが、顔を上げた先にいた武尊の顔に怒りが滲んでいることにドキッとした。

　彼がさきほどから怒っているのはわかっていたが、今は少し様子が違う。怒りだけではないものが覗いている気がして、あずさは動揺と困惑に包まれた。

「身の丈に合った恋というのは彼とするのか？」

「え……？」

　顔つきと同じように怒気を含んだ武尊の声音に、あずさは反射的に息を呑む。

「随分と簡単に触れることを許すんだな」

　あからさまに不機嫌な顔を見せられ、たじろいでしまう。ベッドの中では意地悪なときもあったが、普段は紳士的な彼の見たことがない表情に言葉が出てこなくなった。

「……俺とはもう話すのも嫌なのか」

「そういうわけでは……。ですが、こんなところを誰かに見られるわけにはいきませんし、とにかく離れて──」

「その誰かは、秘書室にいる沢木のことか？」

　話が噛み合っていないと気づいたときには、苦しげに顔をしかめた武尊の手があずさの両手を掴み、頭上で一纏めにした。

「あのっ、副社長……！」

「もう名前で呼んでもくれないんだな」

　傷ついた瞳を向けられて、あずさは言葉を失った。

　彼を傷つけたのは自分だとわかるのに、なにから話せばいいのかが判断できない。

　その間にも、武尊の右手があずさのスーツのボタンを外し、シャツのボタンにも指をかけた。

「待っ……んんっ！」

　制止の声はキスで塞がれ、シャツが手早くはだけられる。キャミソールも捲り上げられると、黒いレースがあしらわれたワインレッドのブラがあらわになった。

「んっ、ぁ」

　グッと持ち上げるように揉まれ、押しつけられた手のひらが小さな突起に当たる。クリッと擦られただけなのに、あずさの腰が震えた。

　程なくしてブラのホックが外され、無理やり押し上げられる。豊満な双丘を隠さなくなった布は、まるで胸の上に乗るようだった。

　剥き出しになった肌に、武尊が顔を寄せる。

　熱い息がかかった直後には、赤い舌を覗かせた唇が先端に吸いついた。

「ああっ」

　じゅっ、と淫靡な水音を響かせながら、きつく吸い上げられる。

　舌で周囲をねぶり、中心のくぼみをほじくるようにしたあとで、歯を立てられた。

「ぁっ、んっ……あんっ」

　あずさを拘束していた左手が反対側の胸を揉みしだき、右手はスカートを捲る。ストッキングを強引に下ろされ、ショーツの横から指が侵入してきた。

「やぁっ……やめて……！」

　今までの武尊なら、あずさの声を聞いてくれた。

　すぐに手を止め、言葉に耳を傾けてくれただろう。

　しかし、今日の彼はやめようとはしない。むしろ、赤く色づき始めた果実をいじる指や舌はより激しく、そして右手の指は花芽を捕らえた。

「あっ……」

　弱い部分をくまなく責められたあずさの身体は、ちっとも言うことを聞かない。

　沢木に触れられたときには気持ち悪いだけだったのに、武尊の愛撫にはいとも簡単に感じてしまう。

　逃げようと腰を引いても後ろは壁で、逃げ場もなかった。

「武尊さ……アッ、あんっ……んぁっ」

「その甘い声を、彼や他の男にも聞かせてやるのか？」

「ちがっ……」

「違わないだろ？　俺と別れたいってことは、この身体に俺以外の男が触れる日が来るってことだ」

　一方的で強引な愛撫なのに、あずさの蜜口からとろりと雫が漏れる。彼はそれを掬い取ると、まるで蜜粒に塗りたくるがごとく激しく捏ね回した。

「ぁっ、ああぁっ……やぁっ」

　あずさの思考を置き去りにして、快楽を享受している身体が駆け上がっていく。達したくないのに、脆弱な蕾をいたぶられ続けているせいでどうしようもなかった。

「あんっ、ああっ……ッ……んぅっ──！」

　とどめとばかりに秘核を押し潰され、あずさの全身が大きく戦慄く。

　咄嗟に唇を噛みしめて声を押し殺したが、噴き出した蜜が床を汚した。

　いくら昼休みが終わっていないとはいえ、ここは副社長室。いつ誰が来るともわからず、廊下や隣室にあらぬ声が聞こえていないとも限らない。

「ひどい……」

　呼吸を乱しながらも、涙目で訴える。

　あずさが武尊をキッと睨めば、彼はたじろぐように息を呑んだ。

「あまりにも横暴です……」

　すると、彼はさきほどよりもずっと傷ついたような顔を見せ、涙を零したあずさから離れた。

「ああ、確かにあずさの言う通りだ……。それに、今度こそ約束を破ってしまったな。君を傷つけないと言ったのに、ひどいことをした……」

　自戒を込めたような笑みを漏らした武尊がスーツを脱ぎ、あずさの肩にそれをかける。

　ふわりと彼の香りがして、ますます涙が止まらなくなった。

「こうなった以上、俺とはもう仕事をしたくないだろう。あずさを俺の秘書から外すように手配する。秘書課以外が希望なら、それもなんとかしよう」

「え……？」

　唐突すぎる提案に、あずさは目を見開くことしかできない。

　武尊と付き合う前から、彼の仕事ぶりを尊敬していた。だからこそ、一度は仕事に生きると決め、武尊と別れてこれからまた仕事に邁進しようと思っていた。

　彼の傍で仕事ができるだけでいい……と、自分自身に言い聞かせて。

　けれど、副社長の秘書まで外されてしまったら……。自分の存在意義がわからなくなりそうで、あずさは急激に怖くなった。

「待ってください……」

　震えそうな声で、それでも最後の願いを口にする。

「決して、あなたの結婚の邪魔はしません。本条さんに私たちの関係を話したりもしません。だから……秘書だけは続けさせてください」

　振り絞った勇気でどうにか訴えると、武尊が眉を寄せた。

「もしかして、誰かになにか言われたのか？」

「っ……。なにもありません……。私は、ただ──」

「君の目を見れば、嘘か本当かくらいは見抜ける。意表を突かれたさっきは冷静さを欠いたが、よく考えればそもそも公私混同しないように気をつけようとしていたあずさが副社長室で別れ話を切り出すこと自体、らしくない」

　真っ直ぐな目が、あずさを射抜く。

「ちゃんと話して。それとも、あずさはもう話もしたくないくらい俺が嫌になった？」

　反射的に首を振ったあずさに、彼が柔らかな笑みを浮かべる。

「全部聞かせてほしい。それで、帰ったら仲直りしてくれないか」

「っ……ずるい……」

　両手で顔を覆って泣くあずさを、武尊が優しく抱きしめる。

「うん、知ってる。でも、あずさを手放さないで済むなら、いくらだってずるくなれるよ」

　彼の優しい温もりと言葉が、あずさの決心をいとも簡単に崩していった──。




「じゃあ、行こうか」

　終業後、あずさは武尊に促されて会長室に向かった。

　彼がいったいなにをしようとしているのかはわからない。ただ、あずさを見る目はいつも通り優しく、不思議と不安はない。

　あのあと、あずさがすべてを打ち明けると、武尊は『わかった』とだけ言った。

　そして、しばらく副社長室であずさを休ませ、普段通りに仕事をこなしていた。

　あずさが平静を装って秘書室に戻ると、沢木はたまたま午後から社長についており、幸いにも彼と顔を合わせずに済んだ。

　武尊があずさに目配せをし、会長室のドアをノックする。すぐに、会長の「どうぞ」という声が返ってきた。

「失礼いたします」

　彼とともに室内に入り、あずさは頭を深々と下げる。

　直後にドアがノックされ、会長が返事をすると社長が入ってきた。

「これで全員が揃いましたね」

　社長は何事かと言わんばかりに瞬きをしていたが、会長と武尊は落ち着いた様子でいる。ふたりとも、これからここで起こることを知っているかのようだった。

「まずは、改めてご紹介させてください。会長もご存知だと思いますが、彼女は私の第二秘書の峰岸あずささんです。そして、将来を考えている大切な恋人でもあります」

　瞠目したあずさと同じように、社長も目を真ん丸にしている。

　社長はきっと、武尊が会長に堂々とあずさを紹介するとは思わなかったのだろう。

　しかし、会長は驚く素振りもなく小さく頷き、頬をわずかに綻ばせた。

　普段の様子を見る限り、仕事上の会長は武尊に厳しい一面もあるが、彼らの親子関係自体は良好と言える。特にプライベートの会長を知っているわけではなくても、これまでに武尊から聞いている話ではそう感じていた。

「ですから、社長が持ってきた縁談はお受けできません。それから、以前に社長が提案されていた新規事業案にも賛同しかねます。もっとも、あれは棄却されたはずでしたが、社長はまだ諦めておられないようですので」

「なっ……！」

　途端に顔色が変わった社長が、瞬く間に青ざめていく。そんな社長に、会長が鋭い視線を向けた。

「武尊、それはどういうことだ？」

「い、いや……それは、その……」

「お前には訊いてない。私は武尊に質問してるんだ」

　言い訳を紡ごうとした社長を、会長が一喝して制してしまう。

　武尊は息を吐き、説明を始めた。

　実は、社長は『高級ホテルにレストランを出す』という新規事業案を出していたが、それは重役会議で早々に反対され、立ち消えとなった。

　しかし、諦め切れない社長が水面下でこの計画を進めていたのだ。

　その提携先として候補に挙がったのが、ＨＪホテルだった。さらには、この案のために武尊と英里子の縁談を強引に進めようとしていたのだという。

「お前はなにを勝手なことをしているんだ！　高級ホテルへの出店は棄却されたはずだぞ。あれはあまりにもリスクが高いからと賛成する者はほとんどいなかったというのに、勝手に進めていたなんて！」

「ち、違います！　私は──」

「言い訳など聞きたくもない。お前がしたことは許されることではないぞ」

　怒りで満ちた面持ちの会長に、社長は口を噤む。そのまま視線を下げ、項垂れるように俯いてしまった。

　すると、タイミングを計っていたように武尊が冷静に口を挟んだ。

「会長のお怒りはごもっともですが、今回は未遂で済みました。縁談を破談にしてもらえれば、私はそれで構いません」

「そうもいかないだろう」

「会長のお言葉も理解はできます。ただ、新規事業の件はまだほとんど動いていないようですし、ご判断は会長にお任せします。こちらがその資料です」

　武尊はスーツの胸ポケットからＵＳＢを出すと、会長のデスクに置いた。社長の新規事業について内々に調べていたことが纏めてあるのだろう。

「そうか。では、少し時間をくれ。社長の処遇は追って決める。それまで社長は自宅謹慎だ」

　会長の指示に、社長は項垂れたまま「はい……」と力なく答えた。

　呆然とするばかりだったあずさは、ようやく状況を呑み込めたが、まだ気持ちは落ち着かない。

「峰岸さん」

「は、はい……」

「愚弟が迷惑をかけてすまなかったね。このお詫びはまた改めて」

　会長がどこまで把握しているのかはわからない。ただ、申し訳なさそうな話しぶりからは、武尊がここで話した以上のことを知っているように見えた。

「い、いえ……。そんな……」

「君とは一度、ゆっくり話してみたいと思っていたんだ」

　柔和な笑みは、武尊とよく似ていた。

　目尻にできた皺は年齢を重ねた証で、武尊も歳を取ればこんな風になるのかもしれない……と想像させられる。

「できれば、近いうちに食事でもどうだろうか。もちろん、武尊と三人で」

　穏やかな表情から、反対どころか受け入れてくれようとしているのだと悟る。

　今朝から状況が変わりすぎてまだ信じられなかったが、あずさは咄嗟に頷いた。

「ぜひ……ありがたくお受けいたします」

　あずさが微笑むと、武尊も会長も嬉しそうに笑った。







六








　それから一時間ほどして、あずさは武尊とともに彼の家に帰ってきた。

「まずは、傷つけてしまったことをきちんと謝らせてほしい」

　ソファに座って間もなく、武尊が神妙な面持ちで切り出した。

「今朝、あずさから別れ話を切り出されて、正直すごく動揺した」

　彼は顔に後悔と反省の色を浮かべ、息を小さく吐く。呆れ返ったような横顔には、自身に対する怒りも見えた。

「いきなり別れ話をするなんて、なにか理由があるんだと少し考えればわかったはずなのに……本条さんや沢木のこともあって余裕がなかった。でも、だからといって、あんなやり方は横暴だ。あずさの言う通りだよ……」

「いえ、私の方こそ……」

「あずさは悪くない。社長から釘を刺されたのなら、あずさが俺との関係を終わらせようとする理由もわかる。俺の気持ちや考えがどうであれ、シブサワ堂の御曹司である以上、秘書のあずさにとっては社長の言葉が重いのも当然のことだ」

「本当は……社長から武尊さんの将来や本条さんのことについて話をされたとき、ちゃんと武尊さんに相談するべきだと思ったんです。でも……」

　あずさが瞳を伏せ、ため息交じりの微笑を漏らす。

「私じゃ武尊さんと釣り合わないのはわかってたので、色々考えてるうちに別れる方がいいんだって感じて……。本条さんが来られたのもあって、動揺と不安が大きくなって冷静な判断ができませんでした」

「いきなり見合い相手に会わされて、かと思えば退席させられて……あずさにしてみれば不安になるだろう。どうせ俺たちの関係も調べ尽くしてたはずだ。その上で、俺じゃなくてあずさに話したのは、あずさならすぐに身を引くとでも考えたに違いない」

　あずさは武尊の言葉に共感しながらも、それについては口にしなかった。

「社長がやりそうなことだ。そこまでわかってたのに、俺は後手に回ってしまった。社長の事業案を阻止することに必死だったとはいえ、本当にごめん。俺がもっとしっかりしていれば、あずさを不用意に傷つけることもなかったはずなのに……」

　後悔を滲ませる彼に、あずさは首を横に振る。

「武尊さんがひとりで動くのは当然です。確信がない段階では、少なくとも簡単に周囲に協力を求められないことでもあると思います。武尊さんの行動は間違ってません」

　確かに、すれ違ったことによって互いを傷つけ合った。

　しかし、武尊の立場を考えれば、理由を話せなかったのは仕方がない。

　社長の事業案を阻止するには、社長派の人物に気づかれるわけにはいかない。

　しかも、業務で社長につくこともある沢木にも協力は求めづらいだろう。

　沢木は社長派ではないはずだが、かと言って絶対的に武尊の味方とも言い切れない。野心家ではないものの、あくまで自分の業務を円滑にこなすために効率よく動くというタイプだ。

　正直なところ、社長と副社長の間に挟まれればどちらにつくかは五分五分だろう。

　あずさは、秘書として武尊に尽くすつもりでいるが、彼を助けられるようなコネや力はない。ましてや、社長の事業案が本当に進められているのかどうかわからない段階で、あずさを含めて周囲に話すのはリスクも出てしまう。

　簡単に思いつく理由だけでも、武尊がひとりで調べていた事情は理解できた。

「だとしても、もう少しあずさの気持ちをフォローすべきだった。俺は君の物わかりのよさに甘えて、あずさへの対応を後回しにしてしまった。すべてが解決したら話せばいいだろう、と思ってたんだ……」

「武尊さん……」

「バカだよな」

　後悔と自戒を込めたような笑みが、あずさの胸の奥を締めつける。

「あずさが我慢強いことも甘えるのが得意じゃないのも知ってたのに、事業案を阻止することばかりに気を取られてた」

　誠実な彼は、きっとあずさがなにを言っても自身を許せないのだろう。

　それならば……と、あずさは別の角度から自分の気持ちを伝えようと考えた。

「さっき、『仲直りしてくれないか』って言ってくれたとき、私はすごく嬉しかったです。ずるいって思ったのも本音ですけど、それ以上に武尊さんと仲直りできるんだって思うとホッとしました」

　武尊を真っ直ぐ見つめ、微笑んでみせる。

「私も仲直りがしたいです。下手くそなケンカをしちゃいましたが、今回はお互い様ってことで手を打ちませんか？　私も反省しますから、武尊さんも反省して、これからに活かせるようにするんです」

　片方だけが責任を感じなくて済むように、また笑ってふたりでいられるように。

　そうしたくて、あずさは彼から目を逸らさなかった。

「敵わないな……」

　ふっと、武尊が苦笑を零す。それから、彼は嬉しそうに瞳を緩めた。

「うん。俺も仲直りがしたい。もう同じ過ちは繰り返さないようにするから、あずさの傍にいさせてほしい」

「はい。私も、これからはまず武尊さんに相談します」

　あずさが即答すると、武尊が手を伸ばしてくる。抱き寄せられたあずさは、慣れ親しんだ温もりと香りに胸の奥を高鳴らせた。

「別れ話をされたとき、もう二度とこんな風に抱きしめられなくなるのかもしれないと思って、すごく怖かった……」

「私も……。武尊さんにはもうこうして抱きしめてもらえないと思って、すごくつらかったです……」

「俺は、あずさが思ってる以上にあずさが好きなんだ。だからもう、絶対に俺から離れようとしないでくれ」

「はい……。約束します」

　ぎゅうっと抱きしめられた腕の中で小さく頷けば、彼がゆっくりと身体を離す。視線が絡み合った直後、どちらからともなく笑みを零した。

　再び目が合うと、互いが同じものを求めていることに気づく。

　一拍置いて、ふたり惹かれ合うようにキスを交わした。触れるだけのくちづけなのに、幸せを感じる。

　武尊への想いを再確認したあずさは、もっと触れ合いたいと思った。

「あずさ、抱いてもいい？」

　彼も同じ気持ちなのか、真摯な双眸には甘い熱を宿している。

「はい。……私も、武尊さんともっとくっついていたいです」

　あずさが頷けば、武尊が幸せそうに微笑む。

　その表情につられそうだった瞬間、立ち上がった彼があずさを抱き上げた。

「きゃっ……」

　困惑するあずさは、咄嗟に武尊の首に手を回す。すると、彼は颯爽とバスルームに向かった。

「今夜はおかしくなるくらい啼かせたい」

「え……？」

　脱衣所で下ろされたあずさの頬に、熱が帯びていく。

　これまで一緒にお風呂に入ったことはなかったが、つまりそういうことだろう……と気づき、急激に恥ずかしくなった。

「ダメ？」

「っ……」

　羞恥と戸惑いの中、武尊があずさを覗き込むように下から見てくる。

　ずるい……なんて思っても、綺麗な顔を前にしては拒絶できなかった。

　彼はあずさの答えを察するように微笑み、スーツのジャケットに手をかけてくる。

　啄むようなキスをされている間に服を剥がれ、あずさが肢体を曝す頃には武尊も一糸纏わぬ姿になっていた。

　そのまま手を引かれ、ふたりでバスルームに足を踏み入れる。

「洗ってあげるよ」

「いえ、自分で……」

　笑顔で制されてしまい、あずさはたじろぎながらも言葉が出てこなくなる。彼はスポンジにボディソープを出して手際よく泡立てると、泡だけを手に取った。

「えっ？　手で洗うんですか？」

　目を丸くするあずさに、武尊がにっこりと笑う。

「当たり前だろ。あずさの肌はきめ細かくて柔らかいし、スポンジで傷つけたくない。それに、肌って手で洗う方がいいらしいよ」

　聞いたことがある知識だが、彼の笑顔を見ると他意がある気がしてならない。

　けれど、手を取られて泡を乗せるように肩から手首までそっと撫でられると、ここで拒否するのは憚られた。

　明るいバスルームでは、きっとすべてが見えている。あずさの目に武尊の全身が映っているように、彼の視界にもあずさの身体の隅々までよく映るに違いない。

「あ、あんまり見ないでください……」

「それは無理だろ。裸のあずさが目の前にいるんだから、全部見るよ」

　思わず視線を逸らしたあずさに反し、武尊の声は喜々としている。

　さきほどまでのぎこちなさは消え、ベッドの中にいるときの意地悪な雰囲気の彼に近づきつつあった。

　骨ばった手は、あずさの両手や肩を丹念に撫で、優しく洗っていく。自分で洗うときはなんとも思わないのに、熱が芽吹くようなくすぐったさに吐息が漏れた。

　背後に回った武尊に背中に触れられると、その感覚はいっそう鮮明になる。腰から下りていった手が臀部にたどりついた瞬間、思わず肩が跳ねた。

「っ……」

　裏腿やふくらはぎ、足首から指先に至るまで、くまなく洗われていく。

「あの……前は自分で……」

　正面に立った彼と目が合い、あずさはつい視線を逸らしてしまう。

「ダメだよ。これからがもっと楽しいんだから」

　あずさの視界の端にいる武尊が色っぽく微笑み、鎖骨に触れたあとで豊満な双丘を持ち上げるようにして撫でた。

「ぁっ……」

　洗ってくれているはずなのに、いつもの愛撫を思い出させるような触れ方で。彼自身もそれを隠す素振りもなく、ゆったりとした仕草で揉んでいる。

　しかも、胸ばかり撫でる手は、他の場所に移動しようとしない。

　明らかにさきほどまでとは違うやり方に、あずさは眉根を寄せた。

「やっ……！　こんな触り方……」

「俺はただ洗ってるだけだよ」

　クスッと笑われて、眉を下げてしまう。戸惑い恥じらうあずさに、武尊が苦笑を零した。

「そんな顔しないで。綺麗にしたら、ちゃんとイかせてあげるから」

　わざとらしく見当違いの言葉を寄越され、なにを言っても無駄だと悟る。それでも、豊かな乳房を揉みしだかれる感覚に、あずさの身体は次第に熱を帯びていった。

　ふと、膨らみの先端を節張った指がかすめる。

「あんっ！」

　泡で滑りがいいのも手伝い、あずさはわずかな刺激にも腰をビクッと跳ねさせた。

「あっ、っ……ァッ、んっ」

　甲高くなった声に、彼は気をよくしたように唇の端を持ち上げる。指先はまだ芯のない突起をクリクリと捏ねるようにし、キュッと摘まんだ。

「あぅっ」

　ふたつの頂を同時に転がされ、爪で軽く引っかかれて。二本の指で挟んでは丹念に揉まれ、ときに摘まみ上げられる。

　柔らかかったそこはあっという間にツンと勃ち上がり、果実が熟れるように赤く色づいていった。

　あずさの息はどんどん上がり、合間を縫うように嬌声が飛び出る。音が反響するバスルームでは、やけにいやらしく聞こえた。

「武尊さんっ……！　もっ……そこばっかり……」

「ああ、ごめん。あずさはこっちの方が好きだよね」

　話しながら下りた手が腹部でゆったりと円を描き、内ももを一撫でする。そのまま秘部をそっと通り、薄い柔毛をかき分けて脆弱な粒を捕らえた。

「あぁんっ！」

　いっそう高くなった声が、うるさいくらいに響く。

　武尊は左手であずさの腰を抱き、右手の中指で花芽を擦り始めた。

　上下に、それから左右にも。優しくそっと撫で、回すように捏ねられる。

　上半身から滑り落ちてきた泡が、潤滑油のように手助けをする。蜜口からは泡や水ではないものが垂れていく感覚がしたが、あずさはそれどころではなかった。

　自分で触れたわけではないのに、そこが芯を持ち始めたのがわかった。

「んっ、あっ！　ああっ……」

　あくまで外側だけを刺激されて、下腹部の奥がきゅうきゅうと震える。

　充分な快感はあるのに、身体は内側で達することを知っているせいかやけに疼いた。

　子宮がズクズクと熱を持ち、物足りないと訴えている。自分から言えないあずさだが、素直な身体は小刻みに揺れ始めた。

「あずさ、腰が動いてる。自分で気持ちいいところに当ててるだろ？」

「あんっ！　だって……」

　淫靡なことをしている自覚はあっても、身体が勝手に動いてしまう。彼の指に秘核を押し当てるようにして、腰を揺らめかせていた。

　的確な場所だけが刺激されて、より愉悦が膨らむ。あまりの気持ちよさに、全身がじんじんと痺れ始めた。

「一気に硬くなってきた。このまま押し潰すようにしたら、きっと今すぐイけるよ」

「んぁっ……あんっ、あっ、ああっ！」

「いいよ、イって」

　陰核を転がす指が、さらに速度を増す。激しい動きでいたぶられる姫粒から喜悦が広がり、あずさは縋るように武尊の首に腕を回した。

「ああぁぁっ……！」

　それが合図だったかのごとく、彼が蜜芽をグリグリと潰すように捏ねる。容赦のない責めは、一秒の猶予もなくあずさを高みへと導いた。

「ふぁっ……ッ、ダメ……。今、イった、からぁ……」

　ところが、武尊は愛撫をやめない。

　むしろ、硬くなった突起を摘まみ、二本の指ですり潰すようにして転がした。

「うん、知ってる。でも、やめてあげないよ。あずさだって、ダメなんて言いながら感じてるくせに」

　耳元で囁かれ、背筋がぞくりと粟立つ。同時に、剥き出しになった花芯をキュッと摘まみ上げられた。

「やああぁぁぁっ！」

　立て続けに昇りつめた身体が、ガクガクと震える。脚からは力が抜けて崩れ落ちそうになったが、彼に難なく抱き留められた。

「可愛かったよ」

　チュッと眦にくちづけられ、あずさが吐息を漏らす。

　あずさの顔は、法悦の余韻とバスルームの温度があいまって真っ赤に染まっていた。

「ダメって言ったのに……」

「でも、すごく気持ちよかっただろ？　あずさは続けてイくと、本当に可愛い反応を見せてくれるから嬉しいよ」

　武尊が色っぽく微笑み、下肢を押しつけてくる。腹部に当たった硬いものがなにかは、見なくてもわかった。

「挿れてもいい？」

　じっと見下ろされ、真っ直ぐな瞳とあずさの視線がぶつかる。余裕そうだったはずなのに、その双眸は劣情で満ちていた。

「あずさが欲しくてたまらないんだ」

　懇願するような、熱のこもった声音。

　見つめられたまま求められ、あずさの鼓動が大きく高鳴った。

「はい……。私も、武尊さんが欲しいです……」

　ふっと笑った武尊が、シャワーコックを捻る。あずさの肌から泡が流れていく間に、彼は予め用意していた避妊具を装着した。

「俺に背中を向けて、鏡に手をついて」

「え？」

　困惑しかけたあずさだったが、考える間もなく身体を翻されてしまう。それから数秒も経たずして、左脚を持ち上げられた。

「今日はこの体勢で、ね？」

　熱を持った昂ぶりが、秘孔にグッと押し当てられる。

「ちゃんと見ていて。俺のが、あずさのナカに挿入っていくところ」

　耳朶に吐息が触れるほどの距離で囁いた武尊が、右手であずさの顎を掬うようにして前を向かせる。

　あずさの視界には、全身が映る大きな鏡が入ってきた。

「やっ……！　ああっ！」

　視線を逃す前に、剛直が押し入ってくる。蜜口をこじ開けるようにしてみちみちと挿入されたそれは、一気に奥まで突き立てられた。

「ァッ……ふぁっ！」

「クッ……すごい……。あっという間に呑み込んでくれた。そんなに俺が欲しかった？」

「っ……！　だって……」

　恥ずかしいのに、嬉しい。

　別れずに済んだことが、彼にまた抱いてもらえることが。

　だからなのか、まだ解されていない隘路には持て余すような質量なのに、内襞は雄杭にきゅうきゅうと絡みついていた。

　まるで、なにがあっても離さない……とでも言うように。

「はっ……！　あずさのナカ、すごく熱いね。それに、いつも以上に締めつけてくる。油断すれば、すぐにイきそうだ」

　うっとりとした声が鼓膜をくすぐり、腰が戦慄く。

「あっ……」

　同時に蜜壁も震え、あずさの唇からは吐息交じりの甘い声が漏れた。

「クッ……！　本当にやばいな。今日は持たないかもしれない」

　武尊がそう言うなり、腰を引く。ずるりと抜けそうになった楔が、間髪を容れずに勢いよく戻ってきた。

「んぁっ！」

　グチュッ……と鳴った水音が、シャワーの音に紛れてしまう。姫筒を擦るように熱芯が動かされると、結合部から艶めかしい音が響き始めた。

「あっ、あんっ、あぁっ」

　襞を伸ばすように撫で、下腹部の裏側を嬲られ、解されていく。

　指での愛撫がなかった分、少し時間をかけてくれようとしていたのかもしれないが、すぐに蜜路は柔らかくなり始めた。

　小刻みに注入される刺激に、あずさが全身を震わせる。鏡についた手は、油断すれば滑り落ちてしまいそうだった。

「あずさ、ちゃんと顔を上げていて」

「やあぁっ」

　俯きかけても、彼がそれを咎めるように顔を上げさせてくる。顎を掬うように固定されてしまえば、あずさの視界には自然と鏡が入ってきた。

「よく見るといい。普段は真面目で清廉だけど、俺の愛撫に悦ぶあずさは顔も身体も世界一いやらしくて綺麗だろ」

　鏡に映るあずさは、瞳を涙で濡らしながら頬を染め、唇は半開きになっている。そこから漏れる甘えた声がいやらしく、けれど悦楽にとろける目は確実に悦んでいた。

「あんっ！　やだぁ……」

「俺と別れる気だったということは、こんなに淫靡な顔を俺以外の男に見せるつもりだったんじゃないのか？　沢木か、それとも他の男か？」

　嫉妬をぶつけるように、武尊が腰を突き上げる。

「こうして想像するだけで、嫉妬で狂いそうになるよ」

　丸みを帯びた先端で奥を穿たれ、あずさは指先まで痺れるような快感に襲われた。

「ちがっ……！」

　そんな中でも、必死に首を横に振る。彼は律動を止めなかったが、「なにが違うの？」と甘い声で尋ねた。

「誰にも、見せるつもり、なんてっ……。あっ、ああっ……！　武尊さんと、ッ……別れたら、もう本当に……ふぁっ……！　恋なんて、できないって……！」

　嬌声交じりに言葉を紡いだあずさが、涙に濡れた瞳で正面を見つめる。

　鏡越しの武尊と視線が絡まると、彼は眉を下げて微笑んだ。

「ああ、もう……そういうところだよ。百戦錬磨そうな美人のくせして健気なんて、どれだけずるいんだ」

　喜びを隠さない笑みが、あずさの胸の奥を甘く締めつける。

「ああっ！」

　それなのに、絶え間のない抽挿は容赦なくあずさを責め、ときめく暇もないままに苛烈な愉悦の渦に巻き込まれていった。

「可愛くて、愛おしくて……。本当に困る。クッ……！」

「アッ、あんっ……んぁっ」

「二度と俺から離れようなんて思えなくなるくらい、躾けたくなるよ」

　武尊は、さらに激しい腰つきでズンズンと突き上げ、隘路を縦横無尽に捏ね回す。

　あずさは、今にも崩れ落ちてしまいそうだった。けれど、掴まれたままの左脚と太く逞しい剛直がそれを許さず、肌がぶつかり合う間隔がどんどん速くなっていった。

　初めての体位に、熾烈な喜悦。

　律動に合わせて揺れる身体の重みで、屹立が普段よりも深いところまで届く。

「もぅ……むり、ああっ！　苦しい、からぁ……」

　その刺激はあずさには強すぎて、自然と涙が零れていた。

「ふぁっ……あぁっ！　おかしく、なる……っ」

「いいよ。もっと乱れて……俺だけに感じるんだって、実感させて」

　泣き啜るあずさに、彼が甘やかすように囁いてくる。極めつきに最奥を抉るようにゴリッと擦り上げられ、あずさはとうとう法悦を受け止め切れなくなった。

「あああぁぁっ！」

　全身を震わせるあずさの右脚が、ガクガクと揺れる。蜜襞はぎゅうぎゅうと蠢動し、充溢した欲望を食い締めた。

　武尊は、あずさの身体を背後から抱きかかえるようにして胴震いし、膜越しに飛沫を放つ。ビュッ、ビュッ……と数回痙攣した熱刀が、欲を吐き切る。

　程なくして、彼がとろけた蜜洞から自身をゆっくりと引き抜いた──。




「ぁっ……あぁっ、あんっ……も、やだぁ……」

　ベッドに横たわるあずさの姫襞を、武尊が節くれだった三本の指で捏ね、繰り返し快感を送り込んでいる。

「もぅ……イった、の……」

「ああ、そうだね」

　寝室に移動してから、それなりの時間が経った。

　濡れた身体を拭くのもそこそこに抱きかかえられてベッドに寝かされたかと思うと、あずさは彼からの愛撫を散々受けていた。

　ここに来て、すでに二回達した。

　それなのに、武尊はまだ手を止めようとはしない。

　さきほどのような激しさはないが、じっくり嬲られて昇りつめるのは苦悶に思える。

　あずさの眉間には深い皺が刻まれ、悩ましげな表情で啼いている。綺麗に整えられていたシーツは、愛液と涙と汗で濡れていた。

「ほら、またイけるだろ？」

　グイッと指を折り曲げた彼が、下腹部の裏を丁寧に擦り上げる。尖り切った蜜芯にも吸いつかれ、あずさは四肢をばたつかせるように悶えた。

「ああぁぁぁっ！」

　何度目かわからない絶頂感が、あずさの心身を襲う。大きく反った腰がビクビクと跳ね、爪先がシーツを蹴った。

　その様子を眺める武尊は、うっとりとした瞳をあずさに向けている。

　あずさはもうとっくに限界を超えているのに、普段は怜悧な顔で紳士的に社員に接している彼が、自分を見て興奮してくれていることに言いようのない喜びを抱いた。

　とはいえ、身体はもう本当につらくて。だからこそ、薄膜を装着し始めた武尊に、目を大きく見開いてしまう。

「っ……」

　ほんの少し腰を引いたが、彼はあずさの膝裏を掬って秘部に怒張を押し当てた。

「ダメだよ。逃がさない」

　襞を撫でるように腰を動かされ、あずさは掠れた声で啼く。思考はバスルームを出る前から白んだままだったが、蜜口をこじ開けられる感覚に甘ったるい吐息を零していた。

「あずさ、好きだよ」

　愛を唱えた唇が、あずさの唇に重なる。刹那、雄芯がズンッと押し入ってきた。

「ふぅぅんっ……！」

　唇を塞がれたままだったせいで、くぐもった声が漏れる。酸素を求めて口を開けば、すぐさま舌を搦め取られた。

「んっ、ふぁ、っ……」

　柔らかくとろけ切っている蜜襞を擦りながら、奥処をトントンと突かれる。緩い律動なのに、あずさの肢体は小刻みに震えた。

　酸素が足りない脳が、ひどく痺れている。指先までビリビリしていることに気づき、あずさはそこでようやく自身が達していることを理解した。

「ふぁっ、ぁ、っ……うぅっ」

　ねっとりと舌を絡めて吸い上げられ、声すらまともに出せない。

　抽挿はまだ続いていて、じっくりと姫筒を嬲っている。責められ続けたままの身体が頂から下りてこられず、あずさはあまりの愉悦に頭がおかしくなりそうだった。

「好きだ……」

　そんな中でも武尊の声だけは鮮明に聞き取れ、喜びを抱いた心が戦慄く。

　あずさの心に呼応するように、隘路もきゅうきゅうと蠢動した。

　達したまま戻ってこられない身体が、痛いほどの痺れに襲われている。

　快楽を送り込まれすぎたせいか、今はもう苦しいばかり。

　涙はボロボロと零れ、一刻も早く解放してほしいとしか思えない。

　それなのに、内壁は嬉しそうにすぼまり、自らも悦楽を貪るように雄芯にしがみついている。

　互いを責め合うような行為は、より淫靡な音を奏でて激しさを増す。

　甘くて、苦しくて。とろけ切った思考は考えることを放棄し、自分が今どこにいるのかもわからなくなりそうになっていく。

「ハッ、クッ……！　あずさ……愛してる、ッ！」

　程なくして、甘く掠れた声で囁かれ、鼓動が高鳴った。

　その瞬間、これまでで一番大きな絶頂の波にさらわれた。

「ふぁっ、っ……あああぁぁぁっ──！」

　瞼の裏が明滅し、眦から零れ落ちる涙が頬を伝ってシーツを濡らす。全身をのたうたせたあずさは、募りすぎた愉悦が暴発するような感覚の中で深く深く果てた。

「うっ……！　クッ、っ……あぁっ……！」

　歯噛みした武尊も、喜悦に満ちた声で喘ぎながら腰を振る。数瞬してぶるりと全身を震わせると、薄膜越しに熱い精を迸らせた。

　ビュッ、ビュクッ……と戦慄くようにして吐き出された飛沫が、柔らかな蜜襞に叩きつけられる。その感覚にも、あずさはうっとりと吐息を零した。

「あずさ」

　優しい声音で呼ばれても、もう返事をする気力どころか瞼も開けられない。

「なにがあっても絶対に手放してあげないから、一生俺の傍にいる覚悟をしてて」

　けれど、重いほどの愛を感じたあずさの心は幸福感に包まれ、思考が堕ちていくさなかにそっと微笑んでいた。







エピローグ








　翌朝、目を覚ました武尊は、隣にあずさがいることにホッとした。

　同時に、自身の腕の中でまだ眠る彼女を見て、自然と頬を綻ばせていた。

　別れ話をされたときは、まるで頭を鈍器で殴られたような衝撃だった。いっそ夢かと思うほど予想外のことに、冷静ではいられなかった。

　わりと動じない性格だと自負していたが、どうやらあずさのことは別のようだ。

　タイミングや些細なすれ違いが重なったこともあって、少し話せばわかり合えたかもしれなかったのに、彼女を不用意に傷つけてしまった。

　本当に情けない。

　あずさも謝ってくれたが、武尊は今回の件はすべて自身の責任だと思っている。

　自分がもっと上手く立ち回っていれば、彼女を傷つけずに済んだはずなのだから。

　事の発端は、社長が本条グループの社長と会っている様子だと、専務の増岡から報告を受けたことだった。

　有能な増岡は、武尊がシブサワ堂の副社長に着任したときこそ不安を抱いていたようだった。けれど、次第に武尊の仕事ぶりを認めてくれるようになり、今では武尊にとって信頼の置ける存在になっている。

　そして、増岡は以前から社長のワンマンなやり方に疑問を抱いていたことも含め、彼の情報には信憑性もあった。

　そこで、増岡とふたり、社長の動きを秘密裏に調べることにしたのだ。

　あずさや沢木に伝えていなかったのは、場合によっては大ごとになる可能性があったからである。

　まだ確信がない段階で第二秘書のあずさに話すのはリスクが高く、下手に社長に勘づかれて危険な目に遭わないとも限らない。

　社長につくことがある沢木と情報を共有するのも、然り。彼を信頼していないわけではなかったが、慎重に事を進める必要があると判断した。

　増岡とふたりだけで調べるのは少し時間がかかったものの、どうにか社長の目論見に気づけた。

　社長は、以前に重役会議で棄却された『高級ホテルにレストランを出店する』という企画を押し進めていたのだ。

　シブサワ堂は、年収が中央値の家庭やユーザーを中心に商品や店を展開している。

　同業他社と比べると業績は上々だが、高級路線で行くにはリスクが高すぎる。候補先として挙がった本条グループも、高級レストランを出店するほどのグレードのホテルではなく、どうにも中途半端である。

　社長なりに策はあったようだが、会議で話を聞く限りではどれも目算が甘いとしか言いようがなかった。

　それにより、社長派以外は反対し、社長は諦めた様子だった。

　ところが、実際には裏で手を回し、本条グループと話を進め始めていたのだ。

　社長は、外堀を埋めるために、本条の一人娘である英里子との見合い話を武尊に持ちかけてきたのだろう。

　社長と本条側のどちらが言い出したのかはわからない。どちらにせよ、彼女の態度を見れば本条側も乗り気だったのは明白である。

　しかし、社長が本気で押し進めるつもりでいたのなら、事業案と同様に目算が甘い。

　そもそも、父親である会長を差し置いて、社長によって縁談が持ちかけられること自体がおかしい。そのときにはすでに社長の目論見に関する裏が取れそうなところだったため、社長の思考はおおよそ想像できた。

　社長にとって、武尊は目の上のたんこぶと言える存在である。

　武尊が海外にいたときはまだよかったが、帰国して早々に副社長に就任し、武尊自身も功績を残してきたという自負もあるため、社長に焦りがあったのは容易にわかる。

　もともと、社長が内心では武尊をよく思っていないことは察していた。

　武尊と英里子を結婚させて本条グループとの縁を確固たるものにすれば、社長は自身の企画を実現させることもでき、社内での立場もより強固なものになる。

　武尊からすれば、社長に頭が上がらなくなることもあるかもしれない。

　企画の成功はもとより、社長は武尊の存在が自身の立場を危ぶませるようなことになるのを阻止したかったのもあったに違いない。

　だからこそ、武尊との結婚に乗り気だった英里子と結託し、武尊にはデメリットしかないような縁談を持ちかけてきたのだろう。

　もちろん、彼女と結婚すれば本条グループとの関係は強くなるが、武尊はそんなものは望んではいない。シブサワ堂としても、同じである。

　つまり、総じていい迷惑でしかなかった。

　結果的に、社長の身勝手な行動の証拠が揃っていたから解決に至ったものの、そればかりに気を取られてあずさの心の機微に気づけなかった。

　正直に言えば、なんとなく察してはいた。

　それなのに、彼女の優しさや理解力、秘書としての有能さに甘え、後回しにしてしまったのだ。すべて解決してから話せばいい……と。

　その見通しの甘さこそ、武尊の大きなミスとなった。

　あずさは社長から色々と言われ、彼女なりに考えて別れ話を切り出したようだ。

　真面目で謙虚で優しい性格ゆえに、武尊と一緒にいることで武尊に迷惑がかかるとでも思ったのだろう。

　社長がどんな風に話をしたのかは、だいたい想像がつく。それに対してあずさがあんな言動に至った理由も、よくわかる。

　ここまで読めているからこそ、武尊がもう少し上手く立ち回っていれば、きっと防げたことなのだ。

　考えれば考えるほど、反省の念しか出てこない。

　自分で思っているよりもずっと自身はポンコツなのだと、武尊は初めて自覚した。

　彼女の前ではかっこつけていても、蓋を開ければ好きな女性のことになると冷静ではいられないただの男でしかない。

（しかも、昨日は無茶をさせてしまったし……）

　反省していたのも本心だが、あずさとの別れが現実になるかもしれないと突きつけられたことで、不安や喪失感のようなものを抱いた。仲直りをしても、まだ心のどこかにそれが微かに残り、彼女は自分の腕の中にいるのだと実感したくてたまらなかった。

　そんな身勝手な感情のせいで、悶え啼くあずさを責めに責め、最終的には意識を失うように眠ってしまうほど何度も果てさせた。

　昂る感情も身体も、最後の最後まで止められなかったのだ。

　改めて反省はしているが、それでも心身ともに満たされているのは確かで。彼女だからこそ、自分を満たしてくれるのだと思う。

「だから、たまにはああいうのも許してほしい。その代わり、これからは今まで以上に大事にするから」

　まだ夢の中にいるあずさに囁くと、彼女が微かに笑みを浮かべた。




　起きるのが遅くなったせいで朝食は食べ損ねてしまったが、あずさと過ごすゆったりとした朝が愛おしかった。

「あっ、冷凍してたブロッコリーもあったはずなので、一緒に入れましょう」

「いいね。海鮮と合いそうだ」

　ふたりでブランチにパスタを作っていると、武尊のスマホが鳴った。

「父からだ」

　ディスプレイを見た武尊に、彼女が不安を混じらせたような神妙な顔をする。

　それでも、あずさはすぐに笑みを浮かべて「ここは大丈夫ですから」と言った。武尊は、彼女に「ごめん」と断りを入れ、通話ボタンをタップした。

『もしもし、武尊か？　話があるんだが、今は大丈夫か？』

「うん。どうしたの？」

『いや、昨日のことで少しな。お前の意見も聞きたい』

「いいよ」

　あずさに目で合図を送ってから、寝室に移動する。

「それで、話って？」

『社長……圭けい太た郎ろうの処遇だが、降格して支社に行かせるのはどうかと考えてる。あいつは一度きちんと勉強し直すべきだ』

「そうですね。それも一理あると思います」

　相槌を打つように頷いたあとで、わずかに悩みながらも息を吐いて心を決める。

「ただ、今回は未然に防げましたし、私としては内々で済ませてもいいのではないかと。社長はああ見えて小心者なところもありますし、どうせおじい様からも叱られるでしょうから、それで堪える気がします」

　仕事の話のため、淡々と敬語で告げたが、やはり身内の情もあったのかもしれない。

　武尊は、我ながら甘いな……と思わなくもなかったものの、父親の声に微かな迷いがあることも感じていた。

　あんなことがあっても、父にとっては血を分けた弟だ。会長という立場があるにせよ、胸の内では簡単に割り切れないこともあるだろう。

「それに、支社で反省するとも限りませんし、会長のもとにいさせる方がいいのでは？　会長と私の目の届く範囲なら、もうあのようなことをしようなどとは考えないでしょう」

『武尊はそれでいいのか？』

「昨日もお伝えした通り、私は本条との縁談を破談にしてもらえればあとは会長のご判断に従います」

『そうは言っても、お前だって被害を受けただろう。あいつの目論見を潰せたことで会社としては被害を出さずに済むはずだが、武尊と峰岸さんは被害者だ』

「ええ、それは否定しません。ただ、社長は本条側に耳触りのいいことを言っていたでしょうし、下手をすれば先方は納得してくれないでしょう。ですから、私個人としてはそちらを最優先にしていただきたいです」

『いや、その件は心配ない。実は、本条グループの現会長とおじい様は旧知の仲なんだ。私も破談はこちらの信用問題にも関わると思い、昨夜のうちにおじい様に相談したんだが、力を貸してくれるそうだ。だから、大丈夫だろう』

　会長の声音からは確信していることが伝わり、武尊はホッと息をつく。

「でしたら、なおのこと社長の処遇は会長にお任せします」

『わかった。では、この話はまた週明けにしよう。それから、もうひとつ』

「はい」

『近日中に峰岸さんを連れてきなさい。彼女と〝そういうつもり〟でいるのなら、私も一度きちんと話をしておきたい』

「わかった。彼女と相談して、近いうちに機会を作るよ」

　会長から父親になった話しぶりに、武尊も息子として返事をする。

『楽しみにしてる』

　電話を切ってリビングに戻ると、テーブルには完成した料理が並んでいた。

「任せてしまってごめん」

「いえ、完成間近だったので大丈夫です。それより、会長のお話はもうよかったんですか？」

「ああ。社長の処分はどうなるかまだわからないが、縁談の話はあちらで上手く処理してくれるようだ」

「よかったです」

　ホッとしたように微笑んだあずさに、武尊はキスをする。触れるだけだったが、幸福感が込み上げてきた。

「それから、近いうちにあずさと会いたいって。できるだけ早い方がいいんだけど、都合をつけてくれないか」

「あ、はい。あの、でも……」

「ん？」

　戸惑いをあらわにした彼女に、武尊が優しい目を向ける。

「大丈夫でしょうか……？　その、反対されたりとか……」

「なにも心配しなくていい。あずさは俺が選んだ人なんだし、なによりも俺はあずさ以外の女性との将来なんて考えてないから」

　真っ直ぐな言葉を紡げば、あずさが面映ゆそうに笑みを零す。緊張はあるだろうが、不安を解くことはできたようだ。

　ふたりは微笑み合い、どちらからともなくキスを交わした。





＊　＊　＊






　街の木々が秋の色に移ろい始めた、十月中旬の日曜日。

　あの事件から二週間以上が経ち、先週には『上手く縁談が潰せた』と父親から聞かされた。

　先方──特に英里子からは猛抗議されたようだが、祖父が頭を下げたのだとか。そこまでされれば、本条の会長の立場もある手前、彼女も強くは出られなかったようだ。

　そして、祖父と会長から『二度目はない』とこっぴどく警告された社長は、随分と大人しくなった。さすがに深く反省したらしい。

　急な人事ではあるが、社長には会長の第二秘書と沢木がつくことになったため、迂闊なことができないというのもあるだろうけれど。

　沢木は……というと、あの翌週にあずさに心から詫び、武尊にも謝罪をした。その上で、自らを秘書から外してほしいと申し出てきたが、武尊は交換条件として社長につくことを命じたのだ。

　あんなことがあったとはいえ、沢木は優秀で、判断力もある。

　また、反省している様子からも、二度と浅慮なことはしないだろうと思えた。

　もっとも、あずさが許さなければまた別の方法を考えるつもりだったが、彼女も謝罪を受け入れたため、このような形に収まったのだ。

　そうしてどうにかすべてが解決した、今日。

　武尊は、ようやくあずさを連れて渋澤の本邸──つまりは自身の実家に向かった。

「いらっしゃい」

　笑顔で出迎えた武尊の母親は、ウキウキとした様子だった。普段は寡黙な父親も、穏やかな表情でいる。

　祖父母も今日を楽しみにしていたのか、揃いも揃って随分とめかし込んでいた。

　彼女は恐縮しつつも手土産を渡し、まるで仕事中のときのように落ち着いた雰囲気で挨拶をする。その姿を見て、武尊は自然と笑みを零した。

　あずさは最初こそ緊張していたようだが、明るい母親につられるように笑顔が増え、武尊が想像していたよりも早くに打ち解けていた。

　正直、祖父母や両親に彼女を紹介することに対する不安は、まったくなかった。

　あずさの仕事ぶりや真面目さは重役たちからも評価が高く、父親も秘書としての彼女を認めていたからである。

　祖父母は政略結婚だったが円満で、母親も社長令嬢ではあるが両親は恋愛結婚だったため、特に武尊の結婚についてうるさく言う気がなかったのも知っている。

　むしろ、結婚する気がなさそうだった武尊が恋人を連れてきたことに大喜びしており、四人はあずさの前でもそれを隠さなかった。

　最初から心配する要素など、武尊にしてみればなかったのだ。

　もちろん、反対されても諦めるつもりはなかったが、その可能性は低いと踏んでいたし、できることなら早く紹介したくてたまらなかったくらいである。

「あずささん。武尊の立場上、武尊が安心して心を寄せられるような相手は絶対に必要だ。大変なこともあるかもしれないが、武尊を支えてやってほしい。どうぞよろしくお願いします」

　頭を下げた父親の言葉に、彼女が焦ってソファから腰を上げる。

「会長……！　あの、頭を上げてください」

　あずさは恐縮しながらも慌ててそう言い、キュッと表情を引き締めた。

「私は武尊さんに支えていただいてばかりですが、人としても上司としても尊敬していますし、これからきちんと武尊さんを支えられるように努めます。至らないこともあるかと存じますが、どうか色々とご教示いただければと思います」

　迷いなんかないと言わんばかりの凛とした声音と言葉に、武尊は喜びと幸せを隠せずに笑みを零す。

　彼女のことを全力で守っていきたい、と改めて思った。

　祖父母も両親も頬を綻ばせ、リビングが和やかな雰囲気になる。

　母親に夕食を進められたふたりは、結局半日ほどこの家で過ごしたのだった。




　帰宅後、あずさは肩の力が抜けたように微笑んだ。

「まさかあんなに温かく迎えていただけるとは思いませんでした。反対されてもおかしくないとばかり……」

「なにも心配しなくていいと言っただろ。それに、あずさだからだよ。いくらなんでも、信頼できないような女性を連れていったら認めてもらえなかった」

　武尊は肩を竦めて笑い、彼女の手を握った。

「あずさだからこそ、家族に紹介することに対する不安はまったくなかった」

　きっぱりと言い切れば、あずさが幸せそうに瞳を緩める。

「私、頑張りますね。こんな風に言ってくれる武尊さんになら、どんなことがあってもついていきたいですから」

　嬉しいことを言ってくれるものだ。

　武尊は笑顔を見せたが、内心では泣いてしまいそうなくらい感動していた。

　同時に、心にあった幸福感がさらに大きくなり、一刻も早く彼女と結婚したいと思った。

（あずさのご両親への挨拶に、新居……。なにより、プロポーズはあずさがとびきり喜んでくれるものを考えよう）

　結婚まではまだ時間はかかるが、ふたりを隔てるものはなにもない。そのときが来るのが待ち遠しい反面、もう少しだけ恋人期間を楽しむのも悪くないだろう。

「あずさ、愛してるよ」

「私も……武尊さんが大好きです」

　甘い空気に包まれたふたりは、まるで未来を誓い合うようにキスを交わした──。
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　このたびは、『スパダリ副社長は秘書への溺愛が甘すぎる～君のすべてに触れさせてくれ～』をお手に取ってくださり、本当にありがとうございます。桜さくら月づき海み羽うです。

　濃蜜ラブルージュ様でデビューさせていただいてから、十作目のご縁となりました。

　現在までの桜月名義の作品のうち、三分の二以上を濃蜜ラブルージュ様から刊行していただいてます。ひとえに、いつも温かく応援してくださっている皆様のおかげです。




　今作は、『三嶋夫妻はもっと淫らに愛し合いたい』シリーズや『淫らで甘い執着愛はセフレらしくない』でもキャラたちの職場として登場した『シブサワ堂』が舞台でした。

　濃蜜ラブルージュ様ではしばらく『三嶋夫妻』シリーズばかり書かせていただいていたので、舞台だけはリンクしているものの、まったく別のキャラを書くことに少しだけ不安もあり、試行錯誤して筆が止まったことも……。

　ですが、振り返ってみると、とても楽しかったです。

　あずさは、過去のトラウマから恋愛には消極的で、どこか頑なでした。愛花という正反対のキャラがいることで、あずさの後ろ向きな部分がより目立ったかもしれません。

　けれど、誰にだってあずさと同じように苦い経験やトラウマがあったり、そのせいで一歩が踏み出せなかったりしたことがあるのではないでしょうか。

　あずさから見ると完璧だった武尊も、実はただのひとりの男性でしかなく、あずさのことになると冷静ではいられないところがあります。

　そんなちょっと不器用なふたりが、私には可愛く思え、親近感もありました。

　皆様にも少しでも共感していただけていたら、とても嬉しく思います。




　十度目のご縁をくださった濃蜜ラブルージュ様、的確なご指南をくださった担当編集様、本当にありがとうございました。

　再びお世話になりました、逆さか月づき酒しゅ乱らん先生。色っぽくしっとりとしたふたりを描いていただき、心よりお礼申し上げます。ラフ画から本当に素敵でした！

　そしてなによりも、いつも応援してくださっている皆様と今これを読んでくださっているあなたに、精一杯の感謝を込めて。

　本当にありがとうございました。

　またどこかでお会いできますよう、今後とも精進してまいります。






桜月海羽










【著者紹介】
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